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この報告書は、医療法人聖愛会が病院建設するにともない、松山市教育委

員会が委託を受け発掘調査を実施し、その結果をまとめたものです。

松山平野北東部の丘陵斜面に位置する本調査地「祝谷アイリ遺跡」は、県

下でも弥生遺跡の密集する重要地域として知られるところにあります。道後

城北遺跡群と称されるこの一帯には、文京遺跡、道後城北RNB遺 跡、松山

大学構内遺跡などをはじめ、本調査地西方に近接する祝谷六丁目遺跡、また

南西方には、平形金同剣が出土した祝谷六丁場遺跡が散左 しています。

今回の調査では、丘陵地での弥生期の竪穴式住居址、古墳期の掘立柱建物

跡などを確認しましたが、丘陵地での竪穴式住居址検出例は、松山平野では

数少なく住居址立地を研究するうえで好資料となるものです。

最後に、医療法人聖愛会の埋蔵文化財に対するご理解と、ご協力を賜 り、

また、調査及び出土物分析等についてご指導いただいた諸先生方に対し厚く

お礼申し上げる次第であります。

本報告書が、学術・教育文化の向上、文化財保護、さらには今後の調査研

究の一助になれば幸甚です。

平成 4年 3月 31日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事長 田 中 誠 一
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例

1。 本書は、松山市教育委員会 。松山市立埋蔵文化財センターが平成二年■月～三年 3月 に

松山市祝谷 6丁 目1277番地他で実施 した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.遺構の実浪1は、梅木謙―の責任のもと、武正良浩が中心に行い、愛媛大学の学生他の援

助を受けた。遺構の撮影は、梅木謙一、武正良浩、大西朋子が行つた。

3.遺構は、呼称を略号で記述 した。竪穴式住居址 iSB、 濤 ISD、 土竣 ISK、 掘立柱

建物 :掘立、柱穴 :SP、 性格不明遺構 :SXである。

4.遺物の実測・製図、遺構の製図は、梅木謙一、宮内慎一、武正良浩を中心に、高橋恒、

水日あをい、山之内志郎、自石聖子、瀬戸恭子、藤井宏枝、森田晶子、山下満佐子、好光

明日香、兵頭千恵、松山桂子、三木和代、大西陽子、野日幸恵、加島次郎が行った。

5。 写真図版は、調査担当者の指示のもと、遺物の撮影、図版作成を大西朋子が行つた。

6。 遺構図、遺物図の縮尺は、縮分値をスケーノレ下に記した。

7。 本書に使用した方位はすべて磁北である。

8。 本書にかかわる遺物・記録物は、松山市立埋蔵文化財センターで保管している。

9。 自然科学的分析は、杉山真二氏 (古環境研究所)、 本田光子 (福岡市埋蔵文化財センター)

に協力を頂き、また寄稿 して項いた。記して感謝申し上げます。

10。 本書の執筆は、田城武志、梅木謙一、武正良浩が事実報告を行い、考察では宮内慎―・

山之内志郎、多田仁に寄稿していただいた。

11.浄書は、梅木謙―の責任のもと、武正良浩、高橋恒が行つた。

12。 本書の編集は梅木謙―が行い、校正においては田城武志、宮内慎一、武正良浩、水日あ

をい、高橋恒の協力を得た。

H
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I調 査 に 至 る 経 緯

1.経 緯
1990(平成 2)年 5月 、医療法人聖愛会 (理事長益田紀志雄)よ り松山市祝谷 6丁 目1277

番地他に新設の医療施設を建設するに当たって、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教

育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

申請地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の「51.山田池 (祝谷)遺物包含地」内に当

り、周知の遺跡 として知られている。申請地は、字名を祝谷敢入 といい、昭和前半代の開墾

の際に弥生時代中期の重形土器が完形品ぜ採取されている(第 1図 )。 その後、地元研究者に

よる踏査の結果多数の上器片が表採され、特に中期中葉の資料は岡本健児氏によリアイツ式

上器と命名され松山平野の弥生土器研究に寄与している。また、近年の周辺調査では、南西

350mに 位置する祝谷六丁場遺跡より平形銅剣 1日 (埋納状況で出土)が出土しており、祝谷

地区一帯は弥生時代の松山平野において重要な集落地帯の一つであったことが明らかになっ

てきた。

これ等のことより、申請地内における埋蔵文化財の有無 と、さらには遺跡の範囲やその性

格を確認するために、1990(平成 2)年 7月 に文化教育課は試掘調査を実施 した。

試掘調査の結果、弥生土器。須恵器を含む遺物包含層 (三層30～ 130cln)と 円形土壊を検出

し、当該地に弥生～古墳時代の集落関連遺跡があることを確認した。

この結果を受け、文化教育課 。医療法人聖愛会二者は発掘調査についての協議を行った。

発掘調査は、弥生時代および古墳時代の道後城北遺跡群祝谷地区の集落構造解明を主目的と

し、松山市立埋蔵文化財センターが主体 となり、医療法人聖愛会の協力のもと1990(平成 2)

年■月20日 に調査を開始 した。 (梅木)

第 1図 祝合アイリ出土品
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調査に至る経過

2.組 織

(1)調査組織

〔調 査 地〕 松山市祝谷6丁目1277番地 他
〔遺 跡 名〕 祝谷アイツ遺跡
〔調査期間〕 野外調査 1990年 11月 13日 ～1991年 3月 29日

室内調査 1991年 4月 1日 ～1992年 3月 31日

〔調査面積〕 約1,400m2(申請面積 3,742m2)
〔調査委託〕 医療法人 聖愛会理事長 益田紀志雄
〔調査主体〕 松山市教育委員会 教育長 池田 尚郷
〔調査総括〕 松山市教育委員会文化教育課  (前)課 長 渡部 忠平

(現)課 長 岩本 一夫
松山市立埋蔵文化財センター (前)所 長 森脇  脂

〃         (現 )所 長 和田祐二郎
〃    調査係    係 長 西尾 幸則
〃      〃     主 任 田城 武志
〃     〃     主 事 栗田 正芳
〃      〃     調査員 梅木 謙一
〃      〃    調査員補 武正 良浩

(野外調査作業員)

高橋  恒、池ノ内 昇、大久保英昭、浅海  誠、大野本英二、入江 宗輝、大地 俊彦、

秋本 誠司、亀山 健一、川江 和弘、岸  武弘、亀山 泰昌、志賀 夏行、塚原 竜一、

富山 寛之、田所 学夫、中野 議之、西原 聖二、中島  宏、三井田高士、原田 英則、

濱本 幹男、古田 耕一、福島正太郎、扶川  博、松本  剛、村上 賢樹、松崎 英仁、

宮川竜二郎、山崎  司、山本  圭、渡部 秀一、渡部 弘志、坂本 佳正、黒田 令子、
上西 真弓、瀬戸 恭子、自石 聖子、西平真由美、藤井 宏枝、森田 利恵、松本美知子、

森田 晶子、藤沢 真美、水日あをい、大西 朋子、岡根なおみ

社団法人松山市シルクヾ一人材センター :井 ノロ正晴、東  重勝、加藤  成、蓮田 年行、
重見イセ子、上田 年子、門田 一義、秀野 幸男、松野 指し朝

(室内調査作業員)

高橋  恒、加島 次郎、森田 利恵、松本美知子、黒田 令子、本日あをい、上西 真弓、

自石 聖子、瀬戸 恭子、藤井 宏枝、藤沢 真美、森田 晶子、松山 桂子、三木 和代、
山下満佐子、兵頭 千恵、好光明日香、西岡 早苗、大西 陽子、野口 幸恵、内山こづえ
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組     織

修)調査↓旨導

〔調査指導〕 下條 信行教授 (愛媛大学)
内田 俊秀助教授 (京都芸術短期大学)
上原  真主任研究員 (茶良国立文化財研究所)
三辻 利一教授 (茶良教育大学)
本田 光子 (福岡市埋蔵文化財センター)
石川 悦雄 (宮崎県埋蔵文化財センター)
吉田  寛 (大分県教育委員会)
坪根 伸也 (大分市教育委員会)
宮崎 泰好 (砥部町教育委員会)
乗安和三二 (財 .山日県埋蔵文化財センター)

吉瀬 勝康 (防府市教育委員会)

岡田 敏彦 (財 .愛媛県埋蔵文化財調査センター)

多田  仁 (財 .愛竣県埋蔵文化財調査センター)

村上 通恭 (名古屋大学)
岡田 文男 (財 .京都市埋蔵文化財研究所)

杉山 真二 (有。古環境研究所)

早田  勉 (有。古環境研究所)

〔協力機関〕 古環境研究所           元興寺文化財研究所

徳島県立博物館          徳島市教育委員会

側香川県埋蔵文化財調査センター  側山口県埋蔵文化財センター

山口県防府市教育委員会      宮崎県立博物館
宮崎県埋蔵文化財センター     福岡市埋蔵文化財センター

愛媛県教育委員会         働愛城県埋蔵文化財調査センター

調査にあたっては、多くの研究者 。研究機関に貴重など指導、ご教示を項きました。記し

て感謝申し上げます。

●)刊行組織

〔刊行主体〕 財団法人松山市生涯学習振興財団 理 事 長 田中 誠一
事務局長 池田 秀雄

〔刊行総括〕       埋蔵文化財センター 所  長 和田祐二郎
次  長 田所 延行
調査係長 西尾 幸則
調査主任 田城 武志

調査主事 栗田 正芳 (文化教育課職員)
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H遺 跡 の 概 要
1.地理的環境 (第 2・ 3図 )

道後城北遺跡群が立地する道後城北地区は、松山平野のほぼ中央部に位置する。遺跡群は、

その地理的条件や遺跡の性格などから、祝谷・城北 。道後の 3地区に区分される。まず、祝

谷地区は、高縄山地に源を発した永谷川の両岸の丘陵部と、やがて丸山川 と合流し、平野部

に流れ出る付近に形成した小規模な扇状地に分けられる。次に城北地区は、愛媛大学、松山

大学を中心とする平野部で、道後地区は、県民文化会館付近の平野部から東へ、やや小高く

なる道後温泉にかけての丘陵部を占めている。本遺跡は祝谷地区内に所在 し、永谷川左岸の

標高68～ 71mの緩斜面上に立地している。

地質学的に高縄山地は、中世代の領家帯貫入岩類の松山型花南閃緑岩が大部分を占めてい

るのに対 して、勝山 (城山)は白亜紀の和泉層群のツキ岩に瀬戸内系火山岩類が貫入してい

る。

山地 。丘陵

高中位段丘

低 位 段 丘

浜堤・砂丘

自然 堤 防

沖 積 低 地

第 2図 祝合地区の地質図
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歴 史 的 環 境

2.歴史的環境 悌 4図 )

祝谷地区のうち平野部は勿論のこと、近年では丘陵部における大規模な宅地造成工事など

により、多くの遺跡が発見され、遺跡群におけるこの地域の位置付けも明かになりつつある。

そこで、祝谷地区内で近年発掘調査された遺跡を中心に概説していきたい。

旧石器時代

山田池から流れ出る大ナIIの東狽1にある標高50mの丘陵上で、合計13点の石器が採取されて

いる。これらは、綱石核・細石刃・掻器・台形様石器と称されているものであるが、その材

質。制離技法などに依然疑問点が残されている。この丸山遺跡出上の石器については、本書

に多田氏の詳細な論考がある 〔第V-1 多田 仁〕。今後の研究に期待する。

縄文時代

小規模な扇状地上に立地した土居窪遺跡、土居の段遺跡から、少量の上器が出土している。

まず、土居窪遺跡の最下層からは、後期から晩期の土器片 3点が出土している。上居の段遺

跡では、後期の縁帯文をもつものや、注目土器の出土が伝えられている 〔松山市資料集

1980〕 。

弥生時代

前期の追跡では、出土状況は不明であるが、御幸寺山東麓遺跡から綾杉文が描かれた重が

出上 している。

中期ぜは、古 くから中期中葉の標式上器 として知 られたアイノ式上器が出上 したアイツ遺

跡がある。また丸山川右岸の丘陵谷間に立地する視谷六丁場遺跡は、中期中葉を中心 として

後期まで続く遺跡で、分銅形土製品をはじめとして、特記すべき資料が出上している 〔松山

市教育委員会他 1991〕。

祝谷アイリ遺跡から、分銅形土製品が2点 出上している。本県出上の41点中26点が道後城

北遺跡群から出上しており、その内訳は以下の通りである。なお、遺跡群出上の分銅形土製

品の詳細については第V-2で論考する。
祝谷地区では、祝谷六丁場遺跡 (12点 )、 御幸寺山東麓遺跡 (1点 )、 視谷アイノ遺跡 (2

点)ぜ合計15点出上している。ちなみに城北地区で10点、道後地区ぜ 1点ぞある。

また祝谷六丁場遺跡では、全国で初めて平形銅剣が理納された状態で検出され、埋納方法が

明らかにされたばかりぞはなく、平形銅剣が祭祀的な意味合いを持つていることの証明にも

なつた遺跡である。遺跡群内では、 4ヶ 所で22本発見されている。その内訳は、祝谷地区で

視谷六丁場遺跡 (1本)の他、城北地区で道後一万遺跡 (10本 )、 道後樋又遺跡 (8本 )、 道
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遺 跡 の 概 要

後地区ぜ道後公園山麓遺跡 (3本)に なっている。

丸山川河岸段丘上の祝谷六丁目遺跡ぜは、中期中葉から後期のこ棺墓群 と円形竪穴式住居

跡 1棟が検出されている。その一つの壷棺から、歯牙とともにイモ貝製の貝釧が 2点出上し

ている。時期決定には多少問題を含むものの、型式からみると中期後半以前の段階に比定す

るのが妥当であるという 〔下條信行 1991〕。

古墳時代

古墳時代には平野部の背後の丘陵に、数多くの古墳が分布している。それらは祝谷古墳群、

御幸寺山古墳群、常行寺古墳群とよばれるが、近年の詳細な分布調査によって、30基余りの

古墳が存在していることが明らかにされた〔愛城県教育委員会 1991)。 その祝谷古墳群には、

現在10数基の古墳が現存しているといわれているが、発掘調査された古墳は祝谷古墳 5基で

ある〔松山市史料集 1980〕。次に御幸寺山古墳群には、昭和21年頃に発掘調査され、方格規

矩四神鏡を出土したと伝えられる横穴式石室を持つ円墳が存在していた 〔愛城県 1986〕。

この時代の集落は、道後今市遺跡第6次調査や松山大学構内遺跡で数棟ぜはあるが、竪穴

式住居が検出され、狭少な範囲であるにもかかわらず、一定の住居の変遷が確認されたこと

により、これまで明かにぜきなかった古墳時代の集落についての基礎資料が揃いつつある。

また当遺跡群出上の須恵器についての一つの傾向がまとまりつつあり、今後地域ごとに、デ

ータの分析を進めていくことが肝要であろう (第 V-3)。

なお、道後城北遺跡群の全体的な地理的・歴史的環境については、『松山大学構内遺跡』「II

遺跡の概要」を参考にされたい。

【文献】

松山市 1980『松山市史料集』

愛峨県  1986『愛媛県史 資料編 考古』

下條信行 1991「松山平野と道後城北の弥生文化一西瀬戸内の海外交流―」『松山大学構内遺跡♂

愛媛県教育委員会 1991『愛城県内古墳』

松山市教育委員会・松山市埋蔵文化財センター 1991『祝谷六丁場遺跡』

松山市教育委員会・松山市埋蔵文化財センター 1991『松山大学結内遺跡』
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歴 史 的 環 境

◎ 三島神社古墳 ① 福者寺遺跡   ① 来住廃寺遺跡

第 3図 松山平野の主要遺跡分布図  (S=1:50,000)

① 文京遺跡(愛媛大学)① 祝谷六丁場遺跡 ○ 道後湯築遺跡 ① 樽味立添遺跡
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遺 跡 の 概 要

1碁ⅢIⅢ i_7.

1祝谷アイリ遺跡 2祝 谷六丁目遺跡  3祝 谷六丁場遺跡 4丸 山遺跡
5ア イリ遺跡   6御 幸寺山東麓遺跡 7土 居ノ段遺跡  8道 後公園山麓遺跡
9土居窪遺跡   10道 後樋又遺跡   11道 後一万遺跡  12文京遺跡
13松 山大学構内遺跡

第 4図 祝合地区の主要遺跡分布図  (S=1:25,000)

‐３
●
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HI調 査 の 概 要

1.調査の経緯
調査地は、松山市祝谷 6丁 目1,277番地ぜある。対象面積は3,742m2ぜぁり、調査は施設建

設により遺物が失われる約1,400m2に 対して行われた。以下、調査工程を略述する。

平成 2年 ■月6日 に調査事務所を設置する。地形瀕1量及び準備作業。
12月  3～ 6日 の間重機による表土及び近現代装を際去を行う。 7日 以降は基

本層序の確認をし、包含層を掘 り下げた。

平成 3年  1月 小谷部は包含層の掘 り下げ、斜面西側部は遺構検出を行い、竪穴式住居

址 と柱穴痕を検出する。斜面部の生活関連遺構の存在を知る。

2月  斜面部を重視した調査を行う。その結果、弥生時代～古墳時代の竪穴式

住居址、溝、土羨、柱穴痕を検出する。

3月 上 。下旬の 2回 に渡り愛媛大学法文学部教援下條信行先生に調査↓旨導を

乞う。23日 (土)の午後に現地説明会を行う。近隣住民や考古学ファン

他約60名 の見学者が訪れる。30日 (上 )、 野外調査終了。

4～ 5月  4月 2日 より松山市立埋蔵文化財センターにて、遺構図整理を中心に室

内調査を開始する。

6～ 11月 針田町事務所にて、洗浄～復元・実測の作業を行う。
12～平成 4年 3月  トレース、執筆、調査検討会、資料調査等の報告書作成作業。

第 5図 調査地位置図
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調 査 の 概 要

2.層位 悌 6・ 7図 )

本調査地の基本層位は、第 I層表土 (6～ 84cIIl)、 第H層灰色シノレト (5～ 65clll)、 第Ⅲ層

暗灰褐色シノント(12～■0伽 )、 第Ⅳ層暗灰褐色シノレト(12～ 126clll)、 第V層青灰色シ7t/卜 (14

～84clla)、 第Ⅵ層暗青灰色ン7L/卜 (8～ 124cm)であり、最下層は第Ⅶ層青灰色粗砂である。

第 I層―近現代の農耕による客上である。

第H層―床土と呼ばれるものである。

第Ш層―微弱な土色の差異から上部層の第ma層 暗灰褐色シル ト(砂多し)、 下部層の第Ⅲ

b層暗灰茶褐色シ7L/卜 (砂多し)に分層される。

第Ⅳ層―第Ⅲ層と同じく上部層の第Ⅳ a層灰茶褐色シノント、下部層の第Ⅳ b層暗灰褐色シ

ル トに分層ぞきる。ただし、第Ⅲ層 。第Ⅳ層は共に調査地点によっては上下が逆

転する場合 もある。

第V層―調査区南側の旧地形の落ち込み地点ぜ見られる。

第Ⅵ層―一部の調査地で砂粒の包合量の違いにより第Ⅵ a層紺色シノント、第Ⅵ b層暗灰色

ン71/卜 (徴砂含む)に分層される。

第Ⅶ層一調査区南側で見られ、粗砂粒の包合が多い無遺物層である。

間層 。A層―暗灰褐色粗砂は第Ⅲ層と第Ⅳ層の間に部分的に見られる粗砂層ぞある。

間層・ B層―淡責灰色シル ト (砂多し)は第Ⅵ層と第Ⅷ層の間に限定的に (平坦な箇所及

び落ち込んぜいる箇所)調査区北西隅の旧地形の落ち込み地点と調査区北壁中央の

際地点で検出され、堆積は10～ 66clllを 測る。

出土遺物は第Ⅲ～Ⅵ層に弥生土器・土師器 。須恵器の破片が混在 し包含されている。B

層は弥生土器 (中期～後期)を包合 している。

これ等のことより各層は出土遺物、検出遺構から判断すると、第Ⅲ a層、第Ⅲ b層 は古

代、第Ⅳ～Ⅵ層は古墳時代～中世に堆積したものと判断される。

また、遺構の埋土上面に第Ⅳ a層 が検出される場合 もあり、当地は第Ⅳ a層堆積以前、

即ち古墳時代前期以前に整備された可能性が高い。

なお、調査にあたり調査地区内を8m四方のグリットにわけた。

-10-



W H 70.800m

W H 69.700m

I表土 H灰 色ンル ト m嗜 灰禍色シル ト
Ⅳa灰茶褐色シル ト Ⅳb暗灰禍色シル ト V
A暗 灰褐色粗砂  B淡 黄灰色シル ト (砂多し)

題Ia暗灰褐色シル ト (砂多し) Шb暗灰茶福色シル ト (砂多し) Ⅳ 暗灰褐色シル ト
青灰色シルト Ⅵ 暗青灰色シル ト Ⅵa紺色シル ト Ⅵb暗灰色シル ト (微砂含む) Ⅷ 青灰色粗砂

0                                               5m
|

(S=1:60)

第6図 南 壁 土 層 図
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I表土 H灰 色シル ト Ш 暗灰褐色シル ト
Ⅳa灰茶褐色シル ト Ⅳb暗灰福色シル ト V
A嗜灰褐色粗砂  B淡 黄灰色シル ト (砂多し)

Шa暗灰褐色シル ト (砂多し) ШIb暗灰茶褐色シル ト (砂多し) Ⅳ 暗灰褐色シル ト
青灰色シル ト Ⅵ 暗青灰色シル ト Ⅵa紺色シル ト Ⅵb暗灰色シル ト (微砂含む)Ⅷ 青灰色粗砂

H 70.500m

H 68.500m

0                                            5m

(S‐ 1:60)

第 7図 調査区中央ベル ト土層図 (上 )、 西壁土層図 (下 )
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調 査 の 概 要

3.遺構 と遺物

〔1〕 竪穴式住居址

1)弥 生時代
弥生時代の住居址は 2棟 (SB2, 5)で ある。いずれも地山で、調査区北部に集中して

検出された。平面形は、いずれも円形であった。

SB5号 住居址 (第 9図、図版 5)

調査区北部中央やや西よりD6、 D7、 E6、 E7区 に位置する。 SBl・ 7に先行し、さ

らに後世の削平を受けて南半分が破損している。平面形は、円形を呈するものと考える。規

模は、東西8.6m、 壁高1.7m(最深部)を測る。本住居址の埋土は一層で灰褐色シル トぜあ

る。本住居址は、古墳時代後期の竪穴式住居址 (SBl・ 7)に先行するものである。この

ことは、本住居址が遅 くともSBl・ 7構築時までに削平されていた事を示すものである。

主柱穴は、未検出である。床面はやや南に傾斜し比較的軟い。

炉址は、住居址南部 (やや西より)に位置する。平面形は惰円形を呈し、長軸1.15m、 短軸

0.79mで、深さ31clnを 浪よる。構造は、断面形がレンズ状をなすものである。埋土は灰褐色シ

ルトー層ぜあるが、壁面が焼成を受けており、部分的に炭化物が検出される。

遺物の出土状況は、散在した状況である。大型破片は床面に近い地点から出土することが

多い。住居址南西部 (やや中央より)では、完形に近い土器が出上している。 (第 10図 6)

また、木炭片は、いずれも床面より浮離した状況で出上している。注目すべき出土遺物 と

して、男茎状石製品 1点が床面直上から出上している (愛城県初例)。

出土遺物 (第 10。 ■図、図版19)

甕形土器 (1～ 5) 1・ 2は強 く折 り曲がる日縁部をもつ。 1は日縁部がわずかに湾曲

する。 2は 日縁端部がやや厚く、端面を強くヨヨナデする。 3～ 5は 日縁部下に凸帯を有す

るものである。 3は凸帯上に亥U目 を施さず、 4は子旨頭、 5は工具による刻目を施す。

重形土器 (6) 6は短頸壷である。短 (直立する頸部には、指押 しされた凸帯をもつ。

底部 (7～ 9) 7は 壺形土器の底部である。平底を呈するが、わずかに凹状 となる部分

がある。 8。 9は甕形土器の底部である。わずかにくびれ、上げ底を呈する。 8は小形品、

9は大形品の底部となるものである。

上製品(10)10は 手控ね品ぜある。日縁部を欠く。やや大きめの底部は、上げ底となる。

ホ壁は薄い。

石斧 (11) 11は結晶片岩製の大形の痛平片刃石斧である。

男茎状石製品 (12) 12は男茎状石製品と呼ばれるものである。自然石の節理面を利用し
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遺 構 と遺 物
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第10図  SB5出 土遺物実測図 (1)
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遺 構 と遺 物

ている。断面形は菱形を呈する。

炉内出土遺物 (第 11図 13～ 18)

13は弥生時代前期の壷形土器肩部片ぞある。 2条のヘラ描沈線文を施す。14は甕ないし鉢
形土器片である。 15・ 16は壷形土器片である。15は頸部に指頭押圧された凸帯文を 1条巡 ら

す。17は高郭形土器脚部片である。充填技法の可能性あり。18は器種器形 とも不明である。

長胴で、小さい底部をもつ。

時期 :埋土中の遺物は小片少量であるが、いずれも中期中葉に比定されるものである。また、

炉址内の遺物 も埋土中のもの と時期差がない。よって、本住居址の埋没時期は出土遺物より

中期中葉に比定する。

SB2号 住居址 (第 12図、図版 6・ 7)

調査区北都中央やや西よりD7～ 8、 E7～ 8区に位置する。住居址の南半部はSX02
に切られ、さらに後世の削平を受けて破損している。平面形は、円形を呈するものと考える。

規模は、北西一南東9.5m、 壁高1.lm(北側最深部)を測る。壁体に沿って幅43～ 105cm、 厚

さ10cmの削り出しの高床部 (テ ラス状遺構)を検出する。本住居址の埋土は大きく四つに分

層でき、上から暗茶褐色シノント、黒褐色シ/L/卜 、黒灰色シル ト、最下層の灰褐色ンル トであ

る。主柱穴は、未検出である。床面は平坦ぜ比較的硬い。

住居址中央部の西側の床面から炭 (灰混 り)が63× 53cmの範囲で検出された。炭直下の床

面が焼けていない事から移動させられた炭 (灰)と 考えられる。この炭塊の西側ば接して不

整楕円形状に床面が焼けている部分があり、ここに炉址が位置した可能性が高い。

遺物の出土状況は、壁体沿い、高床部直上、床面直上に散在したものぜ、埋土最下層から

は弥生土器片、上層 (暗茶褐色シル ト)力打らは須恵器片が出上した。住居址北部中央 (やや

東より)の壁体沿い (最下層 :灰褐色シル ト)か ら、石庖丁が出上している。最下層出土遺

物は、住居址南側が削平されている事 もあるが、石庖丁を除くと土製品は小片ばかりである。

また、住居址中央部床面直上からは、住居部材に使用したと考えられる木炭片が出土して

いる。高床部中央の落ち際にほぼ等間隔 (103cm～ loOcm)で 3個体の本炭片を検出している。

中央の 1個体は、落ち際に貼 り付いていた。さらに2個体の延長線上にも木炭片を検出して

おり、木炭片は放射状を呈しており倒壊家屋の可能性 もある (第Ⅳ-2参照)。
出土遺物 (第 13。 14図、図版19)

甕形土器 (19～ 21)19、 20は小片で、「く」の字状に外反する日縁部をもつ。21は底部片

で、上げ底でわずかにくびれるものである。

壷形土器 (22～ 26、 29、 30)25、 30以外は小片である。22は広日重の日縁部である。日

縁端面に4条の凹線文をもつ。日縁上端部は面をもつ。23は短頸この日縁部片と思われる。

日縁端部はナデによりやや拡張する。24、 25は 長頸重である。25は日縁端部を強 くナデ面 と

-21-



調 査 の 概 要

なす。29、 30は底部片ぜ、九みを帯び、わずかに上がるものである。

鉢形土器 (27) 27は小片で、外反する日縁部をもつ。高郭形土器の郭部である可能性 も

ある。

高郭形土器 (28、 31～ 33) 28、 31は郭部小片である。28は 日縁部が直立ぎみに立ち上が

り、日縁端部はナデにより面 となす。31は 日縁部は内傾 し、外面に 4条の細いヘラ描 き沈線

文を施す。日縁端部はマメツするも、面をもつものではない。 32、 33は脚部片ぜある。32は

小片ぜあるが、柱上部に 2条以上の大い沈線文を施す。柱部内面は未調整ぜ、裾部内面はナ

デ調整である。33は裾部が 3分の 2欠ける。脚端面は九みのある面 となる。施文は施さない。

支脚形土器 (34) 34は器台形土器 とも呼べるものである。凹みのある面を受部 としたが

断定できるだけの根拠はない。調整・胎土において特別なものぞはなく、実用品 と考える。

須恵器 (35～ 37) 流れ込み品である。35、 36は郭蓋で、日縁部の屈曲には稜はない。35は

日縁部を 1部欠 くが完形に近いものぞある。37は郭身でほぼ完形品である。立ち上が りは内

傾 し短い。端部は網 く九い。

石庖丁 (38～40) 38は 完形品ぞある。杏仁形を呈 し、紐は小さく精練であり金属器によ

る穿子しと考えられる。39は 2分の 1の残存である。石庖丁にしてはやや肉厚ぜある。40は未

製品の欠損品である。ただ し、両側両部に麿きが加えられており、他刃器への転用があつた

可能性 もある。

石斧 (41) 41は大形伐採斧である。刃部 と茎部を欠 く。断面形はやや扁平である。

時期 :遺物の残存状況は良くないものの床面に近い埋土の上器はいずれも、後期前葉に比定

されるものばかりである。よつて現時点では、本住居址の埋没時期は後期前葉に比定してお

く。
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遺 構 と遺 物
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調 査 の 概 要

(S=2:3)

第14図  SB2出 土遺物実測図 (2)
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遺 構 と 遺 物

2)古 墳 時代
古墳時代後期の住居址は 3棟 (SBl、 3、 7)である。地山で検出した。

SBI号 住居址 (第 15図、図版 8)

調査区北端中央部D6区 に位置する。住居址南側半分は削平を受け破損している。平面形

は方形を呈する。規模は南北 2+α m、 東西5.14m、 壁高15clllを 測る。床面はやや軟質で平坦

ぞある。本住居址にはカマドが付設される。本住居址の壁体溝及び柱穴は未検出である。埋

土は一層で暗灰褐色シ7L/卜 である。また、本住居址北壁体に平行して東西2.93m、 幅21clll、 深

さ 6 clnの壁体溝を検出した。よつて本住居址は、建て替えられた可能性が高い (SB7)。

カマド (第 16図、図版8・ 9)1よ、住居址の北壁中央で検出された。削平により上部を欠く

為、天丼部は未検出である。平面形は馬蹄形を呈する。カマドは、造り付けて縦・横断面の

観察ぜは、住居床面 と北壁を掘 り凹めた後に、責色シ7L/卜 (褐色混)に より構築したことを

確認した。黄色ン7L/卜 (褐色混)は火を受けて赤く焼けている。また、カマド火床面中央か

らは郭部を下向きにした土師器の高郭形土器が出土している。器面がもろく二次焼成を受け

ている様相から、支脚代わりに使用された可能性が高い。

本住居址からの遺物は、床面からやや浮いた状態で、土師器破片と須恵器の郭身破片が出

土している。

SB7出土遺物 (第 17図 42・ 43、 図版20)

石庖丁 (42、 43) 42、 43い ずれもわずかに一部を欠損するものの、形態は長方形を呈す

るものである。42、 43と も刃部の右側の消耗が著 しく、特に中央やや右が内湾する。

SBl出 土遺物 (第 17図 44～ 48、 図版20)

甕形土器 (44、 45) 44、 45は小片である。44は胴部内面にケズノ痕はない。日縁内面に

ナデによる凹みがある。45は日縁部が外反の後、内湾して立ち上がる。44、 45と も日縁端面

は九い。

高郭形土器 (46) 46は カマドの支柱 として転用された可能性が高いものである。杯部は

浅いボー/L/状を呈し、長い中実の柱部に、外反する裾部をもつ。器表面は麿滅している (火

力によるものか ?)。

郭身 (47) 47は高杯の杯身となる可能性もある。内傾する短い立ち上がりをもつ。焼成

が不良である。

石鏃 (48) 48は埋上中の出土品ぞあり、流れ込みの遺物 と思われる。体部に禁1離面を残

す、やや雑なものぜある。

時期 :カ マドより出上した高郭形土器は本住居址の廃絶期を知ることができる最良の遺物で

ある。よって、本住居址の廃絶期を6世紀代に比定する。
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物
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1 暗灰褐色シル ト (SBl埋土)
2 灰黄色シル ト (砂多し)
3 茶褐色シル ト
4 灰色シル ト (炭混入)
5 黄色シル ト (福混 )
6 暗灰褐色シル ト
7 赤褐色シル ト (焼上)

0                                  1m

(S‐ 1:20)

SBlカ マ ド測量図第16図
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遺 構 と遺 物

SB3号 住居址 (第 18図、図版10-1)

調査区西端中央部D9区 に位置する。住居址は調査区外におよぶ。南側は削平を受け破損
している。平面形は方形ないし長方形を呈する。規模は南北5.3m。 東西5,3+α m、 壁高20cm

を測る。床面はやや軟質で平坦である。本住居址にはカマドが付設される。床面にて 3基の

ピットを検出した。SP6,SP7は 埋上が同様で、SP6はカマドの袖を除去後に検出され
たことより、SB3以前のものである。SP3は理上が住居址のものと同様であり、よって
本住居址の主柱穴の 1つである可能性が高い。なお、SPl,SP2,SP4は 、本住居址埋
上の上部から掘 り込まれたものである。

H 67.500m

0      1      2m

(S=1:80)

第18図  SB3測 量図
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調 査 の 概 要
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暗茶褐色シル ト(炭・焼土)

暗灰色シル ト(炭混入)

H 67300m

0                                1m

(S‐ 1:20)

第19図  SB3カ マド測量図

カマド (第 19図、図版10-2)は、北壁に位置する。天丼部と煙路部は未検出である。ま

た、袖部東側半部が欠損している。平面形は馬蹄形を呈する。カマドは、造 り付けで縦・横

断面の観察では、住居址床面 と北壁を掘 り凹めた後に暗灰色ン7L/卜 を敷き、粘上をのせて構

築したことを確認した。粘土は火を受けて赤 く焼けている。人床面の前面 (焚 き日部)に楕

円形状の炭 (径 41clll、 厚さ 2 clll)を 検出した。また、炭の上部からは第20図51の甕形土器の

体部片が出上した。

住居址理土は、黒褐色ンル ト (黄混)で上部に弥生土器片が少量混入する。床面直上から

は土師器の小片数点が出上している。

H 67300m
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遺 構 と遺 物

(S‐ 1:4)

第20図  SB3出 土遺物実測図

出土遺物 (第20図 )

カマ ド出土遺物

土師器 (51) 51は カマド内に出土した体部片と同一体の甕形土器の日縁部分である。外

傾 し、内湾ぎみに立ち上がる日縁部をもつ。日縁端面は内傾し、わずかに内側に突出する。

埋土出土遺物

杯蓋 (49) 49は 日縁部を 1部欠く。日縁部屈曲部の稜はなく、日縁端は九い。

郭身 (50) 50は小片で、日縁端部を欠 く。日縁部は内傾し短い。

弥生土器 (52～ 55) 52は 中期末～後期前葉の壺形土器である。日縁端部は拡張され、端

面に擬凹線文 (やや細い)を施す。53は高郭形土器の脚部である。杯底部は充填技法である。

柱上部と裾部に大い沈線文を施す。柱上部のものは郭部にまで施文がおよんぜいる。柱部～

裾部にかけては施文を施さない。54は高郭形土器である。形態は不明ぞある。55は脚付 (台

付)鉢ないし小型高杯形土器になるものと思われる。 4分の 1の残存ぞ、柱上部に6～ 7条

の大い沈線文、脚端面に2条の凹線文を施す。

時期 :カ マド出上の甕形土器が本住居址の埋没時期を示す資料 と考える。よって本住居址の

埋没時期は 5～ 6世紀前半に比定するものである。
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調 査 の 概 要

〔2〕 掘立柱建物址

本調査において確認された掘立柱建物址は 1棟ぜある。

掘立柱建物址 I号 (第21図 )

調査区北側やや西D7～ D8区 に位置する。SB2(弥 生・円形住居址)を切 り、 S X02
の下部で検出される。南西に位置する柱穴は削平により消滅している。建物跡は、 2間 ×4

間で桁行長7.Om、 梁行長3.9mであり、柱穴間は桁行 (1.8、 1.78、 1.2、 1.33)m、 梁行 (1.

53、 1.52)mである。柱穴径43～ 60cln、 深さ10～ 31+α c14、 柱痕径1lclnである。埋土は灰褐

色シノントである。

時期 :本建物は、柱穴の掘 り方が、SB2の埋土 (黒褐色シ/L/卜 )中であり、柱穴中より須

恵器片が出上していることより、 6c以降の構築であると考えられる。
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第21図  S B01測量図
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遺 構 と 遺 物

〔3〕 土 羨 (P156-表 10
本調査において確認された土羨は14基ぜある。 SK5、 9、 10、 11、 14は第Ⅳ b層上面の

検出で、SKlは第Ⅵ層上面の検出、 SK2、 3、 6、 8、 13、 15は B層 (間層)上面の検
出で、SK4は第Ⅷ層上面の検出であった。
S K15号 土娠 (第22図、図版11～ 13)

調査区西壁沿い中央やや北寄りのD9区 に位置する。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸
3.5m、 短軸2.8m、 深さlmを測る。墳底は、ほとんど傾斜せず平坦である。断面形は、検
出面から緩やかに下り、角度を変えて落ち込む、角度変換地点の平面形は楕円形を呈し、規

模は長軸2.83m、 短軸2.lmを測る。理土は、大きく二つに分層ぜき、上からI層黒褐色シル

ト (責混)、 H層黒灰褐色ンノント、Ⅲ層青灰褐色シ7L/卜 (砂多し)である。 I層黒褐色シル ト

(責混)は、SB3の埋上である。
遺物出土状況は、H層 (黒灰褐色シル ト)と Ⅲ層 (青灰色シル ト)と の間、本土墳のほぼ

中央部に20～ 30cm大の礫群が存在 し、その下に折 り重なるように弥生後期の上器が検出され

た。完形に近い大きな破片は床面に接 して出土することが多い。完形品の重56～ 6とが出上し

ている。

出土遺物 (第23～ 34図、図版21～ 27)

最下部出土品 (56～ 61)

長頸壷 (56～60) 56は完形品である。胴部中位 (最大胴径)に焼成後穿孔がある。頸部

下端に板状工具の押圧による「ノ」の字状文が施される (回周する)。 57は一部を欠くが、本

来は完形品ぞあったと考えられるものである。胴下部に焼成後穿孔があつた可能性が高い。

器表面の調整は刷毛目調整である。58は完形品である。肩部 と胴下部に焼成後穿孔が各々 1

ケある。頸部下端に断面三角形の凸帯文を施す。器壁が薄く、焼成も良好である。59は完形

品ぜある。胴下部に焼成後穿孔がある。日縁部は、短 く直立し外反 (強 く)す る複合日縁 と

なる。日縁外面には、ヘラ状工具による刺突文を施す。また、頸部下端にヘラ状工具による

刺突文を施す。60は頸部上端以上を欠くが、体部は完存するものである。底部は短 く立ち上

がり、わずかに上がる上げ底を呈する。頸部下端に沈線文 (擬凹線文 ?)3条、その下部に
板状工具の木日による「ノ」の字状文を施す (回周する)。

短頸壺 (61) 61は体部の一部を欠くが、本来完形品であったと考えられるものである。

日縁端部はナデによりわずかに拡張され、端面は凹む。頸部下端にヘラ状工具による押圧の

「ノ」の字状文を二段施す (回周する)。

最下部関連品 (62・ 63)

短頸壷 (62) 62は体部の一部を欠 くが、完形品ぜあった可能性が高いものである。日縁

部はナデにより面をもつ。日縁下端にヘラ状工具の押圧による「ノ」の字状文を施す (回周

する)。
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調 査 の 概 要

複合日縁壷(63)63は 肩部以上が完存するものである。日縁部は内傾する拡張部をもち、

拡張部上端はナデによる面をもち、外方にわずかに突出する。拡張部上面には上部より櫛状

工具による横方向の沈線文 (2条)と 波状文 (2条)を施す。また、頸部下端に板状工具木

日の押圧による「ノ」の字状文を施す (回周する)。

埋土Ⅲ層出土品 (64～ 114)

甕形土器 (64～ 82)

大形品 (64～ 67) 64～ 67は日径が22cln以上の大形品である。64、 65は最大径が胴中位 と

肩部の中間値 1と位置するもので、肩部の張りがさほど強くないものである。64は長い口縁部

をもつ。65はやや厚めで、短 く外反する日縁部をもつものぞある。頸部下端にヘラ状工具の

押圧による「ノ」の字状文を施す。66・ 671よ 64・ 65に比べ肩部の張る形態をもつものである。

日頸部は短 く外反し口縁端部はナデによりわずかに拡張される。67は日縁端面はナデ凹み、

頸部下端にヘラ状工具の押圧による「ノ」の字状文を施す (回周する)。

中形品 (68～ 79) 68～ 79は 日径が14～ 20cln、 器高が24～ 29cm以上の中形品である。最大

径 と胴部 。日縁部形態により三分類できる。68～ 70は、最大径が胴中位にあり、肩部の張 り

が弱いものである。70は日縁部がやや厚 く、日縁端面はナデにより面をもつ。71～ 74は肩部

が強 く張 り、最大径が肩部の下端にあるものである。日縁部は短 く、日縁端部をやや拡張す

る傾向にある。71は日縁端面に2条の洗線文 (擬凹線文)と 頸部下にヘラ状工具の押圧によ

る「ノ」の字状文がある。72は日縁端面がナデ凹む。75は中形品のなかぜもやや小型のもの

である。肩部の張 りが強く、肩部下端以下をヘラ削りする。76、 77は最大径が日縁部ないし

肩部の両方に求められるものである。胴部は肩部以下をヘラ削 りする。77は胴上位の外面調

整がヨコ刷毛目調整 となる。78、 79は胴部以下の破片である。78は肩部が強く張る形態のも

のに、79は日径 と胴部径 との両方に最大径が求められる形態のものの体部片である。

小形品 (80～ 82) 80は 2分の 1の残存ぜある。底部がくびれの上げ底である。胴部以上

は、中形品の日径 と胴部径の両方に最大径が求められる形態のものと同じ形状をとる。最大

胴径以下はヘラ削 り痕が看取される。81は肩部が張る中形品71～ 74の形態の小型品である。

82の胴下半部内面は、指による強いナデ上げが看取される。

壷形土器 (83～98)複 合日縁壷、短頸壷、長頸重がある。

複合日縁壼 (83～ 86) 83は複合日縁接合部が「コ」宇状に仕上げられるものぞある。接

合部には擬口縁が看取され、複合日縁部の製作技法が知れる。日縁端部は外方にわずかに突

出し、端面はナデ後、沈線文 (擬凹線文)2条が施される。日縁部外面には4条の沈線文 (櫛

状工具)と 櫛状工具による山形文 (4条一組)が施され、日縁接合部外面にも2条の沈線文

(擬凹線文 ?)力 S施 される。また、頸部にも8条の擬凹線文とヘラ状工具による列点文が施

される。84は複合日縁接合部が「く」の字状を呈すものぞある。日縁部外面 と口縁部端面に

疑凹線文を施す。日縁端部はわずかに内・外方に突出する。85、 86は複合日縁童の頸～胴部
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遺 構 と遺 物
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第23図  S K15最 下部出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

(S=1:4)

15最下部他出土遺物実測図
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遺 構 と遺 物
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0           10           20          30cm

(S‐ 1:4)

第25図  S K15Ⅲ層出土遺物実測図 (1)
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遺 構 と遺 物

・                 (S=1:4)

S K15Ⅲ層出土遺物実測図 (3)

-43-



調 査 の 概 要

の破片 と考えられるものである。85は頸部に断面三角形の貼 り付け凸帯 とヘラ状工具による

刺突文がある。86は 83と 同形態を示す複合日縁重の頸～胴部片の完存品である。頸部に 7条

の凹線文 と板状工具の木日による列点文を施す。

短頸壺 (87～89) 短 く外反する日縁部を有する短頸壷である。87は肩部が強 く張る。日

縁端部はナデにより凹む。88は磨滅が著 しい。日縁端部は丸みを帯びており、端面下端が下

方に小さく突出する。89は小片で87と 同形態を示す。日縁端面はナデ凹みである。

長頸壼 (90～ 94) 90、 91は筒状の頸部に短 く外面する日縁部をもつ。90は小片である。

91は 2分の 1の残存である。外面は頸部下をタテ刷毛 目調整を行 う。日縁端は丸 く仕上げる。

92～ 94は比較的長い頸部を有するものである。92は維存状況が良い。やや扁平な胴部に、細

く長い頸部をもつ。頸部下端には、やや扁平な凸帯を貼 り付け、凸帯はヘラ状工具により刻

目が施される。93は 回縁部を欠 くものである。肩部が張 り、頸部下端にヘラ状工具による列

点文を施す。94は頸部下端にヘラ状工具による大きめの列点文を施す。

壷形土器底部 (95～ 98) 95、 96は突出するやや丸みのある平底の底部である。95はナデ

により内面が大きく凹む。97、 98は上げ底の底部である。

高郭形土器郭部 (99) 99は小片である。内湾 して立ち上がるものである。ナデ調整がさ

れる。器壁はやや薄い。

高郭形土器脚部 (100～ 107) 101～ 107は 内傾ないし直立ぎみの柱部に短 く外反する裾部

を有するものである。 101～ 104、 1061よ充填技法を看取 した。105も 充填技法によるもの と考

えられる。 1001よ充填か と思われるが確かでない。101は脚端面が拡張され、端面に 2条の擬

凹線文を施す。柱一裾部間に円孔を施す。102は器壁が厚 く、長脚で異形である。104、 105は

柱部が大 く短いものである。脚端面は拡張され 2条の擬凹線文を施す。105は柱上部に 2条以

上の擬凹線文を施す。106は 柱上部内面の観察により充壊技法が行われた可能性が高いと考え

られるものである。脚端面はナデによりわずかに拡張される。107は小形品ぜある。

鉢形土器 (108～ 110)108は やや大きい中形品の鉢形土器ぞある。底部はやや不安定な平

底である。日縁端部はナデによりやや拡張され、端面はナデ凹み となる。109、 1101よ鉢形土

器に付 く脚部片である。109は くびれの上げ底を呈する。110は器壁が厚いくびれの平底を呈

する。

ミニチェア土器 (111) 111は 甕ないし鉢形土器のミニチュア土器である。 (びれの上げ

底をもつ。ナデによる仕上げを行 う。

石器  3点 が出上している。

石斧 (112) m2は 柱状片刃石斧である。刃部 と基部を欠 く。稜があまい仕上げである。

234.3gぜ ある。

石錘 (113) ■3は有溝石錘の完形品である。溝は「V」 字状である。245.5gで ある。

磨き石 (114) 114は やや扁平の磨き石である。554.Ogである。
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遺 構 と 遺 物
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調 査 の 概 要
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K15Ⅲ層出土遺物実測図 (5)

つ

(」

!¶
(キ
＼ゝ
D(D

第29図 S

-46-
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調 査 の 概 要
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遺 構 と遺 物

埋土H層 出土遺物 (115～ 148)

甕形土器 (115～■8)115、 116は日縁部小片である。「く」の字状日縁で、頸部内面に弱

い稜をもつ。■7、 118は底部片である。117は くびれの平底で、■8は上げ底を呈する。

こ形土器 (119～ 127)119、 120は短頸壷である。119は頸部に指頭圧痕の貼 り付け凸帯を

もつ。日縁端部は、外下方に拡張され、端面にはヘラ状工具 (2本一組)に よる山形文を施

す (磨滅 しており日縁下端面は不明)。 120は器壁がやや厚い日縁部をもつ。121、 122はやや

長めの頸部をもつものである。121は 日縁端部はわずかに拡張され、端面に2条の擬凹線文を

施す。頸部下端には、板状工具 (本日)の押圧による列点文が施される。1221ま外傾する日頸

部をもつ。日縁端部はナデにより拡張され、端面はナデ凹む。123～ 125は広日壼である。123

は頸部にヘラ状工具による沈線文 4～ 5条 と刺突文を施す。日縁端部上面はナデくぼむ (複

合日縁重になる可能性は低い)。 124は日縁端部が拡張される。日縁端面 と頸部に竹管状工具

による刺突文が施される。126は胴部片である。頸部に凸帯文を貼 り付け、上面は刻目が施さ

れる。また、凸帯下部に板状工具の木日による大きめの列点文が施される。127は底部片で、

わずかに上げ底となる。

高郭形土器郭部 (128～ 132) 128、 129は小片で、外傾しわずかに外反するものである。

130は外傾 し、大きく水平に開く日縁部を呈する。刷毛目調整が著 しい。131、 1321よ直立する

日縁部を呈するものである。131は弱い稜をもつ。

高郭形土器脚部 (133～ 141)138～ 136は長脚のものである。1331ま脚端部がわずかに拡張

され、ナデによる凹みをもつ。135は円孔が施されていることを看取した。136は 中実の柱部

をもつ。円子しを2ケ穿つ。137～ 141は低脚のもので、138、 140は脚付鉢の脚部ぜある可能性

もある。137は脚端面は拡張されない。138は脚端面が内側に拡張され、内面に稜をもつ。137、

138と も円子とが穿たれる。139は脚端部がナデによりわずかに拡張され、端面にナデ凹みをも

つ。140は柱上・下部に二段 4ケの小円子とを穿つ。141は小形品の小片である。柱上部に細沈

線文を12条 と下部にタテ方向の沈線文 (矢羽根透かしの一部か)を施す。

鉢形土器 (142、 143) 142、 143は くびれの上げ底をもつ胴下半部以下の破片ぜある。

器台形土器 (144、 145)144は 器壁が厚 くやや大形の器台形土器の破片と考えられるもの

である。端部は下方に拡張され、端面に2条の擬凹線文が施される。145は器壁が薄いもので

ある。受部上面に櫛状工具による (4本歯)に よる網い波状文が施される。

支脚形土器 (146) 1461よ受部が傾斜し、中空の支脚形土器である。

ミニチェア土器 (147) 147は 甕形土器のミニチュア品と考えられるものぞある。

上製品 (148) 148は 器種器形不明の土製品である。擬日縁部を看取 しており、何かの部

分品ぜあることが知れる。側面に刻目 (6～ 7条二組)力 S施 される。
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遺 構 と遺 物
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K15H層出土遺物実測図 13)

表 l S K15器種構成と比率

８

沼

同

劉

鬱

‐４

層 ⅡI 層 計 比 率 (%)

壺 37( 9) 40(24) 77 35。 6

甕 50 ( 4) 45(19) 95 44.0

鉢 6( 3) 6 2.8

一局 郭 21(16) 9( 9) 30 13.9

器 ム
ロ 2( 2) 2 O。 9

支 脚 1( 1) 1 O.5

ジ ョッキ形 1 1 2 O。 9

ミニ チ ェ ア 1 (  1) 1 O.5

不  明  品 1( 1) 1 O.5

計 114(33) 102(57) 216 99.6

〔注〕 1.個体認定は、日縁部及び底部片を対象として行った。
2.数量は、報告書未掲載品を含めたものである。

3。 ( )は 、報告書掲載分である。
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遺 構 と遺 物

SK4号 土壊 (第 35図、図版14)

調査区西壁沿い南寄りのC9区 に位置する。遺構は調査区外に至る。S X010を切る。平面

形は、円形ないし楕円形を呈すると思われ長軸172cln、 短軸96cm、 深さ20clnである。埋土は一

層で黒灰褐色シノレトぞある。遺物は、弥生後期の小形壺 (完形品)、 高郭 (完形品)、 壷の破

片などが出上している。また、本遺構の性格については詳細は不明であるが、形状及び出土

遺物がS K15号土羨 と近似 しており、両方が同様の目的で掘られたものである可能性は高い。

なお、S X010は 、SK4の上部層になる。 S X010の平面形は不整形な楕円形を呈し、埋土

は大きく四層に分層ができる。上層から暗青灰色シノレト層、中層黒灰色ンル ト層、下層黒色

ン/L/卜 層で、最下層がSK4の理土になる。

遺物は、上層と中層の間に20～ 30cIIl大の礫群が存在し、その礫群の下から弥生土器片が出

上している。さらに下層からは、SK4を 中心とした周囲から完形品 (153、 162、 179)を 合

む弥生土器が出上している。

出土遺物 (第37図、図版28)

甕形土器 (149～ 152) 149は肩部の張 りが弱く、最大径は日縁にあるものである。150は

「く」の字状日縁部を有するもので、胴部最大径は胴部中位やや上にあり、日径を凌ぐもの

である。151は日縁端部に擬凹線文 (?)力S施 されている。152は底部片である。わずかに上

げ底を呈するものぞある。

壷形土器 (153～ 157) 短頸壷、広口壷がある。

短頸壷153は 肩の張つた体部に強く外反する日縁部をもつ。日縁端面には擬凹線文 2条が施

され冷。外面刷毛日、内面胴下半にはヘラケズノ調整が見られる。155は くびれて短 く、やや

外傾する日縁部がつくものである。また、日縁接合部が「く」の字状を呈すものであり、稜

が鈍 く九みのあるものである。157は小形品のほぼ完形品である。鋭 く外反する短い日縁部を

もち、頸部には小円子しを2個 2対穿っている。また日縁端面にはナデ調整による凹みが看取

できる。広日壷1561ま中形品の破片である。日縁端部がわずかに肥厚され、端面は強いヨヨナ

デが施される。

高郭形土器 (158) 158は 直口日縁の杯部に低い脚部をつけたものである。脚部端面は強

いヨヨナデにより稜が形成される。

S X010出 土遺物 (第 38・ 39図、図版29)

甕形土器 (159～ 161、 165) 「く」の字状日縁部を有する甕形土器群ぞある。1591よ肩部

の張りが弱く、胴部最大径は日径 とほぼ同じである。若千日縁部を欠くものの、ほぼ完形品

である。外面刷毛日、内面ヘラズリ調整が看取される。底部はくびれの上げ底である。160、

161は底部片ぜある。共にくびれの上げ底を呈する。1651ま 日縁部片である。外反する日縁端

部にわずかに面をもつものぞある。
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調 査 の 概 要
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第35図  SK4測 量図

壷形土器 (162～ 164、 166～ 171) 複合日縁重、長頸壼、短頸壷がある。

短頸壷162は、短 く内傾する頸部に外反する日縁部がつくものである。日縁端面が短 く直立

するものぜある。外面刷毛日、内面胴部中位刷毛日、胴部下位ヘラズリ調整が看取できる。

広日壷163は大形品の破片である。日縁端部がわずかに肥厚され、端面には擬凹線文 3条が施

さイ化る。

複合日縁重164は外反後、内傾する複合日縁をもつ。166は日縁拡張部の破片である。斜格

子目文が施されている。

長頸壺169は頸部にヘラ描沈線文 5条が看取できる。167、 168、 170は胴部片である。161は

胴中位やや下に屈接部をもつ。164は頸部に沈線文 1条 とヘラ状工具による刺突文をもつ。
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第36図  S X010測量図

底部 (171)171は中形品の壺形土器の底部片である。やや大きめの平底でわずかにくびれ、

九みをもつて突出するものである。

鉢形土器 (172、 173)172は 器高値が日径値に迫るものである。外傾 して立ち上がる日縁

部をもつ ものである。日縁端部は先網 りして丸 くおさまる。173は小形品の底部片である。 (

びれの上げ底を呈する。
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第39図  S X010・ SK4関 連出土遣物実測図
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第40図  S

遺 構 と遺 物
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(S=2:3)

X010出土遺物実測図

高郭形上器 (174～ 176)174は 直日日縁の郭部に低い脚部をつけたものぜある。日径値は

器高値を上回るものである。日縁端部は九い。175は柱部が傾斜するもので、脚部端面は強い

ヨヨナデをおこなう。内外面共に刷毛目調整が看取される。176は裾部下方に小円子とが穿され

ている。小円子しの下には擬凹線文 4条が施される。また脚部端面には凹線文が施されている。

ジョッキ形土器 (177) 177は 底部から逆「アヽ」字状に立ち上がるものである。底部はや

や上げ底を呈する。

ミニチェア形土器 (178) 178は 直日日縁に、厚 く上げ底を呈する底部をもつ。

SK4関連出土遺物 (第 39図 )

甕形土器 (179) 179は 「く」の字状口縁部を有 し、肩部の張りが弱く、胴部最大径は胴

部中位やや上にあり、わずかに日径を凌ぐものである。底部は平底を呈する。調整は内外共

に刷毛目調整ぜある。

高郭形土器 (180) 1801よ 日縁部の破片である。日縁端面はやや内傾し、端面にはヨヨナ

デが施されている。

鉢形土器 (181) 1811よ底部を欠く破片である。直立する日縁部をもつ。
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調 査 の 概 要

S K13号 土壊 (第 8図 )

調査区中央C6区 に位置する。B層上面で検出した。平面形は円形ないし楕円形を呈する

と思われ、規模は長軸300+α clll、 短軸200+α clll、 深さ50clllを 測る。断面形はレンズ状を呈

し、埋土は茶褐色シ7L/卜 である。                       ,

遺物の出土状況は、散在し流れ込み的様相が強い。弥生後期の上器片数点と有茎石鏃 1点

が出土している。

出土遺物 (第41図 。図版30)

甕形上器 (183～ 188)183～ 185は日縁端部を拡張しないものぞある。183な 胴部が張らず、

内外面ヨヨヘラ磨きである。186は日縁端部を拡張するものである。端面に2条の擬凹線文が

施される。187、 188は胴下半～底部片で、いずれもくびれの上げ底を呈する。

三形上器 (189、 190)189は 完形品に近いものである。短頸壷で、日縁部は短 くやや厚い。

190は、189と 同形態の短頸重小片である。日縁端部はナデによりわずかに拡張される。

高郭形土器 (191) 191は 高郭形土器郭部片である。内湾する日縁部をもつ。日縁端部は

欠ける。

鉢形上器 (192、 193)192は 直立し、外傾する日縁部をもつ。日縁部下に列点文を施す。

193は、広日ぜやや浅い器形を呈す。日縁端部はナデにより拡張される。

ジョッキ形土器 (194) 1941よ ジョッキ形土器の日縁部と考えられるものぞある。日縁部

下を強くナデるために、日縁部下に浅い凹みをも丸

底部 (195、 196) 195、 196は上げ底の底部片である。器形器種 とも特定できない。

石鏃 (197) 197は 有茎鏃である。茎部下端は欠損する。1.8gである。

時期 :出土遺物より弥生時代後期前葉に比定する。

SKI号 上壊 (第 8図 )

調査区西側、SB3の南側C9区 に位置する。平面形は、不整楕円形を呈し、長軸 3+α m、

短軸1.9m、 深さ 7 cmぜある。羨底は平坦である。埋土は一層で灰褐色ンル ト (砂多し)であ

る。遺物は弥生上器片があるが、外部からの流れ込み的様相が強い。

出土遺物 (第42図 198～ 201)

198～ 200は壷形上器の底部片ぜある。201は高杯形土器の柱部片ぜある。

時期 :弥生時代後期。
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第42図  SKl・ 3・ 6出土遺物実測図

その他の上損

SK3出 上遺物 (第42図 202、 203) 202は 鉢形土器片ぜある。日縁端面はナデ凹む。203

は長頸壼片である。端部は九みを帯びており、端面には 1条の擬凹線文を施す。

時期 :弥生時代後期前葉

SK6出土遺物 (第42図204～ 208)204、 205は甕形土器日縁部片ぜある。206は壷形土器

片である。頸部に2条の凸帯を貼 り付ける。日縁部上面には2ケ 1組の円形浮文を施す。207、

208は、甕形土器底部片である。

時期 :弥生時代中期中葉。
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〔4〕 溝

本調査において確認された溝は 1条である。

SDI(第 8図 )
調査区北西部に位置する。西から東へ走る溝であり、B層上面で検出したが、上部層から

の掘 り込みの可能性が高い。断面は舟底状を呈し、上場幅30cm、 深さ5+α  cm、 検出長5.3m

を測る。埋土は灰褐色シ/L/卜 である。出土遺物は、須恵器・土師器の小片が少量出上した。

時期 :出土遺物より、古墳時代後期 (6C)以降に比定する。

〔5〕 その他の遺構と遺物

本調査において確認されたピットは27基である。第Ⅳ b層上面 と第Ⅷ層上面で検出した。

ピット中からの遺物の出土はほとんどなかった。

S X07

調査区北壁西端付近で検出された遺物集中出土部分である。遺物検出範囲は長軸 4+
αm、 短軸 3+αmで不整桔円状を呈するものである。掘 り込み及び明確な摸底も確認できな
かった。遺物は、弥生土器片、石斧 1点が出上している。

出土遺物 (第 43・ 44図 )

甕形土器 (209～ 214)209～ 213は「く」字状を呈する甕形土器片である。209は 日縁端面
に刻目を施す。211～ 213は 日縁部下に指頭押圧された凸帯を 1条貼 り付ける。214は甕形土器

の底部を焼成後に穿子とし、ヨンキとして転用使用したものである。

壷形土器 (215～ 221)215～ 218は 日縁部片ぜある。217は頸部に 1条の凸帯文を施す。218

は下垂 した日縁端面にヘラ描きの山形文を施す。219～221は底部片ぜある。

鉢形土器 (222) 222は 鉢形土器日縁部片である。

高郭形土器 (223) 2231よ高郭形土器杯部片ぜある。日縁部内側への拡張が著 しい。

土製品 (224) 224は 器種器形が不明なものである。下部に三角形の透かしが施される。

石斧 (225)225は伐採斧片ぜある。刃部を欠く。痛平で、三角形を呈する。131.lgであ
る。

時期 :出土遺物より、弥生時代中期中葉に比定する。
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第43図  S X07出 土遺物実測図(1)
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仔

憮

遺 構 と 遺 物

第44図  S X07出 土遺物実測図(2)

S X08(第 8図 )

SB2(弥 生 。円形住居址)の北側やや西で検出された土器溜りで、遺物検出範囲は長軸
130cm、 短軸35clllぜ楕円状を呈するものぞあった。掘 り込みは確認ぜきず、遺物のみの検出で

あつた。遺物は弥生上器片でいずれも小片である。

出土遺物 (第45図 )

甕形土器 (226～ 229、 231～233)226、 227は「く」字状を呈する日縁部片ぜある。228、

229は、 くびれの上げ底を呈する。231は「く」の字状を呈するものである。日縁部上面を強
くヨヨナデされる。232は 日縁端部がわずかに拡張され、端面に2条の擬凹線文が施される。

233は小さい上げ底の底部片である。

壼形土器 (230) 2301まわずかに上がる上げ底の底部片ぜある。

時期 :226～ 230は弥生時代中期中葉、231～ 233は弥生時代後期前葉である。

S X09(第 8図 )

調査区中央やや東寄りのC5区で検出された。調査段階では南側に広がる住居址ぜあろう
と考えていたが、プランが曖味ぜ、床面が平坦でないこと等より、特定の判断をさける。規

模は、長軸3.8m以上、短軸3.15m以上、深さ37clnを 測る。

遺物は、弥生土器片、石庖丁 3点 (う ち未製品 2点)が出土している。
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第45図  S X08出 土遺物実測図

出上遺物 (第 46・ 47図 )

甕形土器 (234、 235) 2351よ 日縁端部をわずかに上下拡張する。

重形土器 (236～ 241) 236は 日縁端部に1条の擬凹線文を施す。237は 日縁部を上下拡張

し、端面にヘラ状工具による波状文 (1条)を施す。238は 日縁端部に円形浮文 (2ケ 1組 )

を貼 り付け、浮文上に竹管文を施す。239は端面に3条の擬凹線文と刺突文をもつ円形浮文(2

ケ 1組)を施す。240は複合日縁壷で、日縁接合部を欠 く。日縁外面に5～ 6条の沈線文を施

す。241は頸部に凸帯を貼 り付けるものである。凸帯文上 と凸帯文下に刻目を施す。

鉢形土器 (242、 243) 242は 日縁端部がナデにより凹む。243は頸部内面に稜をもつ。

ジョッキ形土器(244)244は把手部の成形が差し込み技法であることが知れるものぜある。

高郭形土器 (245) 245は 高郭形土器郭部片ぜある。所謂「鋤先」状の日縁部である。

甑形土器 (246) 246は 甕形土器に穿子とし、甑形土器に転用されたものである。

時期 :235～ 243は弥生時代後期前葉に比定される。  I
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第46図  S X09出 土遺物実測図(1)

包含層出土遺物

Ⅲ章 2節「層位」(P10)で述べたように、本調査地の第Ⅲ～Ⅷ層は遺物包含層となる。以

下、特徴的遺物を選択し略記する。

第Ш層出土遺物 (第48図 249～ 253)

249～ 251は弥生上器、252は土師器、253は須恵器である。249は重形土器日縁部片で日縁端

面に沈線文を4条施す。251は高郭形土器の日縁部片である。

遺 構 と 造 物
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調 査 の 概 要

10      5  248   1嚇
(S=2:3)

第47図  S X09出 土遺物実測図12)

第Ⅳ層出上遺物 (第 48・ 49図 254～ 260、 266～ 268)

254～ 258は弥生土器、259、 260は須恵器である。257は小形の高郭形土器脚部片で、256は

脚 (台 )付鉢の脚部片である。266～ 268は石器である。266は磨き石で使用痕を看取する。533.

4gぜある。267は伐採斧である。やや扁平な形状で、基部を欠く。395.5gである。268は打製

石鏃ぜある。凹基式のものぜ、基部と鋒部を欠く。2.2gである。

第V層出土遺物 (第48図 261・ 262)

261、 262は弥生土器である。261は壺形土器片で、日縁端面 と日縁部上面に櫛描き波状文を

施す。

第Ⅵ層出土遺物 (第48・ 50図263～ 265、 269～ 284)

263～265はⅥ層上部で出上したものである。263～ 265は弥生土器片である。264は高郭形土

器の郭部片ぜある。265は器台形土器の脚部片で、円孔を施す。269～ 284はⅥ層出土遺物であ

る。269～ 276は弥生土器、277～282は須恵器、283は瓦器椀、284は石器である。269は壼形土

器の日縁部片である。日縁端面に凹線文 2条 と棒状の浮文を 1ケ施す。270は壷形土器の日縁

部片である。日縁端部に擬凹線文 2条以上 と刺突文をもつ円形浮文 (4ケ 1組)を施す。272

は鉢形土器の日縁部片である。275。 276は ミユチェア土器である。277・ 278は郭身、279は短

頸壼、280、 281は長頸重、282は高台付郭である。284は磨き石ぞある。271,lgである。
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第49図 第Ⅳ層出土遺物実測図
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第51図 第Ⅶ層出土遺物実測図

第Ⅷ層出土遺物 (第51図285～ 295)

285～295は弥生土器である。288は複合日縁部片である。櫛状工具による (6本歯)斜格子

目文とヨコ方向の沈線文 (4条 )を施す。294は器種器形不明品である。小円子しが貫通する。

表採及び層不明品 (第52～54図296～ 336)

土製品(296～ 327)296～ 323は弥生土器、324は縄文土器、325～ 327は須恵器である。296

～300は弥生中期中葉、301～ 307は弥生中期後葉、313～ 3231よ弥生後期前半のものである。308

はジヨンキ形土器の把手で、309、 310は高郭形土器の郭部片、311は ジョッキ形土器片、312

はミニチュア品である。3231ま器台形土器の脚部片と考えるが、平野内の出土例がない。324

は縄文晩期の深鉢形土器片である。斜行沈線文が看取される。

石製品 (328～ 336)328は 石庖丁の未製品である。328は磨きにより刃部をもつ。329～ 333

は打製石鏃である。334、 335は加工斧で、いずれも稜線が弱い。336は凹み石で、使用痕を顕

者に残す。
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調 査 の 概 要

〔6〕 分銅形土製品

当追跡から分銅形土製品が 2点出上している。整理上、資料名は谷若倫郎氏の方法に準じ

てアイツA、 アイソBと 命名した。

(1)ア イリA:SB2出 上品 (第 55図上、図版33上 )

出土状況――アイツAは、SB2号住居址、第Ⅳ層 (最下層 :灰褐色シ/L/卜 )中からの出土

ぜある。SB2号住居址の床面直上であるかどうかは不明であるが、同層からは弥生時代後

期に比定される弥生土器片が共伴遺物 として出上している。

遺物――下半部を欠失した分銅形土製品である。器形は隅九方形で、表裏とも平坦である。

顔面を表現した面を表面 とすると、裏面には文様がみられない。眉は断面三角形の突帯を張

りつけ、鼻を一体で表現する。日と日は、同一施文具 と推定される道具ぜ半月形に線刻する。

また、上半部のくり込み部両端に、左右一対で表面から裏面に穿子ししており、耳を表現した

ものと思われる。なお頭髪の表現はみられない。色調は表裏面 ともに黄褐色である。胎土は、

細かい砂粒を含むものの密である。焼成は良好で、朱彩の痕跡は見られない。残存長8.5cm、

上半部最大幅9.Oc14、 くり込み部最大幅3.4clll、 上端面厚さ0.9cln、 くり込み部厚さ1.2cmを計

る。

(2)ア イリB I SX010出土品 (第55図下、図版33下 )

出土状況―一アイリBは、 S X010の埋土 (黒灰褐色ンル ト)中からの出土である。 S X010

はSK4の上部層になるため (参考 I P69)、 アイリBは流れ込みの可能性 もある。

遺物―一 くびれ部以下を欠失した分銅形上製品ぜある。器形は方形ぜ、表裏 とも平坦である。

表面 と推定される面に顔面を表現 し、裏には文様を表現しない。頭髪は、表面に3列、上端

面に6列の刺突文を施すことによって表現する。中央やや下方に、 2列の円弧状の刺突文が

2条並んで施され、眉を表現したものと推定される。そのほかの顔面表現は見られない。色

調は表面淡責褐色、裏面茶褐色ぞある。胎土は1～ 2111111の砂粒を含み、やや粗い。焼成はや

や不良で、表面の摩滅が著しい。眉と頭髪、左右側面及びくり込み部にベンガラの塗彩の痕

跡がみられ、当初は全面に塗彩されていたものと推測される。残存長6.5cm、 上半部最大幅7.

5cHl、 厚さ2.0～ 2.2clllを 計る。
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(Sヨ 1:2)
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調 査 の 概 要

4.小 結

(1)層序

本調査地は、傾斜部 と小谷部からなる。傾斜部は、近現代の開墾により包合層及び遺構が

全て削平されている。小谷部は、 7層及び間層 2層からなる土壌堆積を確認した。第Ⅲ～Ⅵ

層、間層A・ B層 が遺物包含層ぜある。このうち、第Ⅵ層・B層 は弥生時代の、第Ⅲ～Ⅳ層・

A層 は古墳時代～中世の遺物包含層であつた。B層は、傾斜部でも自然地形が凹地 となり、

後世の削平をうけなかつた地点ぞの検出に限られていることより、本来は傾斜部全面に堆積

していた可能性があるものと考えている。

また、包含層出土遺物は、弥生時代中期中葉、同後期前半、古墳時代後期、中世前半期の

ものに限られる。時代・時期が限定でき、かつ短期間内の遺物である。検出遺構 も出土遺物

にほぼ対応することから、集落経営分析の資料として注目されるものぞある。

似)弥 生時代遺構
中期中葉と後期前半の遺構を確認した。

中期中葉 竪穴式住居址 1棟 (SB5)、 土墳 2基 (SK7)、 性格不明遺構 1基 (S X07)
がある。

SB5は、傾斜部に立地し、炉址を付設する。松山平野の同時期同立地の住居址は、大峰

ヶ台遺跡で検出事例がある〔栗田茂敏 1989〕。現在まぜに松山平野では同時期の住居址検出

例は少なく、稀少資料 として貴重である。

後期前半 竪穴式住居址 1棟 (SB2)、 土羨 6基 (SKl～ 4、 8、 15)、 性格不明遺構
3基 (S X08～ 010)がある。

SB2は、傾斜地立地で、高床部と炉址を付設する。先記した大峰ヶ台遺跡の住居址 とは

時期が異なるものの、両遺跡の竪穴式住居址は住居築造における掘削方法に共通点が認めら

れる。 SB2及び大峰ヶ台遺跡SB8は、高所部分の平面形が扇状を呈し、壁体が階段状に

幅広 く削られ、かつ傾斜をなす構造ぞある。

S K15は、本調査において最 も注目されるものである。本遺構の注目点は三項目ある。 1

つには本来の機能が井戸であつたこと、 2つ には祭祀行為が行われたこと、 3つ には多量の

遺物が出土したことぜある。

松山平野では、弥生時代井戸は祝谷六丁場遺跡SEl(中期中葉)、 谷田遺跡 SK8、 12、

21、 32(中期後葉)の 4基が確認されている (註 1)。 松山平野検出の井戸はいずれも素掘 り

であり、かつ、断面円筒状を呈し、何ら特異構造をもつものぞなく、他の遺構 (貯蔵穴)と

の区別が難 しい。よつて、調査における観察点と認定について、充分に考慮しなければなら

ないことを提示する資料 となつた。また本遺跡 と、祝谷六丁場遺跡は、地理的性格上弥生時
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代においても河チIIか ら50mと 離れておらず (現在約20m)、 集落における水利 (例 えば、井戸

水 と河,II水の利用の違い)について課題を残すものとなった。

次に、祭祀行為についてである。 S K15の遺物出土状況をみると、基底部では完形 (全て

に焼成後穿子しあり)な いし一部欠損の上器 (意識的に打ちかいたものか)が同心円状に検出

された。その上部には、複合口縁壺の日頸部完存品や複合日縁部壷の頸肩部完存品が出土 し

た。さらに、埋土Ⅲ層上面にある礫群 との間では、大型の上器破片と石器が出上した。礫群

中及び直上 (埋土H層下部)では高杯形土器脚部片を中心 とする土器片 (1点 を除き小型破

片)が出上 している。基底部より遺構上部におよボ間に、遺物の選択 と意識的な埋置が行わ

れたことを考えさせる出土状況となっている。この出土状況は、福岡市比恵遺脚検出の井戸

においてもみられる事象ぜあり〔山口譲二 1990〕 、本事例 も井戸における祭万E行為 として判

断される可きものであろう。

S K15の 出土遺物は、後期前半 (梅木編年後期 I式新～H-1式古)〔梅本謙- 1991〕 に
比定される。出土土器は、遺構の性格上、器種構成比率は日常生活の比率 とは異なるものの、

胎土・形態等祭祀具として焼成前より製作されたものぞはないと考える。また、器種構成ぞ

は、長頸重 と高郭形土器が多く、かつ高郭形上器脚部が頭著に多く、郭部は小片がわずか10

点に満たない出土量となり、祭祀における特定器種及び部位の選択が存在することを示唆す

るものであると考える。

SK2、  3、 8は平・断面形態、規模において大差なく、同時期同機能をもった遺構と考
えている。時期は、出土遺物が小片少量であるため判断に難しいが、SK3の上器より後期
前半に比定される可能性が高い。機能については、その位置関係において建物址に関するも

のでなはいかと調査中には考えたが、三基 とも柱痕が検出されなかったことより、現時点に

おいては特定の判断をさけるものである。

●)弥生時代遺物

S K15出土遺物は一括性の高い遺物である。遺物の性格上器種構成比率には問題があるも

のの器形が知れることでは良好な資料である。器種には、甕形土器、重形土器、鉢形上器、

高郭形土器、器台形土器、支脚形土器がある。

甕形土器は、法量に大中小の 3種があり、形態には日縁部と胴部の変化により三分類が可

能である(P36)。 底部は、小～中型品は上げ底で くびれる傾向にある。日縁端部は、日縁端

をわずかに拡張 し、まれに擬凹線文を施すものがある。また、日縁部を折 り曲げて成形する

際に頸部を強 くヨヨナデする傾向にあり、頸部が直立 しているかのように見える。成形及び

調整は、肩部が張るものは肩部以下をヘラ削りし、胴部が張るものは刷毛目調整を行う傾向

が強い。

重形土器は、複合日縁重では日縁接合部形態に二形態がある。施文は山形文や山形文枚の
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調 査 の 概 要

波状文が施される。重形土器全体は、施文では頸部下端部～肩部に横沈線文や刺突文ないし

「ノ」字状文を施す傾向が強い。日縁端部の加飾は極少数に見 られるにとどまる。調整は、

複合日縁壷 と一部の ものにヘラ磨きが行われるが、刷毛 目調整が多数をしめる。

鉢形上器は、台付鉢が存在する。また、法量がやや大きいもの もある。

高郭形土器は、杯部形態は外傾ないし直立する日縁部をもつ もの と外反するものがある。

前者は屈折部の稜はきわめて弱い。脚部形態は、柱上部が大 く、柱が短 く、裾部の開きが弱

いことを共通 とする。施文は円孔が施されることが多 く、脚端面に 1～ 2条の沈線文を施す

ものがある。

器台形土器は、器形全体は明確ではないが、受部端面がわずかにナデ拡張される。

支脚形土器は、中空で受部が傾斜面をなす。

S K15出 土遺物は、高郭形土器脚部 と小形甕に中期後葉の形態要素を残すものの、他のも

のは中期の形態から、脱却している。施文は、刺突文ないし、「ノ」字状を主要素とし、沈線

文 (擬凹線文を含む)を わずかに施す。中期後葉の施文が衰退化した様相を頭著に現したも

のといえる。 S K15出土遺物は、後期前葉～中葉 (後期前半)に比定される形態をもつ土器

群ぜある。

次に本調査出上の石器について触れる。中期中葉のSB5か らは自然石の節理面を利用 し
た男茎状石製品が出上している。弥生時代の石製品としては県下で出土例はなく、西日本に

おいても類例が少ない。

S K15出 土の石錘は出土数が一点ぞあることで注意をひき、さらに本地点集落の海浜 との

関係を示す資料 として注目したい。

その他弥生時代遺物ぜ注目されるものは、S K15出 上の長頸壷58と S X09出±245、 包含層

出±309、 310の高郭形土器郭部片である。58は平野ぞは初例で北部九州に類似形態がある。

後者は技術的には北部九州地方のものであるが、それ以上の判断はできかねる。

律)古 墳時代遺構
後期の竪穴式住居址 2棟 (SBl、 3)が検出の主たるものである。
SBlは、改築の様相が強いものである。改築前のものには壁体溝を付設するのに対 し、
改築後は付設しないことは注目される。

SBlで は、カマドが検出され、さらにカマド中より上師器の高郭形土器を利用した支脚
が出上した。市内類例には、市内福音小学校構内遺跡〔武正良浩 1991〕 1こ検出事例がある。

ただしカマド出上の高杯形土器には、高郭形土器が明らかに加燃され支脚 として利用された

と考えられるものと、加燃がみられずカマド廃絶に関する祭戸Eぜはないかと考えられる出土

状況のものの二者があり、その判断には調査時の出土状況と遺物観察が重要といえる。
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結/1ヽ

第56図 祝谷アイリ遺跡の集落動態図
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調 査 の 概 要

脩)古 墳時代遺物
SB3及 びSB2埋土中層から出上した遺物は、祝谷地区を含む道後城北遺跡群内ぜ出土

例が少ないものであり、同遺跡群の集落構造を考える際の一つの資料 となるものである (第

V-3章参照)。
SBlカ マド出上の上師器の高郭形上器は、平野内ぞも出土例が少なく、稀少資料 として

現時点ぜは重要視できるものである。

(6)集落の様相

本調査地は、弥生時代中期中葉と同後期前半、古墳時代後期に、居住地 として、集落が存

在していたことが明らかとなった。各時代を槻観すると、弥生時代中期中葉は住居址他が、

後期前半は住居址、井戸、土羨が存在する。集落域を考えると、南側は谷部であり伏流水も

あることより住居としての立地条件は悪 く、集落の居住地は北部の高地に延びるものと考え

られる。

古墳時代のものは、掘立柱建物址 と竪穴式住居址の時期関係が不明確であるが、掘立柱建

物址が二棟の竪穴式住居址の中間に位置することは注意しておきたい。弥生時代の傾斜地居

住については、平野内においても大峰ヶ台遺跡、松山市～伊予郡砥部町に広がる釈迦面山遺

跡等の丘陵地帯で確認されているが、古墳時代後期のものは初例である。

本調査は、祝谷地区の土地利用を考える上で貴重な資料 となるものであり、さらに、同地

域や丘陵地帯の埋蔵文化財調査において課題を提示するものとなつた。なお、遺構が全て西

側ぞ検出されているのは、近現代の削平が著しいことによるものであり、遺構存在の有無は

判断できなかつた。

〔註〕

(1)祝谷六丁場遺跡……宮崎泰好   1991 『祝谷六丁場遺跡』松山市教育委員会他
谷 田 III遺 跡……坂本安光編  1981 『愛媛県総合運動公園関係埋蔵文化財調査報告書H』

愛城県教育委員会

なお、谷田Ш遺跡検出井戸は、『愛媛県史 原始 古代 I』 では3基 となっている。
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栗 田 茂 敏   1989 「大峰ヶ台遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報 II』 松山市教育委員会
山 口 譲 二   1990 『比恵遺跡群(鋤』福岡市教育委員会
梅 木 謙 -   1991 「松山平野の弥生後期土器一編年試案』『松山大学構内遺跡』

松山大学、松山市教育委員会

武 正 良 浩   1991 「福音小学校構内遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報』
松山市教育委員会・松山市立理蔵文化財センター

-82-



Ⅳ-1植物珪酸体分析

古環境研究所 杉 山  真 二

1. 1ま じめに

祝谷アイソ遺跡では、土装 (S K15)の底部付近から弥生時代後期前半の完形に近い土器

が多量に検出された。この調査は、これらの土器胎土および上器の内部上壌などについて植

物珪酸体分析を行い、土器の素材 (粘土)の給源および遺跡周辺の古環境などについて検討

を試みたものぞある。

2.分析試料
分析の対象とした上器は、 S K15遺構の底部付近から多量に出土したものであり、弥生時

代後期前半 と編年されていた。これらの上器の多くは完形に近いものであり、その内部には

土壊が詰まっていた。胎土分析用の試料 (土器片)は、このうちのNα57、 92、 58、 62、 70の

5点から、土器内部の上壌はNα 57、 59、 56、 60、 92、 58、 62、 70の 8点から採取された。な

お、土壊分析の試料番号は胎土分析の番号及び挿図の上器実測番号とに対応している。比較

試料 として上器周辺の土壌 (S K15埋 土HI層 )も 採取された。

また、平野出土の同時期の資料をも比較資料 として分析を行つた。

釜ノロ遺跡 (7次)では弥生時代後期前半 とされる炉跡 (SBl)が 出上しており、ここ
から検出された焼土についても試料が採取された 〔高尾。真木 1991〕。試料数は計15点であ

る。

3.分析方法
植物珪酸体の抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法」〔藤原宏志 1976〕 をもと

に、次の手順で行った。なお、土器片については、前処理として土器のコア (中心部分)を

抽出し、24時間水浸の後に乳鉢を用いて細粒化したものを分析試料 とした。

(1)試料の絶乾 (105℃・24時間)

修)試料約 lgを袢量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ即、約0.02g)
※電子分析天袢により1万分の lgの精度ぜ汗量

●)電気炉灰化法による脱有機物処理

但)超音波による分散 (300W。 42KHz・ 10分間以上 )
6)洗底法による微粒子 (20μm以下)除去、乾燥
(0 封入剤 (オ イキット)中 に分散、プレパラート作成

P)検鏡・計数

-83-



自然科学分析

同定は、機動組胞珪酸体に由来する植物珪酸体をおもな対象 とし、400倍の偏光頭微鏡下で

行つた。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプツパラート1

枚分の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体 とガ

ラスビーズ個数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体イ回数を求めた。     ,

4.分析結果
表 2および表 3に分析結果を示す。分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は次のと

おりぞある。イネ、イネの粗殻 (頴の表皮細胞)、 ヨシ属、ウンクサ族 (ス スキ属など)、 ジ

ュズダマ属、タケ亜科のAlaタ ィプ (ネザサ節など)、 Blタ イプ (ク マザサ属など)、 B

2タ イプ (メ ダケ属など)、 その他、給源不明のAタ イプ (キ ビ族類似)、 Bタ イプ (ウ ンク

サ族類似)、 Cタ イプ (ウ ンクサ族類似、大型)、 表皮毛起源、茎部起源、棒状珪酸体、その

他 (未分類)、 樹木起源のAタ イプ (ブナ科のシイノキ属)、 Bタ イプ (ブナ科のコナラ属)、

Cタ イプ (ブナ科)、 Dタ イプ (広葉樹)である。また、海綿骨針 もわずかに検出された。

以下にこれらの分類群の形態を記載 し、同定の根拠を示した。写真図版に各分類群の顕微

鏡写真を示す。なお、現時点では植物珪酸体標本の整備および検討が十分ではないため、記

載内容は今後の研究によって訂正や追加がなされる余地を残している。

(1)イ ネ Oryza sativa Linn,(第 57図 1～ 3)

断面の形状は扇型もしくはイチョウの葉型ぜある。大きさは45μm前後。植物体中ぞは弧の

部分が葉身の裏側に、失った部分が表側に向いていることから、前者を裏面部、後者を表面

部とよんぜいる。また、葉身の縦断面方向から見た面を断面、横断面方向から見た面を側面

とよんでいる。裏面部には亀甲状 もしくはゴノンフボールの表面様の凹凸があり、側面突起が

比較的明瞭ぞ、表面先端部には濤状のわずかな凹みがある。

イネに近似 した ものに、サヤヌカグサ属のサヤヌカグサ (Leersia oryzoidessubsp.

Sayanuka)と アシカキ (Leersia japonica)が ある。前者はイネに極めて近イ以しているが、

表面先端部が丸みを帯びており溝状の凹みが見られないことや側面突起が不明瞭であること

などからイネと識別 される。また後者は側面部や表面先端部に大きな突起があり裏面部の凹

凸が荒いことなどからイ方、と識別 される。

鬱)イ ネの標殻 (穎の表皮細胞) (第58図 4)

イネの糎殻 (穎)の表皮細胞には特徴的な子し様突起があり、その裏側 (基部)は丸く凹ん

でいる。大きさは50μm前後。
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植物珪酸体分析

(3)ヨ シ属 Phragmites(第 58図 5)

大きさ(縦長)1よ 80μm前後 と大型。裏面部の比率が非常に大きいことから、断面の形状は

一部が欠けた小判のように見える。側長は30μm程度 と比較的小さく、断面部が皿状に凹んで

いるものが多い。ヨシ属に近似したものにダンチク属 (Armdo)力Sあ るが、ヨン属の裏面部

が九みを帯びた弧になっているのに対し、ダンチク属のそれは弧の中央部付近に1～ 2つ の

大きな凹みがあることで識別 される。

(4)ウ シクサ族 Andropogoneae(第 58図 6)

断面の形状は、九みを帯びた扇型およびその胴部の片方がくびれたものなど変異が大きい。

裏面部に浅い凹みがあるものが多い。大きさは45μm前後。ウンクサ族にはススキ属やチガヤ

属、サ トウキビ属などが含まれるが、植物珪酸体の形状からここで検出されたものは、その

ほとんどがススキ属 (Miscanthus)に 由来するものと考えられる。

(5)ジ ュズダマ属 Coix

表面が広 く痛平な独特の断面形状ぜ、側面突起が比較的明瞭ぜある。裏面部に比較的大き

な亀甲状の凹凸がある。              ・

(6)タ ケ亜科 Bambusoideae(第 59～60図 7～■)

タケ亜科の珪酸体は、その形態からAタ イプとBタ イプに大別される。前者は立体的であ

り比較的小型で裏面部に明瞭な稜線があるもの、後者は平面的であり比較的大型で裏面部の

稜線が不明瞭なものである。

Aタ イプは断面の形状などからさらにAl、 A2、 A3の 3つ に細分できる。すなわち、

Alタ イプは裏面部が丸みを帯びているもの、A2タ イプは裏面部が尖り気味のもの、A3

は裏面部に亀甲状の凹凸部があるものぜある。Alタ イプのうちAlaタ ィプは側長が35

μm前後 と大きく裏面部の稜線が特に明瞭なことで他 と区別される。 Bタ イプは断面の形状

などからさらにBl、 B2の 2つ に細分できる。すなわち、Blタ イプは断面の形状がヨン

属に類似 したものと扇頂部が欠けた扇型様のものおよびその中間型、B2タ イプは断面の形

状がやや細長い扇型のものである。

なab・、Alaタ ィプにはメダケ属のネザサ節とンホウチク属が、A2タ イプにはマダケ属

とホウライチク属が、Blタ イプにはクマザサ属が、B2タ イプには坊、ザサ節以外のメダケ

属とヤダケ属が含まれる。詳細については杉山論文 〔杉山真二 1987〕 を参照されたい。

(⊃ 不明Aタ イプ (第 60。 61図 12、 13)
基本的には丸みを帯びた直方体 (食パン状)ぜキビ族に近似しているが、裏面の凹凸が不

明瞭なもの。
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(81 不明 Bタ イプ

ウンクサ族に類似 しているが、やや小型で表面部が広いものや横長が小さいものなど。ス

スキ属などの機動細胞列の脇に形成される不完全な珪酸体 (変形)も これに含まれる。

(9)不明 Cタ イプ

大 きさ (縦長)が 80μm前後 と大型ぞ、断面の形状がウンクサ族に近似 しているもの。サ ト

ウキビ属にこれと類似 したものが含まれている。

10 表皮毛起源 (第61図 14)

刺状 もしくはくちばし状の珪酸体。イネ科の葉縁などに多 く見られる表皮毛に由来 してい

る。

こ0 茎部起源

痛平なかまばこ状で、長軸方向に 2～ 3本の棟をもつ珪酸体。長軸方向の長さはおおむね

80μm前後である。これは赤山陣屋敷遺跡の草本質泥炭層などで見 られた不明C(杉山・藤原
1987)と 同一物であり、低湿地遺跡では普通に見 られる。ヨンなどの葉輪や茎に含まれる。

lD 棒メ大珪酸体  (第 61・ 62図 15、 16)

長さが100μ m前後 もしくはそれ以上の棒状の珪酸体。径の大さや断面の形、側面突起の有

無などからいくつかのタイプに分類ぞきる。多 くはイネ科の結合組織細胞や維管束細胞など

に由来 している。

QO 不明 (そ の他 )

以上の分類群以外のもの。この中には、風化が激 しく同定不能なものや珪酸体の破片など

も合まれている。

00 樹木起源 Aタ イプ (ブナ科のシイノキ属 Casutanopsis)(第 62図 17、 18)

塊状 もしくは紡錘状で、全面にスプーンで欠いたような多数の凹みがある。大きさは70～

80μm前後 と大型。シイノキ属の葉中に見 られる。これ と似たものにモクレン科があるが、全

体の形が扁平なことや網目状の棟が網 く鋭いことか らシイノキ属 と識列される。

こ0 樹木起源 Bタ イプ (ブナ科のコナラ属 Quercus)(第 63図 19～ 21)

棒状 もしくはデーメラン状で、片面にスプーンで欠いたような複数の凹みがある。一見鹿

の角に似ているものがある。大きさは100μ m前後 と大型。デナ科のコナラ属 (お もにアカガ

-86-



植物珪酸体分析

シ亜属 Quercus subgen Cyclobalanopsis)の 葉脈に見られる。

tO 樹木起源 Cタ イプ (ブナ科 Fagaceaeな ど)(第 64図 22)

枝分かれした棒状 もしくはよじれかかつた棒状 (ひ も状)を呈する珪駿体。おもにブナ科

の葉脈に見 られる。

tD 樹木起源 Dタ イプ (広葉樹) (第 64図 23)

はめ絵パズル状 〔近藤・ピアスン 1981〕 の珪酸体。ブナ科やモクレン科などの広葉樹の

表皮細胞に由来している。

5.考 察
(1)弥生時代後期前半の上器内部の土壌

遺構の底部付近から出土した弥生時代後期前半とされる土器 (No57、 59、 56、 60、 92、 58、

62、 70)の 内部上壌について分析を行った。これらの上器は完形に近いものであり、上部層

から後代のものが混入した危険性は考えにくい。したがつて、これらの上器内部の上壌は土

器が廃棄された時期 とほぼ同時期のものと考えられる。

分析の結果、すべての試料からイネおよびイネの椒殻 (穎の表皮細胞)に由来する植物珪

酸体が検出された。イネの珪酸体密度は平均で3,800個 /gであるが、No59で は7,400個 /gお

ょびNo58で は5,100個 /gと 高い値の試料も見られた。水田跡 (稲作跡)の確認や探査を行う

場合の判断基準は、一般に5,000個 /g以上 とされていることから、これらの上壌は本田もし

くはその周辺の上壌である可能性が高いと考えられる。

イネ以外の分類群では、ウンクサ族やタケ亜科Alaタ ィプ (ネザサ節など)、 不明Bタ イ

プ (ウ シクサ族類似)、 棒状珪酸体、樹木起源のAタ イプ (ブナ科のシイノキ属)お よびBタ

イプ (ブナ科のコナラ属)力S多 く見られ、ヨン属なども少量見られた。植物珪酸体の組成は

試料間で大きな差異は見られず、比較試料 (上器周辺の土壌)を含めていずれもほぼ同様で

あつた。

ウンクサ族については、上述のようにそのほとんどがススキ属に由来するものと考えられ

る。また、不明Bタ イプとしたものの中にもススキ属が含まれている可能性があり、棒状珪

酸体 もその多くがススキ属の結合組織細胞に由来するものと考えられる。

一般にススキ属やヨン属などは森林の林床では生育しにくいことから、上記の植物群がす

べて同一場所に生育していたとは考えにくい。おそらく当時は、追跡周辺にシイノキ属やコ

ナラ属 (お もにアカガシ亜属 ?)な どの照葉樹を主体 とした森林植生があり、その縁辺部な

どでススキ属やネザサ節が生育していたものと推定される。また、調査地点の近辺では稲作

が行われて●D‐ り、低地部などぜはヨシ属が生育していたものと考えられる。
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似)弥生時代後期前半の上器胎土

弥生時代後期前半の上器 (No57、 92、 58、 62、 70)の 胎上について分析を行つた。その結

果、植物珪酸体組成は土器によって大きく異なっており、Nα57ではヨン属や棒状珪酸体、Nα62

ぜは樹木起源のAタ イプ (ブナ科のシイノキ属)、 No70では樹木起源のAタ イプおよびタケ亜

科Blタ イプ (ク マザサ属など)が卓越 して検出された。なお、土壌試料で比較的多く検出

されたウンクサ族やタケ亜科はほとんど見られず、イネはいずれの試料からもまったく検出

されなかつた。

以上のことから、これらの上器は同一の素材 (粘土)を もとに製作されたものではなく、

Nα57ではヨン属の生育するような湿地の上壌、No62と Nd70ではシイノキ属の森林 もしくはそ

の近辺の上壌が使われていたものと考えられる。また、Nα92と No581こ ついても他の土器とは異

なる素材が用いられていたものと考えられる。なお、イネの植物珪酸体がまったく検出され

ないことから、土器の素材 として水田土壌が使われていた可能性は考えられない。

●)炉跡内の焼土

釜ノロ遺跡から出上した炉跡内の焼上について分析を行つた。その結果、ネザサ節やウン

クサ族、不明Bタ イプ、棒状珪酸体などが極めて多量に検出された。このうち、後者の 3つ

の分類群については、上述 と同様にその大半がススキ属に由来するもの と考えられる。また、

イネやヨン属も比較的多く見られたが、樹木起源の珪酸体はまったく検出されなかった。

これらのことから、 この炉跡では燃料 としてネザサ節やススキ属、および稲藁などが利用
されていたものと推定される。なお、この焼土は住居跡の屋根が焼け落ちたものとも見られ

ていることから、住居の屋根材 としてこれらの植物が使われていたことも考えられる。
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※土器はすべて弥生時代後期前半のもの。

※土壌及び胎土番号は挿図の上器実測図番号に対応する。

表3 祝谷アイリ遺跡における植物珪酸体(プラント・オパール)分析結果 (単位 :× 100個/g)

分 類 群

土 器 内 土 壌

比較土

イネ科

イネ

イ方、(穎の表皮細胞 )

ヨン属

ウンクサ族 (ス スキ属など)

ジュズダマ属

42

35

7

56

7

27

13

13

47

14

28

14

50

42

13

3

68

51

26

6

122

37

12

6

118

81

19

391

93

タケ亜科

Alaタ ィプ (坊 ザヽサ節など)

Blタ イプ (クマザサ属など)

B2タ イプ (メ ダケ属など)

その他

49

7

14

70 ０

一

８

　

一

92

7

28

7

313

213

な
υ
　
　
　
々
υ
　

一

５

　

　

５

　

一

３

　

１

一

161

71

26

6

不明等

Aタ イプ (キ ビ族類似 )

Bタ イプ (ウ ンクサ族類似 )

Cタ イプ (Bタ イプの大型)

表皮毛起源

茎部起源

棒状珪酸体

その他

14

154

7

42

27

73

53

7

88

3

52

3

427

127

７

　

８８

　

　

　

　

２２

　

　

　

　

６４

　

７６

樹木起源

Aタ イプ (ブナ科―シイノキ属 )

Bタ イプ (グナ科―コナラ属 )

Cタ イプ (ブナ科 )

Dタ イプ (広葉樹 )

137

104

33

3

８

　

９

　

７

　

　

　

一

５

８

　

つ
る
　

　

　

　

　

　

一

１

(海綿骨針)

植物珪酸体総数 1159 1174 1032 1181 1273 1349 1173
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土 器 胎 土 釜 ノロ

分 類 群焼土

75

12

330

87

17

7

6

イネ科

イネ

イ方、(穎の表皮綱胞)

ヨン属

ウシクサ族 (ス スキ属など)

ジュズタマ゙属

7

6 1888

187

124

2821

タケ亜科

Alaタ ィプ (ネザサ節など)

Blタ イプ (クマザサ属など)

B2タ イプ (メ ダケ属など)

その他

62

436

41

83

21

2406

311

不明等

Aタ イプ (キ ビ族類以)

Bタ イプ (ウ ンクサ族類以)

Cタ イプ (Bタ イプの大型 )

表皮毛起源

茎部起源

棒状珪酸体

その他

7

樹木起源

Aタ イプ (ブナ科―シイノキ属 )

Bタ イプ (グナ科―コナラ属 )

Cタ イプ (ブナ科 )

Dタ イプ (広葉樹 )

7 (海綿骨針 )

648 278 植物珪酸体総数

植物珪酸体分析
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表 4 祝谷アイリ遺跡他から検出されたプラント・ オパールの顕微鏡写真

Nα 分 類 群 試 料 名 倍  率

1 イネ 釜ノロ遺跡、焼土

イネ 土器内土壌、Nα57

イネ 比較土壌

4 イネの粗殻 (穎の表皮細胞) 土器内土壌、Nα57

5 ヨシ属 土器胎土、No57

ウシクサ族 (ス スキ属など) 釜ノロ遺跡、焼土

タケ亜科Alaタ ィプ(ネザサ節など) 釜ノロ遺跡、焼土

タケ亜科Blタ イプ (クマザサ属) 釜ノロ遺跡、焼土

タケ亜科Blタ イプ (クマザサ属) 釜ノロ遺跡、焼土

タケ亜科 B2タ イプ (メ ダケ属など) 釜ノロ遺跡、焼土

タケ亜科 B2タ イプ (メ ダケ属など) 土器内土壌、Nα70

不明Aタ イプ (キ ビ族類似 ) 釜ノロ遺跡、焼土

不明Aタ イプ (キ ビ族類似) 比較土壌

表皮毛起源 釜ノロ遺跡、焼土

棒状珪酸体 釜ノロ遺跡、焼土

棒状珪酸体 釜ノロ遺跡、焼土

樹木Aタ イプ (ブナ科―シイノキ属 ) 土器胎土、No62 刀
■

樹木Aタ イプ (ブナ科―シイノキ属 ) 土器胎土、No62 400

樹木 Bタ イプ (ブナ科―コナラ属 ) 土器内土壌、Nα57

樹木 Bタ イプ (ブナ科―ヨナラ属) 土器内土壌、Nα62

樹木 Bタ イプ (ブナ科―ヨナラ属 ) 比較土壌

樹木Cタ イプ (ブナ科) 」二署浄月台Jと、Nα70

樹木Dタ イプ (広葉樹 ) 土器内土壌、No62

樹木 土器胎土、No62

※土器胎上の上器番号は挿図の上器実測図番号に対応する。

自然科学分析
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イネ

釜ノロ遺跡 (7次 )、 焼 上

イネ

祝谷アイツ遺跡、57内土壌

3 イネ

祝谷アイソ遺跡、 S K15111層 上壌

第57図  プラント・オパールの顕微鏡写真 (|)
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イネの糊殻

祝谷アイソ遺跡、57内 上壌

ヨシ属

祝谷アイツ遺跡、57上器胎上

ウシクサ族

釜ノロ遺跡 (7次 )、

一
生

甕

＼

一一

拶

ど

掻

監

織

‰―
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犠 F半

第59図 プラント・オパールの顕微鏡写真 俗) (400倍 )

維籍繰露鶴
滓Ｔ
ｒ様

げ
士
一一
れ

森
発
一
，

鞣

タケ亜科 Alaタ ィプ

釜ノロ遺跡 (7次 )、 焼 I

タケ亜科 Blタ イプ

釜ノロ遺跡 (7次 )、 焼十

タケ亜科 Blタ イプ

釜ノロ遺跡 (7次 )、 焼 上
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―雅 セ鐘

10 タケ亜科 B2タ イプ

釜ノ回遺跡 (7次 )、 焼 L

タケ亜科 B2タ イプ

祝谷アイリ遺跡、70内 土壌

12 不明 Aタ イプ

釜ノ田遺跡 (7次 )、 焼土

癬
鞄

擢■|
―

‐

―第60図  プラント・オパールの顕微鏡写真 (4) (400倍 )
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籍

プラント・オパールの顕微鏡写真 (5) (400倍 )

13 不明 Aタ イプ

祝谷アイツ遺跡、 S K 15111層 上壌

表皮毛起源

釜ノロ遺跡 (7次 )、 焼上

棒状珪酸体

釜ノロ遺跡 (7次 )、 焼上

析
　

驚

． 仏． 氣

分
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顧 鶏 聖 鞠

16

禁

棒状珪酸体

釜ノロ遺跡 (7次 )、 焼 Ii

樹木 Aタ イプ

祝谷アイツ遺跡、62土器胎 L

18 樹木 Aタ イプ

机谷アイツ遺跡、62上器胎上

曜

錢

穎

勇

基    遺

雑瀞

一・，デ

拳     撃    筆

プラント・オパールの顕微鏡写真第62図
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植物唯酸体分析

樹木 Bタ イプ

祝谷アイツ遺跡、57内 土壌

樹木 Bタ イプ

祝谷アイツ遺跡、62内 とを壌

樹木 Bタ イプ

祝谷アイソ遺跡、 S K 15111層 上壌

■|■■|

1鶯犠ェ

第63図  プラント・オパールの顕微鏡写真 (7)

欝
艤
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能
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機:騨解

●I譲
Ⅲ
残 ―

で疑球
――
す

Ⅶ

事

鵜
猛

犠
|ぽ

22 樹木 Cタ イプ

祝谷アイツ遺跡、70上器胎上

23 樹木 Dタ イプ

祝谷アイツ遺跡、62内 上壌

24 樹木

祝谷アイツ遺跡、62i器胎上

プラント・オパールの顕微鏡写真 (8)

I  IH

す・

第64図
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Ⅳ-2樹 種 同 定

古環境研究所 杉 山 真二

1.は じめに

方法と記載

同定を行うに当たつて、生材試料は、片刃カミツノをもちいて試料の横断面 (木日と同義)、

接線断面 (板日と同義)、 放射断面 (柾日と同義)の 3断面についてつくり、ガムクロラー/L/

(Gum Chloral)で封入し、永久標本を作成し、光学頭微鏡下で40～ 400倍率で観察した。炭

化材試料は、片刃カミツノをもちいて試料の横断面 (木日と同義)、 接線断面 (板日と同義)、

放射断面 (柾日と同義)の 3断面についてつくり、直径 l clnの真鍮製の台に固定し、金蒸着

を施した後、電子頭微鏡 (日本電子製、 JSM T 20型)ぜ観察した。樹種の同定は、現生標

本との比較により行う。表 1に その結果を示す。

以下に、観察による特徴記載および樹種同定の根拠を示し、電子顕微鏡写真を示す。

(1)コ ナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen.Cydobalanopsis ダナ科

第65図 la～ lc(祝 谷アイツ遺跡 )、 第66図 2a～ 2｀ C(釜 ノロ遺跡 )

大型の管子とが放射方向に配列する放射子し材である(横断面 )。 道管のせん孔は単一で、チロ

表 5 祝谷アイリ遺跡・金ノロ遺跡 (7次 )出土材とその樹種

逗 跡 料試 種樹

祝 谷 ア イ ノ

SB-2 Vヽest

SB-2 East

SB-2 West 縦

ヨナラ属クヌギ節 (ブナ科 )

アカガシ亜属 (ブナ科 )

コナラ属クヌギ節 (ブナ科 )

釜 ノ ロ 7次

SB-1(Nα  l)一炭化材

SB-1(No 2)一 炭化材

SB-1(No 3)一 炭化材

SB-1(No 4)一 炭化材

SB-1炉 内 (Nα l)一生材

SB-4(Nol)一 炭化材

アカガシ亜属 (ブナ科 )

サカキ (ツバキ科 )

アカガシ亜属 (デナ科 )

アカガシ亜属 (ブナ科 )

マツ属 (マ ツ科 )

マツ属 (マ ツ科 )
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―スが見られる。 (放射断面または接線断面)。 放射組織は、柔細胞で単列同性のものと広放

射組織 とがある (接線断面)。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のアカガン亜属の材 と同定される。アカガン亜属の樹木

には関東に分布するアカガン (Q.acuta)や アラカシ (Q.glauca)や シラカン (Q.

myrsinaefolia)を はじめ8種類ほどある。アカガシ亜属の樹木は、樹高20m、 幹径 lmに達

する常緑広葉樹で、日本の暖帯の照葉樹林の主要な構成要素であり、木材は重硬、強靭であ

り、船舶材、車両材、農具などに用いられる。

(2)コ ナラ属クヌギ節 Quercus sect.Aegilops ブナ科

第65図 2a～ 2C(祝谷アイツ遺跡)

年輪のはじめに大管子しが 1～ 2列並び、そこからやや急に径を減じたやや厚壁の丸い小管

孔が放射方向に配列する環孔材である(横断面)。 道管のせん孔は単一で、時としてチロース

が見られる(放射断面)。 放身寸組織は単列同性のものと広放射組織 とがあり、複合放射組織の

分布型を示す (接線断面)。

以上の形質から、いずれの試料もブナ科のコナラ属クヌギ節の材 と同定される(表 1)。 ク

ヌギ節の樹木には関東地方に普通に見られるクヌギ (Quercus acutissima)と 、東海・北陸

以西に主として分布するアベマキ (Q.variabilis)が あるが、識別するには至っていない。 tヽ

ずれの樹木も樹高15m、 幹径60omに達する落葉広葉樹で、木材は堅硬で割裂容易、耐朽性があ

り、器具材や車両材、下駄材、薪炭材、椎茸原木などに用いられる。

(3)マツ属 Pinus マツ科

第66図 la～ lc(釜 ノロ遺跡)

仮道管、放射柔細胞放射仮道管、垂直3b‐ よび水平樹脂道を取 り囲むエピセツウハ細胞から

なる針葉樹で、早材から晩材への移行は緩やかである (横断面)。 分野壁孔は窓状である (放

射断面)。エピセツウム細胞以外は、放射仮道管を含め単列で 2～ 12細胞高である(接線断面)。

材の色調は、淡褐色を呈する。

以上の形質から、マツ科マツ属の材 と同定されるcマ ツ属は、二葉松類に区別することが

できるが、本試料は、保存が良くないため区別できない。マツ属の樹木には、暖帯の沿岸沿

いに見られる二葉松のクロマツ (Pinus thullbergii)、 本州の暖帯から温帯にかけて見られる

二葉松のアカマツ (P,densinora)、 あるいは北海道から九州にかけて広 く見られる五葉松の

ヒメコマツ (P parvinOra)な どがある。樹高は約30m、 幹径 lm前後の針葉樹である。木
材は、建築材や器具材などに用いられる。
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樹 種 同 定

(4)サカキ cleyera japonica Thunb.ツ タヾキ科

第66図 3a～ 3C(釜ノロ遺跡)
薄壁で小型の管孔が放射方向またはやや斜めに2個程度複合して散在する散孔材である

(横断面)。 道管のせん孔は、40本程度以上の横棒からなる階段状セン孔である(放射断面)。

放射組織は、単列異性で、 2～ 32細胞高である (接線断面)。

以上の形質から、ツバキ科のサカキの材 と同定される。サカキは、樹高 8～ 10m、 幹径20～

30cmの常緑広葉樹で、本州 (関東以西)。 伊豆七島・四国・九州など暖帯や亜熱帯に広 く分布

する。材は、建築、器具、船材などに用いられる。

la.ア カガシ亜属 (横断面 )
SB-2、  East Bar: l mm

lb.同 (接線断面)
bar : 0 5mm

lc.同 (放射断面 )
bar:0 5mm

2a.ク ヌギ節 (横断面)
SB-2、  West bar: lmm

2b.同 (接線断面)
bar : 0 1mm

2c.同 (放射断面 )
bar:0 5mm

第65図 祝谷アイリ遺跡出土材の電子顕微鏡写真
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la.マ ツ属 (横断面 )
SB-4、 Nol Bar:0 5mm

2a.ア カガシ亜属 (横断面 )

SB-1、 Nα4 bar: lmm

自然科学分析

ib.同 (接線断面 )
bar ,0 5mm

2b。 同 (接線断面)
bar.0 5mm

lc.同 (放射断面)

bar :0 1mm

2c.同 (放射断面)
bar:0 5mm

3a.サカキ(横断面)

SB-1、 Nα2 bar:0 5mm

3b.同 (接線断面)    3c.同 (放射断面)
bari 0 5mm                bar:0 1mm

遺跡 (7次 )出土材の電子顕微鏡写真第66図 金ノロ
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Ⅳ-3種 子 分 析

古環境研究所 杉 山  真 二

1.祝 谷 アイ ノ遺跡 出土種子

試料は全部で 4点で、すべて炭化 していないモモの核であった。それぞれの計測値 (長 さ、

中冨、 后まさ)イよ、

①  224× 18.3× 14.7

②  25.0× 20.3× 15.1

③  23,7× 19.2× 14.5

④  24.8× 21.0× 14.7(mm)

であった。 1はやや小さいが、すべてほぼ普通のモモ核のサイズである。破損 もほとんどな

く、縦方向に流れるモモに特徴的な彫紋 もきれいに残つている。時代が不明なためこれ以上

の言及は出来ないが、少なくとも現在の栽培モモはこれらよりやや大きい。

2.釜 ノロ遺跡 7次調査 出土種子

試料は全部で 3点ぞ、すべて炭化 したモモ核であった。 うち 2点は破片である。 1点の計

測値は、長さ、幅、厚さが17.4× 14.7× 11.6(IIHl)であった。これは、モモ としてはかなり

小さく、長さと幅の比は1.18と 円形に近い。古代には、形態からみた 2種類のモモが出上 し

ているが、形状 としては古代モモに類似 している。古代モモは、小型で丸みの強い円形 とさ

れているが、中間型など変異幅があることからある程度の個体数がないと確実なことは言え

ない。

(S‐ 1:2)

第67図 祝合アイリ遺跡・

0                           5 cm

(Srl:1)

金ノロ遺跡 (7次 )出上の種子

祝谷アイリ遺跡出土種子 (モ モ種 )

核の長さ

釜ノロ遺跡出土種子

(炭化モモ核 )

核の長さ

5. 17 4mm

４
ｍｍ

Ｏｍｍ

７冊研

８ｍｍ

２２

２５

２３

２４

１

２

３

４
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Ⅳ-4分鋼形土製品付着の赤色顔料分析
福岡市埋蔵文化財センター 本 田  光 子
宮内庁正倉院事務所    成 瀬  正 和

祝谷アイソ遺跡出上分銅形土製品に認められる赤色が何によるものかを、顕微鏡観察及び

蛍光X線分析を行い調査 した。

試料 (第55図―下、図版33)

分銅形土製品の赤色部分の色調や付着の状態を肉眼で観察すると、土製品の焼成後にベン

ガラと思われる赤色顔料が塗布されたように判断できる。上端部刺突文中に付着している赤

色物から微量をステンレス製のメスで採取 した。針先に付く程度の量を採 リプレパラートを

作成し、検鏡用試料 とした。残りはメノウの乳鉢で研和し蛍光X線分析の試料 とした。

顕微鏡観察

光学顕微鏡により透過光・反射光

で検鏡 した。検鏡の目的は、赤色顔

料の有無・状態・種類を判断するも

のである。一般に土器や上製品の赤

彩に用いられる顔料はベンガラ (酸

化第二鉄)と 朱 (硫化水銀)である

が、両者は特に微量のものが混在 し

ていなければ検鏡により見極めがつ

く。本試料には、赤色顔料 としては

ベンガラの粒子が認められ、朱粒子

は認められなかつた。このベンガラ

は透過写真 (第68図 )に示すように、

いわゆるパイプ状粒子を含むもので

あつた。

蛍光 X線分析

第68図 赤色顔料の透過影像 (約500倍 )

赤色顔料の主成分元素の検出を目的として実施したものである。宮内庁正倉院事務所設置

の理学電機工業い製蛍光X線分析装置を用い、X線管球 :ク ロム対陰極、印加電圧 :40KV、

印加電圧 :20mA、 分光結晶 :フ ッ化ツチウム、検出器 :シ ンチレーション計数管、ゴニオメ

ーター操作範囲 (2θ ):10～ 60°、走査速度 :2,8° /分、時定数 :2.5秒 の条件で測定を行つた。

赤色顔料の主成分元素としては鉄のみが検出され、水銀は検出されなかった (表 6)。
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分銅形上製品付着の赤色顔料

Fekα

30

(2θdeg)

表 6 蛍光 X線スペクトル図

まとめ

以上の結果から推定される赤色顔料はベンガラ (パイプ状粒子含む)であり、土製品の焼

成後に塗布したものである。

一般にベンガラというのは主成分元素が鉄であり、主成分鉱物は赤鉄鉱である赤色顔料を

指す。出土赤色顔料の「ベンガラ」の場合は主成分鉱物 として赤鉄鉱の他褐鉄鉱 (針鉄鉱、

鱗鉄鉱等)、 非品質の褐鉄鉱があり、これらの混合物であることも多い。そのためX線回析に

より赤鉄鉱が同定されない場合も少なくない。これは試料の量が主な原因であるが、赤鉄鉱

と非品質の褐鉄鉱が混合している場合、後者の量が多いと赤色が強くなるのではないかとも

いわれている。一方、主成分の定性分析で鉄が確認され、他に水銀、鉛が検出されなければ、

主成分鉱物 として赤鉄鉱 (Hematite)が 同定されなくともベンガラであるという判断もごく

一般的になされている。さらに主成分の定量分析を行い、鉄の合有量の多少からベンガラの

種類 (品位・生産地)を分けることもある。また、出土ベンガラの粒子に種々の形状がある

こともわかってきており、本例のようにパイプ状を呈する特異な粒子は産地を示す↓旨標では

ないかという指摘 もある。なお、パイプ状粒子を含むベンガラは、X線回析により赤鉄鉱の

顕者なピークが認められるのだが、今回の試料はX線回析に供するには少なすぎたため、測

定を行っていない。

祝谷アイツ遺跡出上の分銅形土製品に認められる赤色は、焼けによる発色あるいは鉄分の

多い赤土ではなく赤色顔料「ベンガラ (含パイプ)」 の塗彩によるものである。今後、分銅形

土製品については赤色塗彩有無の観察が期待される。

〔文献〕

中 村 忠 晴 1981  「群馬県東下および清里庚申塚遺跡出上の赤色顔料について」
『清里・庚申塚遺跡』 醐群馬県埋蔵文化財調査事業団

1983  『古代日本の知恵と技術』 朝日カルチャーブックス28
1985  「縄文時代の漆工技術」 国立歴史民俗博物館研究報告 6
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V-1 松山平野の石器文化

多 田  仁

1.祝谷丸山遺跡採集の石器について

(1)「祝谷丸山以後」の細石刃文化研究

祝谷丸山遺跡の細石刃文化資料は、1978年の十亀幸雄氏による資料紹介と細石刃争1離技術

の検討によって〔十亀1978〕 、愛媛県内の細石刃文化を代表する資料の一つとなっている。1985

年刊行の『愛城県史』〈長井1985〉 や翌年刊行の『日本の古代遺跡22愛媛』〔正岡、十亀1986〕

にも祝谷丸山遺跡の資料は取 り上げられ、十亀氏の当遺跡に対する資料評価は不動のまま現

在に至るまで受け継がれてきている(註 1)。 こうして祝谷丸山遺跡の資料が紹介されて以来、

瀬戸内海沿岸地域ではどのような細石刃文化研究がなされ、その研究にどう影響したであろ

うか。ここでは「祝谷丸山以後」を振り返 り、祝谷丸山遺跡の研究史的位置づけを考えてみ

る。

1979年、十亀氏の論考が提示された翌年には、日本の細石刃文化研究に大きな影響を与え

た『駿台史学47号』〔駿台史学会1979〕 の刊行があつた。ここでは10名 の旧石器時代研究者が

当時まぜの細石刃文化研究史を盛 り込みながら、今後の研究課題の提示や新しい視点から細

石核分類や地域単位での細石刃文化研究を行っている。さらに、「瀬戸内沿岸地方の細石器文

化」〔月埋予1979〕 と題した論考が小野昭氏によって述べられており、過去の研究を振り返 りな

がら数々の問題点を指摘 している。この中で小野氏は細石核を I類 とH類に分け、I類は「瀬

戸内的な特徴」があるとし、■類には福井第 3層 との関連を示唆した。

1980年頃には、瀬戸大橋関連の概報。本報告が相次いで発刊された。その一例を挙げると、

花見山遺跡の概報 〔香川県教育委員会1981〕 では 3分類 5細分の細石核の分類が行われ、そ

の中には福井洞穴 2、 3層 と共通するものや、在地性を見いだすことができるものの存在な

どを示唆している。この瀬戸大橋関連の報告は現在も継続中であり、その度に細石刃文化資

料 1ま増加し続けている。

この頃、九州地方ぞは、細石刃文化資料の増加は勿論のこと様々な論考が展開され、特に

木崎康弘氏は祝谷丸山遺跡の資料を「船野形細石核」の範疇 とてしている〔木崎1981〕 。また

1983年 にも同氏は瀬戸内海沿岸地域に りF調整打面糸細石核」〔木崎1983〕 が分布しているこ

とを述べている。同年、西村尋文氏が中部瀬戸内地域の細石核を取 り上げ、詳細な分析 と検

討を行つている〔西村1983〕 。ここで氏は細石核を4分類 8細分 し、この中に野岳・体場形細

石核 と福井 2、 3層の細石核に共通する資料があることを示した。また東九州地方に存在す

る船野型細石核が東海地方に分布を拡げる上で、中部瀬戸内地方がその通り道的位置づけに

あることを述べ、瀬戸内海沿岸地域における細石刃文化をさらに興味深いものとしている。
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第69図 松山平野における主要石器出上分布図

1984年 には『駿台史学60号』〔駿台史学会1984〕 が発刊され、副題に『特集日本細石器文化

の研究Ⅱ』と題し、1979年 に続いてその続編が展開された。この中では全国規模での細石刃

文化研究が行われており、特に注意される事は系統論的研究や起源論的研究が精力的に行わ

れていることであろう。

この時期、愛媛県周辺では山口県旧石器文化研究会による調査・報告 〔山口県旧石器文化

研究会1985。 1988〕 や先に述べた瀬戸大橋関係の報告などによって細石刃文化資料が急増し

ている。そして1988年 には十亀氏が金ケ崎遺跡採集の細石核を検討している〔十亀1988〕 。こ

の中で氏は細石核を第 1類 と第 2類に分類 し、前者を船野型細石核、後者を加栗山型細石核
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の範疇に含めている。これは「祝谷丸山以後」に瀬戸内海沿岸地域で行われてきた他地域 と

の細石刃文化の比較研究が、愛媛県内でも実践的なものになっていることを示唆するかのよ

うである。

以上で瀬戸内海沿岸地域における細石刃文化の研究を簡単に述べたが、総じて「祝谷丸山

以後」における本地域の細石刃文化研究は、周辺地域 との関連を論究するといった系統論的

研究の中で展開していつたと考えられる。これらのことから愛履県内の細石刃文化資料の増

加が期待されるのは勿論のこと、これまでの資料を検討することが必要 となっている。今回

はその第一歩として改めて祝谷丸山遺跡の資料を検討してみる。これによって祝谷丸山遺跡

に対するより正当な評価 と研究の活発化を促すことを試みたい。

(動 石器の観察 (第 70図 )
ここでは十亀氏によって紹介された石器群のうちの12点 について個別記載を行つていく。

尚、これらの石器は再実測を行つているが、その展開方法については十亀氏の提示された方

法に基づいたものである。

1は a面 に礫面または節理面を残し、下半部は下方からの加撃による細かな手1離痕が残さ

れている。 b面 には二条の樋状刹離が残 り共に上方からの加撃によって形成されているが、

右根1の剰離痕は下方からの加撃による系1離痕 と切 り合っている。 C面 も上方からの加撃によ

る2～ 4条の樋状子Ⅲ離がみられる。 boC面の制離痕は切 り合い関係が不明瞭で一回の加撃
で残された可能性が強い。 d面 は 1枚のネガティグな千1離痕が大部分を占めており、実浪1図

には明確に示していないがこの手J離痕は上方右隅に打点を残している。 e面は大小 2枚の手1

離痕を残しており共にd面側からの加撃によるものである。左側の大きな禁1離痕は打点部分

が切 られており、このことからe面の崇1離からd面の崇1離への新旧関係を想起できる。

2は a面 に上方からの加撃によるやや縦長といえる子1離痕を複数残している。また下部に

は下方からの加撃による小剣離痕を残している。特に左側の上下の手1離痕は切 り合い関係が

不明瞭である。 b面 は上方からの加撃による小争1離痕を残しており、これらは階段状子1離を

呈している。さらには横位方向 (a面 より)か らの加撃による崇1離痕を残している。この象1

離痕は上部にある小争1離痕よりも古い段階のものである。 C面にも上方からの加撃による小

剰離痕 とそれより古い段階の横位方向 (d面 より)力】らの加撃による手1離痕が残され、さら

に微細な連続する崇1離痕を残している。 d面には上方からの加撃によるやや横長な黒1離痕が

みられるが、この面の大部分を占めるポジティブな面を呈する系1離痕がその形状を崩すこと

なく残されている。それはboC面観をみれば明確であろう。 e面は左側にc面側からの加

撃による制離痕 と右側には礫面を残している。

3は a面 に上方からの加撃によるやや縦長な祟1離痕が複数と、下方からの加撃による剥離

痕 と打点だけがみられる。上下方向からの加撃による刹離痕のうちで切 り合い関係をもつ左

側のものは、上下からのものが階段状象1離を呈している。尚、上下からの加撃による手1離痕
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第70図 祝合丸山遺跡出土石器実測図
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の中で、右側の 2枚は 1回の加撃によって剥離した可能性が考えられる。 b面 には上方から

の加撃による小手1離痕を残 し、さらに横位方向 (a面 より)の大きな崇1離痕を残している。

この制離は二次制離 (二次加工)以前の段階での切断 (分割)面 とも考えられる。これと類

似するものが C面の横位方向 (d面 より)の象1離痕であろう。 d面は上方 と両方の横位方向

からの加撃による複雑な景1離痕を残している。これらの手1離痕はその殆どが面的に行われて

いる。 e面は平坦な系1離痕が大部分を占める他、主にd面側からの加撃による小崇1離痕を残

している。

4は a面がほぼ周囲からの加撃による連続する小子1離痕を残 している。また下部は敲打に

よる痕跡をみせ(破線)、 やや平坦な面を形成している。そして周囲の小子1離痕の中でも左側

下部のものは階段状争1離を呈している。中央部は一部に節理面を残し、そのすく
ヾ
近 くの小さ

な空白部分は敲打による痕跡である。 b・ C面はそれぞれ a・ d面によって形成される稜線

をみせて19・ り、 b面の中央の小象1離痕の一つはd面左部分の制離痕の打面である。 d面の左

部分は先に述べた様に打面を残すポジティブな象1離面で、さらにバルバスカーもみられる。

右部分の手1離は平坦な下方からの加撃によるもので、打点を残していることがわかる。この

加撃は先に述べたa面下部の敲打に伴うものと考えられる。 e面はaod面 によって形成さ

れる先鋭性のある稜線をつくる。

5は a面 に下方からの加撃による手1離痕を大きく残し、上下部に小象1離痕を残 している。

下部の制離痕はあたかも打点の様なもので階段状手1離を呈している。 b面は横位方向 (a面

より)と 下方からの加撃による刹離痕がある。下方のものは、 a面で述べた下部の小制離痕

と切 り合い関係が不明瞭なことや打点を共有すると考えられることから同時の加撃によるも

のと考えられる。 C面はa・ d面 に形成される稜線をみせている。 d面はポジティブな 1枚

の象Ⅲ離痕が大部分を占め、下半部は階段状崇1離による痕跡 と思われる。右側部は小楽J離痕が

複数残されている。またこの面の大部分を占めるポジティブな面は、右側部に打点を残して

いたと考えられるが小崇1離痕によって失ったものと思われる。 e面は礫面 もしくは節理面を

残しており、 a面 に接する部分に小崇J離痕を残している。この小手1離痕はa面右部分の最1離

を行った際に残されたものであろうと思われる。

6は a面 に複数の樋状手1離をみせ、下端部には割れ円錐 もみられる。また右側部の複数の

樋状制離は 1回の加撃によって上下方向の加撃のものが形成されたと考えられ、さらに左側

都から中央部にかけての下方からの加撃によるものは、先に述べた割れ円錐を共有すると思

われる。わ。c面はそれぞれ、 a・ d面によって形成された稜線をみせている。 d面には中～

下半部にかけて上方からの加撃による平坦な崇1離痕を残し、上部には上方からの加撃による

階段状予J離を呈する複数の最1離痕を残している。 e面はa・ d面によって形成された稜線を

みせる。

7は裏面にポジティブな 1枚の象1離痕をもつもので上半部は欠損 している。表面は横位方
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向からの加撃による制離痕をみせ、全体形は両側縁が僅かに平行して木端の細 くなるもので

ある。

8は全体形のやや横長なものである。表面には上下方向からの加撃による小制離痕を残し、

左側には横位方向 (左より)か らの最1離痕 と右側には節理面を見せている。裏面はやや斜め

上方からの 1枚の制離痕をみせ、打点と共に割れ円錐も残している。

9は表面に上方からの加撃による多数の崇1離痕を残し、上部の刹離痕には階段状崇Ⅲ離を呈

するものもある。裏面には上方からの 1枚の祟1離痕が大部分を占め、上部に切断とも思える

ような小象1離痕を残している。全体形は両側縁が平行し上下辺は不安定ながらもほぼ四辺形

を呈している。

10は やや縦長なもので、節理面が複雑に入る為か表面の系1離痕は不安定なものである。表

面左半部は節理面で裏面は上方からの加撃による1枚のよ1離痕で占められる。裏面上部には

小子1離痕がみられるが、先に述べた呆1離痕の形成に伴う打点と考えられる。

11の a面は左側部分・上下部分に小黒1離痕を残すもので、上半部の黒1離痕は横位方向 (C

面より)力】らの加撃方向を示し右側部分はポジティブな面で、これも同じ加撃方向を示して

いる。また左根1上部は敲打によるものと思われる痕跡を残しており(破線)、 同様な痕跡が中

央部の小崇1離痕部分にもみられる。 boC面 はaod面 によって形成される稜線をみせるが、

前述 した様にC面 には上部に敲打痕を残すほかに下部には急角度の制離痕 も残 している。 d

面は下方からの加撃による1枚のポジティブな制離痕が大部分を占め、その加撃による小承1

離痕も残している。上部右側の小黒1離痕は階段状刹離を呈するものもある。

12は a面中央部に横位方向 (C面 より)力 aら の加撃による小千1離痕がみられるが、これは

敲打によるものと思われ、稜線が潰された状態を呈している。また同様な痕跡が下端部にも

確認できる (破線)。 b面 は横位方向 (a面 より)か らの加撃による大小の制離痕があり、下

半部の大きなものは平坦なものである。また上半部の 4枚の制離痕は 1回の加撃ぜ残された

可能性もある。 C面下半部にも横位方向からの加撃による崇1離痕があるが、 ノングを観察す
るとa・ d面の両方から入るものでその切 り合い関係は不明瞭ぞある。 d面は 1枚の平坦な

系1離痕が大部分を占め上下部にそれぞれ小刹離痕を残している。上下の剥離痕は先に述べた

a面の上部の崇1離痕 と同時に残されたもの、つより1回の加撃で残された可能性があり、下

部のものについてもa面下部にあった敲打痕に伴うものと考えられる。

●)検 討
以上、12点 の石器は十亀氏によって 1～ 6が細石核、 7～ 10が細石刃、11・ 12が台形様石

器として器種認定されているものである。ここではこれらの石器についての注意してPD‐ くべ

き点を拳げながら検討を行っていく。

1は b面に 1回の加撃によると考えられる複数の崇1離痕が存在し、それに対応するかの様

な下方からの加撃による系1離痕 もみられる。また C面にも1回の加撃によって複数の手1離痕
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が残されている。 2は a面 において制離痕の切 り合い関係が不明瞭なものがある。またこの

面では上下で加撃方向の対応する手1離痕がある。 3は a面で 1回の加撃による複数の承1離痕

があることや加撃方向の対応する票1離痕がある。 4は a面 をみると周縁に網かな劉離痕があ

ることや下部に敲打痕を残していること、さらに敲打に伴う平坦な制離痕の存在が注意され

る。 5は a・ b面をみると1回の加撃によって残されたと思われる複数のよけ離痕があること

や、 a面右側下部にみられるま1離痕の様に、上下に対応する加撃方向を示すものがある。 6

はa面で 1回の加撃による複数の手1離痕があることや、上下に対応する加撃方向を示す手1離

痕がある

ここで 1～ 6ま での石器にみられる共通する要素を挙げてみると、

① l回の加撃による複数の崇J離痕が存在する。 (1、 3、 5、 6)

②上下に対応する加撃方向を示す子1離痕が存在する。 (1～ 3、 5、 6)

この 2点の共通項は両極打法 (バイポーラー・テクニック)に よる特長の一部であると考

えられ、この技法によって製作された代表的な石器として楔形石器 (ピエス・エスキーユ)

が拳げられよう(誰 2)。 ただし上記の共通項に含まれなかった 4であるが、これには敲打痕

に伴う平坦な制離痕に注意しなければならない。これはその状態などから判断して、楔形石

器に認められる「載断面」あるいは「剪断面」に共通するものであると考えられる。またこ

れら6点の石器はほぼ四辺形を呈することなど、形態的にも楔形石器に共通する部分を考え

ることがぞきる。しかし留意点として楔形石器に末製品が成立すると考えた場合に、これら

6点中にその未製品が含まれる可能性があることも↓旨摘 しておかなければならない(註 3)。

7～ 10については主要劉離面を残していることや二次加工が認められないことなどから、

制片・砕片として扱うことができる。ただし7、 9は上部に切断面 と考えられるものが残さ

れていることから、切断子J片 とも考えられる。 しかしその意図がここぜ明確に判断ぞきない

為、現状では祟1片・砕片とした方がよいぜあろう。また表面に残された祟1離痕の状態や細石

刃としての全体形などを考慮した場合、定形的な製品としての判断はできないであろう。

■はd面がこの石器の主要景1離面ぜあり、その形状が大きく改変されていないことが挙げ

られる。しかしC面 に二次加工を思わせる創離痕があることや敲打痕 も残されていることが

わかる。これらのことからこの石器は二次加工を積極的に評価 したとしても、定形的な製品

とは考えられない。また別の考え方として楔形石器の未成品が存在するならば、それとする

こともできる。

12は C面下半部に加撃方向が対応し、さらにその切 り合い関係が不明瞭な剖離痕がある。

またb面上半部には 1回の加撃による複数の制離痕があり、これらの現象はすぜに述べてき

た両極打法の特長とすることができる。これによって、この石器も先に挙げたものと同様に

楔形石器として考えることができよう。
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(4)ま とめ

これまでに祝谷丸山遺跡の12点の石器について、観察・記載・検討を行ってきた。ここで

もう一度まとめとして整理してみると以下の様になる。

① l～ 6、 12に ついては残る手J離痕に両極打法の特長がみられることや形態的に判断して、

楔形石器またはその未成品としての器種認定を行った。

② 7～ 10は二次加工が認められないことや形態的にみて、制片 。砕片の類であるとした。

③llは 問題の残るところであるが、 1つ には二次加工崇J片 として、 もう一方では楔形石器
の未成品としての認定ができよう。

なお、これまでには触れてなかった石材について付記しておくと、ここで取 り上げた石器

の 3が灰色チャート製である他は、全て緑色チャー ト製である。この緑色チャー トは十亀氏

がすでに南予地方で産出されるものであることを述べている。こうした石材利用は、その交

易・運搬等から導き出せる文化の伝播論や人々の移動を考える上ぜも興味深い示唆を与える

ものであろう (註 4)。

2.松 山市桑原経石 山古墳 1次調査出上の石器 について
(1)出上の経緯

ここに紹介する2点の石器は、1990(平成 2年)10月 17日 ～12月 19日 に行われた経石山古

墳 1次調査によって得られたものである。この調査では後円部の北東隅に調査区が設置され、

本古墳の周溝 と考えられる溝状遺構 (SD-1)力S検出されている。本資料はこの遺構確認
時に出上した。

●)石器の観察 (第 71図 )
スクレイパー (第71図 1)

濤状遺構内より出上したスクレイパーである。横長の平面形が四辺形 となる手J片を素材 と

しており、刃部はその底辺 (下辺)の上辺右側部に設けられている。下辺の刃部は素材時の

主要系げ離面側から、上面の刃部は表面側から施されている。いずれも刃部は直線形で、上辺

のものは微細な使用痕を残しており、下辺のものは大まかな剖離痕によって形成されたもの

である。なお、このスクレイパーの素材 となった劉片を想定すると、単劉離打面を有する横

長手J片石核より作出されたものであることがわかる。また、表面にも同様な制片を作出した

痕跡がみられ、横長刹片を連続的に作出した石核の存在が考えられる。ただし、このスクレ

イパーの素材は、表面右側部が折 り取られている様子がわかるため、本来の素材はこれより

幅広なものと考えなくてはならないだろう。石材は赤色頁岩である。

楔形石器 (71図 2)

濤状遺構外出上の楔形石器ぜある。 a面には数上の樋状手J離を残 し上下両端には微網な祟1

離痕がみられる。右側部には三角形状に、左側部には断面凸レンズ状の制離を残しており、

-115-



これらはいずれも載断面に共通するものであろうと考えられる。裏面は下方からの加撃によ

る手J離痕を残しており、下部の小手J離痕は表面の下部にある小制離 と打点を共有している。

以上の様に載断面を有することや一回の加撃による複数の手1離痕が形成されていることなど

から、バイポーラー・ テクニック (両極打法)に よって製作された楔形石器の特徴を表して

いる資料であることがわかる。石材はチャート (緑白色)である。

(3)ま とめ

以上 2点の石器は溝状遺構 (SD-1)の 構築時期 と符合するとは考え難 く、それ以前の

ものとして扱うことができる。しかし本遺構内に存在した土器群の検討が行われていないこ

ともあり、時期認定についてはここでは割愛をさせていただ くことにする。

0             5 cm

(S=1:2)
0                          5 cm

(S‐ 1:1)

第71図 経石山古墳出土石器実測図
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3.久米高畑 5次調査出上の「細石刃」 とチャー ト製石器群
(1)出上の経緯

久米高畑遺跡は1988年 10月 26日 ～12月 24日 まで約1700m2の調査を行っている。この年行わ

れた 5次調査区は来住廃寺の南西にあり、来住台地上の微傾斜をもつ場所ぞある。主な遺構 。

遺物には弥生時代の住居や土器・石器の他に古墳時代の住居や土師器などが確認されており、

さらに7世紀初頭～8世紀初頭の遺構・遺物においては久米郡衡の様相を検証する良好な資

料とされている。

今回ここに紹介する石器類は、本調査において上記の遺物の包含層より出土したものであ

る。

似)石器の観察
砕片 (第 72図 1)

この石器は概報の中で「細石刃」として認定されたものである。平面形は長方形を呈して

おり、下半部は折損している。表面には縦位に 1条の稜線が残 り、大小 2枚の制離痕はそれ

ぞれ横位方向 (左側より)の加撃であることがわかる。側面観は簿手の直線的な形状で、や

や主要最1離面側に湾曲している。裏面 (主要制離面)は垂直方向 (上方から)の加撃である

ことがわかる。この石器は先に述べた様に「細石刃」としての器種認定が行われたものであ

るが、表面の千1離痕の不安定さ、つまり横位方向からになることなどから、細石刃としてで

はなく、砕片として扱うこととした。黒曜石 (黒色)製である。

周縁加工石器 (第 72図 2)

チャート製の制片を素材 としたもので、上半部が欠損しているために全体形を知ることは

ぜきないが、その周縁に二次加工を施 して尖鋭性のある製品に仕上げたものである。二次加

工はすべて裏面側からの加撃によって施されており、その打角は直角に近 くなる。この石器

はナイフ形石器または角錐状石器に共通するものとも考えられるが、全体形が把握ぜきない

ことなどから、ここでは周縁加工石器として扱うこととした。チャート (緑色)製。

楔形石器 (第 72図 3～第73図 17)

楔形石器としたものは15点 あるが、その形状などから以下のように分類される。

第AI類楔形石器……側面観が凸レンズ断面状になり、載断面を有する。 (3～ 5)

第AH類楔形石器……側面観が凸レンズ断面状になり、載断面を有しないもの。 (6～ 8)

第BI類楔形石器……側面観が方形もしくは不定形 となり、載断面を有するもの。 (9～ 13)

第BH類楔形石器……側面観が方形もしくは不定形 となり、載断面を有 しないもの。(14～ 17)

このように2分類 4細分されるが、これらを各類ごとに観察してみる。

第AI類楔形石器 (第 A図 3～ 5)

3は左側部に載断面を有 しており、表裏面にはそれぞれ上下方向からの加撃による黒1離痕

を残している。表面は中央の剣離痕の中に稜線状になるフィッシャーが確認されている。さ
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らにこのフィッシャーの基部には打点がみられ、この石器の載断面の打点 と同じであること

がわかる。 4は右側部に載断面をみせ、その下端部には打点のみが残されている。 5は右側

部に載断面をみせており、その形状はやや内側に湾曲する状態である。節理が入っているた

めか、全体形はやや不安定である。全てチャート製である。

第AH類楔形石器 (第 72図 6～ 8)

6は平面形がわずかに長方形状 となるもので、側面観はやや裏面側に湾曲している。裏面

中央の縦位に走る稜線は上端部の打点からのびるものである。 7も 平面観はやや長方形状に

なる。この石材に節理が複雑に入るために、明確な稜線はとらえにくい。また表面には横位

方向からの加撃による小粂1離痕もみられる。 8はやや正方形に近い形状であるが、上下両辺

は一方へ傾斜した状態である。表裏両面 ともに平坦な制離を残している。全てチャート製で

ある。

第BI類楔形石器 (第 72図 9～ 13)

9は載断面が左側部と裏面に残されている。左側部の方は節理面 となっているために黒1離

しやすい箇所であったとも考えられ、裏面の方はややポジティブな黒1離面 となつている。ま

た表面にみられる下方からの加撃による予1離痕 と載断面 としての特徴を有 しているが、そう

なれば載断面によって囲まれた状態を想定しなければならない。10は両側部に載断面を持つ

もので、左側部の方は縦位に、右側部の方は横位に稜線を形成されるものである。表面上部

の制離痕は段階状黒1離を呈しており、これは加撃方法によるばかりでなく、節理の複雑さぞ

あるとも考えられる。11は表面左側部に節理面をみせる載断面を残している。裏面はポジテ

ィブな一枚の千1離痕が大部分を占め、下方からの加撃による小千1離痕 も残している。12は右

側部に載断面を有 し、上下方向の加撃によって形成されたために中央には横位に入る稜線を

残している。形状は下部が凸レンズ断面形になり、上部は方形状 となる。13は裏面左半部の

千1離痕が載断面 となる。この面はネガティブな面 となっており、両側面観をみるとその様子

をとらえることができる。全てチャー ト製である。

第BH類楔形石器 (第 73図 14～ 17)

14は平面がわずかに長方形状を呈し、断面が不定形なものである。表裏面 ともに上下方向

からの加撃が残 り、樋状 となつている。15は平面観・側面観 ともに不定形で、千1離痕 も大ま

かなものが残されている。また表面の大部分を占める一枚の子1離痕はポジティブな面を形成

している。16は表面にみられる下方からの加撃によって階段状手1離を呈しているため、側面

観は不定形な状態 となっている。裏面は二条の樋状手1離がみられるが、これを形成する縦位

の稜線は打点からのびるものぞある。17は平面・側面観 ともに不定形なもので、表面をみる

と、中央に縦位にのびる稜線は上下両端に打点を有するものであることがわかる。裏面には

礫面を残している。全てチャー ト製。

楔形石器未成品 (第73図 18・ 19)
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ここぜは大まかな刹離を有 し、楔形石器の中では大形のものを未成品としてあつかった。

ただし、楔形石器としてまとめた一群の中にも未成品の範疇に合まれるものが存在すること

も示唆できるが、この 2点 は特に大形品であるために区分しておくこととした。

18は節理面が複雑に入るため稜線が複雑な状態となっている。加撃は主に上下両端から行

われているが、裏面には横位方向からの加撃による手1離痕 も確認される。また左側部には載

断面 も残されている。19は節理面を露出させている部分もあるため、黒1離痕の切 り合いが不

明瞭な状態もみられる。加撃は表裏 ともに上方から行われており、上端は平坦面 も残されて

いる。 2点 ともにチャート製である。

両極劉片 (第 73図 20～ 22)

3点 ともにチャート製で、上下両端に打点を残すものである。20は主要制離面が節理面 と

平行しているもので、下端には階段状制離を呈する手1離痕 もある。21は主要子J離面の上部が

ポジティブぜ下部がネガティブとなるものだが、上下の境界である稜線がやや不明瞭である。

22は主要手1離面側に打点からのびる稜線状のフィッシャーを残している。形状は縦長で、楔

形石器にみられる樋状制離の形状 と共通するとも考えられる。

石核 (第 74図 23)

チャート製のもので、打面部と底面部は礫面を大きく残している。表面は制片黒1離作業面

で、作出された手1片 はやや縦長の不安定なものであろうと考えられる。制片作出に伴う打面

調整は行われておらず体部調整 とその痕跡をみることはできない。背面は分割面で占められ

ており、この分割面は礫を荒削りした段階で残されたものであろうと思われる。この石核か

ら想定される祟1片祟1離技術を考えてみると、素材はレンガ状もしくは厚手の板状の原石 (母

岩)を用意し、それを荒削り作業によって分割する。この時、対応する2面は礫面を残した

ままである。そしてその分割された礫片の一面を作業面に設定し、打面再生や打面網調整を

することなく一方へ後退しながら制片刹離作業を進行していく。ただし残る問題 として底面

にみられる手1離痕であるが、これらの制離痕の一部が制片象1離作業面にかかるものであるた

め、崇1片作出に伴 う下端部の調整が存在するとも考えられよう。

(3)ま とめ

久米高畑 5次調査において確認されたチャート製石器群は楔形石器を主体 としたものであ

ることが理解されるが、これらの石器群についてここで考えてみることとする。

まず15点の楔形石器であるが、筆者はこれを2分類 4細分してその特徴をとらえ観察して

きた。この分類は完成された状態での楔形石器のバ ノエーションというより、楔形石器が製

作され、当時の人々の手を離れて遺棄された過程を示していると考えている。つまり第BH

類楔形石器→第BI。 第AH類楔形石器→第AI類楔形石器といつた工程を想起できるので

ある。これを説明すると、第BH類楔形石器がその未成品よりもわずかに完成に近づいた状

態を示している。これはその形状的な不安定さからも考えられる。これからさらに作業が進
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第73図 久米高畑遺跡 5次調査出土石器実測図 (2)
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0                       10Cm

(S‐ 1:2)

第74図 久米高畑遺跡 5次調査出土石器実測図 13)

行すると、第AH類楔形石器のような形状を呈したものに仕上がる。ただし完成に近づ く直

前に加撃のみだれが生じた時には、第BI類楔形石器のように載断面を残す状態でその石器

は放置されると考えられる。形状の安定した第AⅡ類楔形石器はやがで使用されることにな

るが、その際の破損による結果、載断面を残した状態ぞ遺棄されると思われる。 しかし、以

上のような経過の前段階に、今回紹介した楔形石器未成品の存在を忘れてはならない。これ

らはその大きさなどからも礫片もしくは千Ⅲ片を素材 としたものと考えられ、このことを示す

かの様に本遺跡ではチャート製石核が出土している。石核の項目の中で黒1片が生産される前

に礫を荒削 りする段階があることを述べたが、このことは楔形石器の素材 となるま1片生産が

石核より作出されたものに頼るばかりでなく、原石 (母岩)の荒削り段階での礫片をもその

素材 として扱つていることを示唆するものぞある。

以上の様に本遺跡ぞは、楔形石器の製作から遺棄に至るまぞを考えることのできる良好な

資料を確認できたといえるであろう。また楔形石器の製作にはバイポーラー
。テクニックに

よつて行われているが、このことを示す資料として20～ 22の両伍子1片の存在が指摘できる。

周縁加工石器 (第 76図)であるが、これは他に類例を待つてその評価を与えていきたいと

考えている。ただしこの石器は角錐状石器あるいは小形のナイフ形石器とも考えられるため、

充分な注意が必要 となろう。
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黒曜石製の砕片であるが、今回紹介したのはこれまで本資料が「細石刃」 として評価され

ていたことにある。この石器をみる限りでは外形的に細石刃として扱うことに問題はないと

考えるが、表面に残された黒1離痕から考えて細石刃として認定できないであろう。

今回の執筆では、久米高畑 5次調査出上の資料中より、主にチャート製石器群の紹介を試

みた。これらの資料は弥生時代の土器・石器とともに出上しているが、松山平野における弥

生時代の石器にチャートが普通的ぜないことから、その時期決定は今後の問題 として残るで

あろう。

4.お わ りに

今回は祝谷丸山遺跡、経石山古墳、久米高畑遺跡の 3遺跡より得られた資料を基に、資料

紹介と弱千の検討を行つてみた。これらに共通していえることは全てが楔形石器を備えてい

ることであり、この石器が松山平野でどういった時間的位置づけにあり、また、どう展開し

ていったかを検討していかねばならない必要性を感じている。

これら諸遺跡における石器類の記載・検討については、筆者自身の不勉強さから誤った解

釈となっている点があるかもしれない。これについては数々の御批判を願うものである。

最後になったが、祝谷丸山遺跡の石器実測については十亀幸雄氏に長期間にわたって貴重

な資料をお借 りした上に、今回の記載についても心よく御承諾を得た。また、経石山古墳の

調査内容等については田城武志氏に、久米高畑 5次調査の概要については宮崎泰好氏に御教

示いただいた他に、松山市教育委員会の重松佳久氏、財団法人松山市生涯学習振興財団埋文

センター梅木謙一氏、山之内志郎氏、大西朋子女史 (写真図版)各位にも今回の執筆の機会

と御助言をいただいた。ここに感謝する次第であります。

〔註〕

(1)現在までに祝谷丸山遺跡の評価は変わらないとしたが、『愛媛県史』の長井数秋「―先土器時代追跡解
説」では「細石刃器は松山丸山遺跡で発見されたといわれているが、現状では判断するまでには至って
いない。」と述べながらも、文 2の 中では細石刃文化の存在を積極的に認めている。さらにこれは誤植で

あることも考えられるが、17ページの図 1-4の キャプションには「丸山遺跡出上の楔形石器」とある。
これらの事実は本遺跡を評価する上での混乱をひきID‐ こすもので、充分な注意が必要 とされよう。

② 楔形石器 (ピエス・エスキーユ)と しての器種認定については、同村道雄「ピユス・ェスキーュにつ
いて」『東北考古学の諸問題』1976、 同「ピエス・エスキーュ、楔形石器」『縄文文化の研究 7』 1983が

大変参考になった。また楔形石器の製作に直接的関係をもつ両極打法 (バイポーラー 。テクニック)の
諸特徴については小林博昭「バイポーラー・テクニックについて」『考古学ジャーナル78』 1973も 参考に

なる。

俗)他に注意しておかなければならない点として、 1・ 3・ 5の様に上下両端 もしくはどちらか一端に平坦面
を残している場合があることが挙げられる。楔形石器にこうした特徴を見い出すことができるかは疑問

の残ることであり、先に述べた様に未成品としての解釈が可能であるならば、楔形石器そのものの充分

な検討を行つた上で本資料を評価 しなければならないであろう。

い 本文執筆中に、愛媛県東宇和郡城川町歴史民俗資料館を訪れる機会を得た。この館内には城川町内の
洞穴遺跡より採集・出土した資料が数多く展示されていたが、その中ぜも菊野谷岩陰遺跡の資料中にこ

の緑色チャートと肉眼観察にID・いて共通するものが含まれていた。祝谷丸山遺跡 と菊野谷岩陰追跡に直
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考     察

接的な関連を見いだす訳にはいかないが、この事実は祝谷丸山遺跡の石材利用を考える上でも興味深い

ものがある。なお城川町内の遺跡に関しては、愛媛県東宇和郡城川町教育委員会『城川の遺跡』1979を

参考にされたい。

【参考文献】

十 亀 幸 雄    1978  「愛媛県祝谷丸山遺跡の細石刃キ1離技術」『古代学研究第88号』
十 亀 幸 雄    1988  「芸予諸島の先土器時代資料」『遺跡第31号』
長 井 数 秋    1985  「七 丸山遺跡」『愛媛県史 資料編考古』
工岡睦夫・十亀幸雄編 1986  『日本の古代遺跡 愛媛』
駿 台 史 学 会    1979  『駿台え学第47号』
小 野   昭    1979  「瀬戸内沿岸地方の細石器文化」『駿台史学第47号』
香川県教育委員会   1981  『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査概報 (Ⅳ )』
木 崎 康 弘    1981  「九州地方の細石核」『熊本史学55。 56合併』
木 崎 康 弘    1983  「束日本細石核技術展開についての一理解」『I風石器考古学26』
西 村 尋 文    1983  「中部瀬戸内地域における綱石刃生産技術の検討」『I日石器考古学26』
駿 台 え 学 会    1984  『駿台史学第60号』
細石刃文化資料が多量に採集されている遺跡を取り上げる。

山口県旧石器文化研究会 1988 南方遺跡……「宇部台地における旧石器時代遺跡(n」
『古代文化40-3』

山口県旧石器文化研究会 1985 長桝遺跡……「宇部台地における旧石器時代遺跡①・僻乃
『古代文化37-2、 37-8』

大森一成・田城武志  1991  「経石山古墳 1次調査」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』
宮 崎 泰 好    1989  「34。 久米高畑遺跡 (5次)」『松山市埋蔵文化財調査年報H』
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祝谷丸山遺跡出土旧石器

松山平野の石器文化

(約 1:2)

経石山古墳出土旧石器
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久米高畑遺跡 5次・出土旧石器

(約 1:3)No 2 左側面 表面

(約 1:0,9)

No l 表面 裏面
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V…2 道後城北地域出上の分銅形土製品
～顔面の表現方法を中心として～

山之内志郎

1. 1よ じめに

道後城北遺跡群ぜは、祝谷アイツ遺跡で出上した 2点の新出資料を加えて、これまぞに 5

遺跡26例の分銅形上製品が出上している。現時点での県内の総出上点数が17遺跡41例である

ことを考えると、当地域ぜの集中度に改めて驚かされる。 しかしそのうちのほとんどが、近

年の開発に伴 う緊急発掘調査による出上であり、調査地点に偏 りがあるのも事実である。本

稿では、顔の各部分の表現方法について分類 し、この追跡群におけるその方法の傾向や諸特

徴について明らかにしていこうとするものである。

なお慣例により、顔面表現があるものを表面 とし、その裏を裏面 とした。また両端の子し等

の顔面表現があるものは上半部、ないものは下半部と考え、実測図もそれに従った。

分銅形土製品は周知の通 り、完成品が少なく、そのほとんどが破損品であるため、全貌を

うかがえないものが多く存在する。そこで出土地名表ぜは、顔面表現の各部分を表現してい

ないものは「なし」、欠失しているため不明なものについては「不明」と区別 した。また、顔

面表現または文様が認められない場合は、「顔面表現なし」や「文様なし」としたことを予め

断っておく。なお、資料名及び出土地名表は谷若氏の論文を参照し、追加資料については順

次記号を追加した。

2.顔面の表現方法
今回再検討した資料の中で、外縁に文様が施される資料は5遺跡 8例で、そのうち頭髪 と

推定される文様をもつ資料は、アイリB・ 文京B・ 御幸寺山。六丁場 B・ E・ F・ 鷺谷 〔註

1〕 例の合計 5遺跡 7例である。これらの頭髪 と推定される外縁の施文はすべて刺突文であ

り、その施文位置は、表面 。上端面・裏面の 3面であることが一つの特徴 としてあげられよ

う。なお、それぞれの全体の形状を分類すると、 I〈円形〉が 3例 (御幸寺山・六丁場E・

F)、 Hく隅九方形〉が 1例 (文京 B)、 Ⅲ く方形〉が 2例 (アイツB・ 六丁場 B)、 Ⅵ く丸〉

が 1例 (鷺谷)であつた。

外縁に文様のみが施される文京D例の櫛歯刺突文の場合、頭髪の可能性 も考えられるが、

破損品であるため断定は避け、一つの文様形態として認識している。

次に眉の表現がある資料は、 4遺跡15例にのぼる。そのうち刺突文のアイツB例 を除き、

全て粘土紐を張 りつけた突帯文である。分銅形土製品全体の形状から次のように区分ぞきる。

Iく円形〉が 4例 (文京A・ G・ 御幸寺山・六丁場E)、 Ⅱ 〈隅九方形〉が 6例 (アイツA・

文京BoC・ F・ H・ 六丁場A)、 lIIく方形〉が 4例 (アイリB・ 六丁場BoC。 つ)、 Vく長
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1

5

9

祝谷アイリ遺跡 2祝 谷六丁場遺跡

文京遺跡 1次   6文 京遺跡 3次

文京遺跡11次

3道後鷺谷遺跡 4御 幸寺山東麓遺跡

7文京遺跡 4次  8文 京遺跡10次

第77図 道後城北遺跡群出上の分銅形土製品分布図  (S=1:25′ 000)
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道後城北地域出上の分銅形土製品

方形〉が 1例 (文京 I〔註 2))であった。

そのうち六丁場E例の、眉の周辺を刺突文で囲む方法以外は全て、突帯文の単独表現であ

る。また必ず眉は鼻と同一の突起物 として一体で表現する。これら全での眉は、中央部から

左右に半円形・横一線・斜め上がりのいずれかの形状で上端面または側面に至る。その内訳

は、半円形が10例 (アイノB。 文京BoC・ FoGoH・ 御幸寺山・六丁場A・ DoE)、 横
一線が 3例 (ア イソA・ 文京 I・ 六丁場 C)、 斜め上がりが 2例 (文京A・ 六丁場B)ぜあり、

圧倒的に半円形の例が多い。

前述 したアイツB例は、上半部中央部のやや下方ぜ半円形に刺突を施 しており、当該地域

内における分銅形土製品の眉の表現方法 としては他に例をみないものである。現在では、両

半円形の中央部分がとぎれているが、これはもともととぎれていたものか、あるいは一体の

ものが後に中央のみ摩滅したのかは判断しかねる。

次に目の表現は、ヘラ状工具または半裁竹管状工具による施文であり、その中ぜアイノA、

文京Gと 鷺谷例については、後者の工具による施文と判断しても間違いないと考えられる。

日の形状はいずれの例 も下弦の半月形を描き出している。

日の表現 も目のそれと同様で、ヘラ状工具または半裁竹管状工具による施文方法がとられ

る。その形状の種類 として4種類ある。 1く半円形〉が 2例 (アイノA・ 文京G)、 2(横一

線〉が 5例 (文京H。 御幸寺山・六丁場A・ BoC)、 3〈刺突〉が 1例 (文京A)、 4く楕

円形〉が 1例 (鷺谷)であつた。

全体 として日の表現は申し訳程度に表現され、鷺谷例のように楕円形をなす例は希である。

またアイツA・ 文京G例の場合、日と日は同一施文具による線刻表現である可能性が高い。

他県の資料をみると、上半部裏面上部近 くから外縁に沿って、上端面に斜めに針穴状の小

孔が多数穿たれている場合がある。しかしこれまでのところ道後城北地域では、上半部左右

両端に小孔が穿たれている事例 しか確認されていない。後者の場合をその穿孔方向から分類

すると4種類になる。例えば表面から裏面まで貫通している場合、表面→裏面 と裏面→表面

の 2方向があるが、その区別は困難であるため、同一のものとして次の通りとした。

まず表面から裏面まで貫通している場合で、一孔はアイツA・ 文京A・ C・ FoG・ I。

六丁場Aがあり、二子とは文京H・ 御幸寺山がある。三孔はなく、四孔は六丁場Dがある。次

に表面から側面まで貫通している場合は、一孔は六丁場Cがあり、二孔・三孔はなく四子とイよ

六丁場Kがある。また裏面から側面まで貫通している場合は、一孔は文京 B、 二孔はなく、

三孔は六丁場Bがある。最後に上端部端面又は側面からくりこみ部端面まで貫通している場

合は、一子しは文京Bがある。

孔の位置は、分銅形土製品の形状が I〈円形〉の場合、眉よりも下位に表現され、またH
〈隅丸方形〉またはⅢ 〈方形〉の場合、上半部の左右側面に表現されるが、上端面まで穿子し

されることはない。
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道後城北地域出上の分銅形土製品

六丁場 A
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察考

耳状の表現は、本来耳ぜあることを意図して穿孔されたならば、左右一対で十分であるが、

六丁場K例のように左右側面に四孔を穿つのみで、他に顔面表現は見当たらない。これは、

眉が鼻 と一体化 して誇張表現されるの と同様に一子しぜ十分のものが、装飾的な意味合いをも

つことによって過大に表現されたもの と推定することができる。

3.顔面表現がない資料
顔面表現はないが文様があるものは文京D。 六丁場GoJの 3例の資料があげられる。前

述した通り、いずれも顔面表現がないため、下半部として取 り扱っている。文京D例は、端

部に櫛歯刺突文が刻まれ、この地域内ではその類似例を見ない。形態も残存部分から推測す

ると、Ⅳの揆形に近い。六丁場G例は、細かな文様が刺突文と波状文の組み合せぜ、表・裏・

側面の 3面を飾っている。六丁場 J例は、 くびれ部に二条の沈線文を施す。これらはいずれ

も分銅形土製品の上半部を顔に見立てて表現するという、顔面表現のある分銅形土製品の定

義とはかけ離れており、上半部における顔面表現の存在をうかがわせるものではない。その

ため、これらは分銅形の上板を装飾した土製品であり、一般にいわれる顔面表現された分銅

形土製品とは区別する必要がある。

また顔面表現・文様が共に認められない文京 J・ 六丁場HoIoLの 4例の場合、実際に

下半部ぞあるのか、それとも上半部であつたのが、何等かの理由で顔面表現部分が予1離 した

り欠損したために下半部として取 り扱われているのか、現時点では判断ぞきない。

4。 最大厚

当地域の分銅形土製品の厚みは、各形態によって違う特徴がみられる。なお、この場合の

厚みとは、眉を張 りつけた部分を除き、平坦な表面から裏面までを計測した最大厚である。

まず、 Iく円形〉は、0,7～ 1.4clllの 薄手タイプと1,8clnの厚手のタイプに2分される。またⅡ

〈隅丸方形〉は、1.2～ 1.6cmの薄手のタイプのみである。Ⅲ く方形〉は、1.3～ 1.5cmの薄手

のタイプと2.1～ 2.8cmの 厚手のタイプとに2分できる。

以上のようにHタ イプは、1.2～ 1.6clllの範囲内でほとんど厚みに大差ないことが分かる。

Iと Ⅲタイプは、薄手と厚手の 2つのタイプに分けられ、厚手のものは薄手のものに比べ、

顔面表現されにくい傾向があることがうかがえる。またIIIタ イプは Iに比べて全体的に厚手

ぜ、六丁場 I。 」のように2 cmを 越える厚手のものが特徴的である。

これまで分銅形土製品の厚みに関しては、論議されることがほとんどなく、報告書などの

図面にも断面図が掲載されていない場合があるが、今後は表裏の平面図及び断面図は必ず掲

載して議論の対象 としたい。また厚みに関連して一言つけ加えると、当該地域のみぞなく松

山平野で出土する分銅形土製品は、凹凸がほとんどなく、表裏とも平坦であることも一つの

特徴 としてあげられるであろう。
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道後城北地域出上の分銅形土製品

5。 赤 彩

今回実現した資料の中で赤彩が認められる資料は、アイツB。 文京B・ G・ 御幸寺山。六

丁場A・ D・ E・ H・ I例の 9点である。これ以外にも本来赤彩されていたが、摩滅によっ

て剖落したものも相当数存在すると思われ、肉醍観察できた上記の 9点を対象に赤色顔料の

塗布位置と方法について考えたい。まず、その塗彩位置には、全面の場合 と部分的な場合 と

の 2種類がある。全面塗布と部分塗布に、どのような意味の違いが存在 していたかは知る由

もないが、はっきり区別 していた点は明確である。ここで問題になるのは後者で、特に眉や

頭髪のような部分に塗布する場合である。次に塗布方法では、表面に塗る場合 と、胎土その

ものに顔料を混入させている場合の 2種類がある。例えば、六丁場Eの資料は、眉の表面に

塗布するのではなく、顔料を混入させた粘土紐で眉を形作 り、張りつけたものと推定される。

6.小 結
分銅形土製品の出土点数の増加にともなって、形態そのものや分布圏についての分類・検

討はかなり進んできたが、顔面表現や文様の分類についてはまだ浅 く、今回の再検討を試み

た結果、一つの枠の中ではとらえきれないものが多いことが明らかになった。この地域で出

土する分銅形土製品の顔面表現の特徴 としては、頭髪は刺突文、眉 と鼻を一体で突帯文で表

現し、日と日は、ヘラ状工具又は半裁竹管状工具による施文で、耳の穿孔方向には4種類あ

るが、そのほとんどが表面から裏面への安子とである。

また今回の再検討によって、厚みの点や赤彩についても言及ぜきたことは大きな成果であ

った。よって、赤彩の有無についても明確な報告を希望するものである。

最後に本稿では、対象を道後城北地域出土の資料に限定したため、狭小な範囲での資料の

顔面表現の方法解明に終始した。今後は対象範囲を広げ、松山平野全体、瀬戸内沿岸地域全

体の中での分銅形土製品の形態、顔面表現方法、厚み、赤彩などについて追求していきたい

と考えている。また分銅形土製品だけではなく、同時期の上製品や木製品などの顔面表現方

法の対比等も試みたいと考えている。本稿の執筆に際し、ど指導を項きました愛竣大学教授

下條信行先生、赤色顔料の鑑定についてご助言を頂きました福岡市理蔵文化財センターの本

田光子女史と宮内庁正倉院事務所の成瀬正和氏に厚 くお礼申しあげます。

〔註〕

(1・ 2)驚谷。文京 I資料は、形態からみると、本来は人面形土製品と呼ぶべきものであるが、顔面の
表現方法に分銅形土製品に類似する点があり、当地域の分銅形土製品の諸特徴を備えた資料として、一

応分銅形上製品の範疇に含まれるものとする。
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表 7 分銅形土製品出土地名表 (道後城北地域 )

資料名 遺 跡 名 所 在 地 形 態

顔 面 表 現

頭  髪 眉

I アイヅA 祝谷アイリ遺跡 祝谷 6丁 目1277他 な し 突帯・鼻一体 線刻 (半裁竹管状工具)

2 アイリB 祝谷アイツ遺跡 祝谷 6「 目1277他
刺突 表面 3列
と面 6列

刺突 2列 (左右 ) 不明

3 文京A 文京遺跡 1次 文京町 3 I な し 突帯・鼻一体 線刻

4 文京B 文京遺跡 3次 文京町 3

束J突  表面 3列
側面 3列

裏面 1列
突帯 線亥1

5 文京 C 文京遺跡 3次 文京町 3 な し 突帯 (刻離 ) 線 刻

6 文京 D 文京遺跡 3次 文京町 3 I orIV 顔面表現なし。表面裏歯刺文あ り

7 文京 E 文京遺跡 3次 文京町 3 【 顔面表現なし

8 文京F 文京遺跡 3次 文京町 3 肛 な し 突帯 線刻

9 文京G 文京遺跡 3次 文京町 3 I な し 突帯(ま1離)・ 鼻一体 線刻 (半裁竹管状工具 )

文京H 文京遺跡 4次 文京町 2 [I な し 突帯・鼻一体 線刻

II 文京 I 文京遺跡10次 文京町 3 I な し 突帯・鼻一体 線刻

文京 J 文京遺跡11次 文京町 3 I 顔面表現・文様あ り

御幸寺山 御幸寺山東麓遺跡 祝谷 3丁 目 I 刺突 表面 2列 突帯・鼻一体 線 亥」

六丁場 A 祝谷六 丁場遺跡 祝谷 6「 目1122他 II 突帯・弊一体 線 刻

六丁場 B 視谷六
「
場遺跡 4jL谷 6丁 目■22他 刺突 裏面 2列 突帯・鼻一体 線亥J

六丁場 C 祝谷六丁場遺跡 祝谷 6丁 目■22他 突帯・ 鼻一体 線 刻

17 六丁場D 祝谷六
「
場遺跡 祝谷 6「 目■22他 突帯 (剥離 )・ 鼻一体 不明

六丁場 E 祝谷六
「
場遺跡 llL谷 6「 目1122他 I

刺突 表面 1列
側面 2列

突帯 (一部残存 )

・ 周囲に刺突
不 明

六丁場 F 祝谷六丁場遺跡 視谷 6丁 日m22他 1

刺突 裏面 2列
側面 1列

裏面 2列

な し

六丁場 G 祝谷六丁場遺跡 祝谷 6丁 目1122他 I 顔面表現なし。櫛描文あ り

六丁場H 視谷六丁場遺跡 祝谷 6丁 目■22他 I 顔面表現 。文様なし

六丁場 I 祝谷六
「
場遺跡 視谷 6「 日1122他 顔面表現・文様なし

六丁場J 祝谷六丁場追跡 祝谷 6丁 目1122他 顔面表現なし・ くびれ部に沈線 2条

六丁場K 祝谷六丁場遺跡 祝谷 6丁 日1122他 な し な し

六丁場 L 祝谷六 丁場遺跡 祝谷 6「 目■22他 Ⅳ 顔面表現・文様なし

驚谷 道後驚谷遺跡 道後驚谷町 5-32 刺突 表面 2列 線刻 (半裁竹管状工具)
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赤 彩
最大厚

(cm)
時  期 参考文献 資料名

口 耳

線刻 (半月形 )、 半裁竹管状工具 一乳 (両側)   (表 面一裏面〕 1 2 後・前 アイリA I

不明 な し 全  面 2 1 後・ 前 アイリB 2

刺突 ―孔 (右のみ)  〔表面―裏面〕 中・ 後 ①②⑤ 文京 A

不明
二乳 (右のみ)  〔表面―裏面〕

〔側面一くぴれ部〕
全 面 ■・後 ①②⑤ 文京 B 4

不明 ―孔 (右のみ)  (表 面一裏面〕 13 中・後 ①②⑤ 文京 C 5

13 中・後 ①②⑤ 文京 D 6

中・後 ①②⑤ 文京 E 7

不明 ―孔 (左のみ)  〔表面―裏面〕 1 2 中・後 ①②⑤ 東京 F 8

線刻 (半 月形 )、 半裁竹管状工具 ―孔 (両側)   〔表面―裏面〕 全  面 中・ 後 ①②⑤ 文京 G 9

線刻 (横―線 ) 二子L (両側)   〔表面―憂面 , 1 2 中・ 後 ② ⑤ 文京 H

な し 一乳 (左のみ)  (貫通しない〕 中末～後前 ⑤ ⑦ 文京 1

1 2 ⑥ 文京 」

線刻 (横―線 ) 工乳        (表 面―裏面〕 全  面 ① ⑤ 御幸寺山

線刻 (横―線 )
三乳 (左 )〔表面一裏面・―孔は未買通〕

一孔 (右)    (表面一裏面〕
表  面 12 中・ 中 ②⑤① 六丁場 A

線刻 (横一線 )
側面三子し(左のみ) 〔表面一裏面〕
裏面四孔     〔表面―襲面〕

15 中・ 中 ②⑤① 六丁場 B

線刻 (横―線 ) ―乳 (両側)   〔表面―倒面〕 1 3 中・中 ②⑤① 大丁場 C

不明
四孔 (右)    〔表面一裏面〕
五子し (左)    (表 面―裏面〕

裏  面 中・ 後 ②⑤③ 六丁場 D

不明 な し 眉部分 12
中 。後

中・ 後
②⑤① 六丁場 E

な し な し 中・中 ②⑤① 六丁場 F

中・後 ②⑤③ 六丁場 G

全  面 中・ 中 ②⑤① 六丁場 H

全  面 2 5 中 。後 ②⑤① 六丁場 I

中・後 ②⑤③ 六丁場 」

な し 四乳 (両側)   〔表面―側面〕 中・中 ④ ⑤ 六丁場 K

◎ 六丁場 L

線刻 (構円形 ) な し I S 中・後 ②③⑤ 穏会
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V-3 道後城北遺跡群の須恵器

宮 内 慎―・ 山之内志郎

1. 1よ じめに

道後城北遺跡群は松山平野のやや北寄 り、松山城を擁する勝山の北に広がる平野部 と丘陵

部で構成されている。これまでの発掘調査結果の蓄積 とその研究によって、この地域を「道

後城北遺跡群」 と呼ぶにふさわしい拠点集落の様相が浮かび上がってきた。 しかし、その研

究は緒についたばかりで、特に古墳時代の集落経営の様相は極めて不明な点が多い。そこで

本稿では、これまで出土した須恵器の形態や分布状況より5～ 7世紀の古墳時代集落の一端

を見いだすべく論を進めていくことにする。

まず時期区分であるが、これについては須恵器の型式によりI・ H・ Ⅲ・IV期の 4区分 と

して型式分類を行った。 I期 については、初期須恵器と呼ばれる段階の須恵器以降のものが

これにあたる。H期は出土資料が多く、その必要性から前後の 2段階に区分した。また、Ⅲ・

Ⅳ期については出土資料が少なく、あえて区分はしなかった。加えて、現在、松山平野の須

恵器の編年については、不明瞭な点が多く、各型式を細分類することは困難ぜあるため、今

回は、この 5区分におさめた。また、各型式の須恵器を論ずるにあたり本稿では、遺構に伴

う遺物を基準資料 とした上、蓋郭を中心に実測図を掲載 し型式分類を行つた。そのため一般

的な須恵器編年に照らし合わせるならば、表 8の ように中村編年に併行するものと考えられ

る。 〔宮内・山之内〕

2.型 式分類
(1)I期 (第 80、 81図 )
この型式の須恵器は、道後姫塚遺跡 (現 にぎたつ会館敷地内)と 若車町遺跡 (現 松山
市総合福祉センター敷地内)、 東雲神社遺跡他から出土したものである。

郭蓋 (第80図 1～ 6、 第81図 7・ 8)

日径は10～ 1lclnの ものと12～ 13cmのやや大型のものがある。天丼部は丸みをもつものと、

表8 須恵器型式分類表

型 式 (期 ) I IV

段 階 前   半 後  半

中 村 編 年

(型式 。段階)

I

4・ 5

II

l・ 2

Ⅱ

3・ 4・ 5。 6

Ⅳ・ V

絶 対 年 代 5世紀 6世紀 7世紀以降
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察考

やや偏平のものがある。天丼部 と口縁部を分ける稜は断面三角形の鋭いものとやや鈍いもの

がある。日縁部は直下に下がるもの、外反するもの、内湾気味に下がるものがあり、端部は

尖るものと尖り気味に丸いものがある。日縁部の高さは 2 cmを越える。内面は内傾する段を

なし、中凹みの面を有するものが多くみられる。天丼部外面は、その 2分の 1程度に回転ヘ

ラ削 り調整が施されている。

郭身 (第81図 9～ 12)

郭蓋 と同様、日径に差がみられる。たちあがりは内傾するものと内傾 して後直立するもの

がある。たちあがり高は1.6～ 1.8cn程度のものが多い。端部は尖り気味で内傾する段をなす。

郭蓋 と同様に端部に中凹みの面がみられるものが多い。受部は水平にのびるもの、やや上外

方にのびるものがあり、端部は失り気味である。受部基部に沈線が巡るものが多くみられる。

底部は九いもの、痛平なものがあり、底部外面ヘラ削 りは2分の 1前後である。

高郭 (第 81図 13～ 17)

小型の有蓋高郭である。蓋は天丼部は丸みをもち、中凹みのつまみが付 く。断面三角形の

稜をもち日縁端部は内傾する中凹みの面を有する。郭部は郭身と同様の形態をなす。脚部は

ハの字形に外反し、端部付近で段をなし裾部は甘 く内傾する。脚体部には、台形状のスカン

窓が三方向にみられる。

甦 (第81図 18)

大型の聰ぜある。日頸部には 1条の明瞭な凸線が巡 り、凸線下に櫛描の波状文がみられる。

体部は肩が張 り、体部上半にその最大径を求めることができる。体部上部に 1条の凹線が巡

る。肩部にも櫛描きの波状文がみられ体部外面には回転カキロ調整が施されている。

琶三三三王二三二 J6

1  道後姫塚
2～ 6 若草町

o       5       10Cm

(S=1:3)

第80図 道後城北遺跡の須恵器 I期 (1)
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7・ 810～ 14・ 17 若草町
9。 15。 16 道後姫塚  18 東雲神社

道後城北遺跡群の須恵器

第81図 道後城北遺跡の須恵器 I期 (1)
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(2)H期 (第82～85図 )

全体 として I期 に較べ、やや器形が大型化する。郭蓋は稜の有無、郭身は、たちあがり・

器高の高低により前後半に分けた。

II期 前半 (第 82・ 83図 )
この型式の須恵器は、道後今市遺跡、文京遺跡、祝谷六丁目遺跡、若草町遺跡、祝谷古墳

群、桜谷古墳群他から出上している。

郭蓋 (第82図 19～ 22。 第83図 23・ 24)

日径は13～ 15cm程度になり、天丼部はやや扁平のものが多くみられる。天丼部 と口縁部を

分ける稜は I期 に比較して明瞭でなく代わって凹線が巡るものもある。日縁部は外反するも

の、直下に下がるものがあり、端部は失り気味で内面に内傾する段をなす。但 し、幅広の凹

線が巡るものについては端部は丸く仕上げられ内傾する段のみられないものがある。また、

この器種に、日唇部に刻目が施されているものがある(第83図 23)。 天丼部外面 2分の 1前後

に回転ヘラ削り調整がみられる。

郭身 (第83図 25～ 32)

郭蓋と同様にやや大型化している。たちあがりは、 I期 に比較 してやや低 く内傾 し端部は

内傾する段をなすものと丸いものがある。たちあがり高は1.5～ 2.Ocm前後である。受部は水

平 もしくはやや上外方にのび端部は尖り気味に九い。底部は丸みをもつものと平底風のもの

があり、底部外面の回転ヘラ削 りは 2分の 1か ら3分の 1程度である。

高郭 (第83図 33・ 34)

この型式の高郭の類例は少ない。わずかに桜谷 1号墳出土の無蓋高郭をあげることができ

る。小型の高郭ぞ形態的には、やや外反気味にのびる日縁部をなし、郭体部中位やや下方に

稜をなす。脚基部は細 く外反 しながら下がり端部に至る。脚体部には凹線が巡るものもあり、

1段の細長い台形状の透かし窓がみられる。

文京 2次  21

第82図

・22 若草町
0       5       10cm

道後城北遺跡の須恵器 H期前半 (1)

22

19。 20
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道後城北遺跡群の須恵器

と
`:ii:::::[[i!==::!!!!」

lⅢⅢ 23
~比
5       26

9

23・ 26・ 28 道後今市 I次  32 道後今市 H次
24・ 30・ 32 道後今市Ш次  25。 31 祝谷六丁
27 若草町 29 文京 6次 33・ 34 桜谷 1号墳

第83図 道後城北遺跡の須恵器 H期前半 (か

0       5       10cm

(S‐ 1:3)

-141-



H期 後半 (第 84・ 85図 )
この型式の須恵器は道後今市遺跡 I～Ⅳ・Ⅵ次調査地点、若草町遺跡、祝谷アイツ遺跡他

から出上 している。

郭蓋 (第84図 35～ 42)                          ′

天丼部 と口縁部を分ける稜のようなものは全 く消え、天丼部から日縁部にかけて丸くなだ

らかなカーブを描いている。但 し、日径1lcm前後のものについては天丼部が九みをもつが尖

り気味で外面にはヘラ切 り痕が残るものが多くみられる。日縁部はやや直立気味に下がるも

の、外反気味に下がるものがあり端部は丸く仕上げるものが多い。天丼部外面のヘラ削 りは

3分の 1程度ぜある。

郭身 (第 85図43～ 50)

前半に較べて器高が低 くなる。たちあがりはより短 く肉傾 し、たちあがり高は0.5～ l cm程

度である。端部は九いもの、尖り気味に九いものがあるが段をなすものはほとんどみられな

い。受部は比較的短 くなり端部は尖り気味なもの、九いものとがある。底部は丸底のものや

痛平のものがあるが、たちあがり高が0.5clll程度の器種については平底風のものが多く、外面

にはヘラ切 り痕が残るものが多くみられる。底部外面のヘラ削 りは 2分の 1か ら3分の 1程

度である。

35  せ::::::::::::::i_________::!!→Ⅲ 36

37    と

`::::::::::][:::::::ll嗚

HⅢ  38

ととと:::::三:三i::!!!!!!1当Ⅲ 42

祝谷アイリ 36 文京 8次 37 道後今市Ⅲ次   0    5    10cm
道後今市Ⅳ次 39～42 若草町 (S‐ 1:3)

第84図 道後城北遺跡の須恵器 H期後半 (1)

５

８

３

３
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道後城北遺跡群の須恵器

高郭 (第85図 51・ 52)

郭部は郭身と同様の形態をなす。脚基部は細 く緩やかに外反する。

がみられ、その上下に長方形の透かし窓が 2方向にみられる。

脚体部には 2本の凹線

3

46

7

50

o       5       10Cm

43・ 52 祝谷アイリ 45 道後今市Ⅱ次 46 道後今市Ⅲ次    (S‐ 1:3)

49 松山北高 2次  47・ 48・ 50・ 51 若草町

第85図 道後城北遺跡の須恵器 H期後半 (2)
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(3)II期 (第 86図 )

この型式の須恵器は前段階の蓋郭の形態が全く逆転する段階のものぞある。郭蓋は、つま

みが付き、かえりが出現 し、郭身については前段階の蓋を逆転させたようなものと、高台の

付 くものとがある。道後今市遺跡 I・ H・ Ⅳ次調査地点、若車町遺跡、松山大学構内 2次調

査地点他から出上した数点である。

郭蓋 (第86図 53・ 54)

日径は10cal前後のものと13～ 14cmのやや大型のものがある。天丼部は九みをもつもの、扁

平なものがあり、内面にはかえりを有する。日縁端部及びかえりの端部は、やや失り気味で

ある。天丼部外面のヘラ削 りは2分の 1程度である。

郭身 (第86図 55・ 56)

前段階の蓋を逆転させたかのような形態のものと高台の付 くものがある。前者は資料がわ

ずかであるため図示していない。後者については比較的高い高台がハの字形に付き端部はわ

ずかに段をなし、内端部が接地する。高台から底体部端にかけて回転ヘラ削 り調整を施 して

tヽ るものがある。

高郭 (第86図 57～ 59)

小型で高さの低い高杯ぜある。脚部は 2～ 4 cm程度である。やや椀形に近い郭部をもつ。

日縁端部は九く仕上げられている。脚部は短 く裾を広げるものと、端部ぞ下方へ屈曲させ段

をなすものとがある。

他)Ⅳ期 (第 87図 )
この型式は、前段階の蓋にみられるかえりが消失する形態の出現をもつてはじまる。道後

今市遺跡 I次調査地点、若車町遺跡、松山北高 2次調査地点他から出上したものである。

∠て三三三三三三とこ:!!!!よぃゝ 53
Ｅ
Ｊ

58

若軍町53～55 道後今市Ⅳ次 56～ 58
59 松山大学構内 2次

6

5       10cm

(S‐ 1:3)

第86図 道後城北遺跡の須恵器Ⅲ期
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道後城北遺跡群の須恵器

郭蓋 (第87図 60・ 61)

日径16～ 18clll程度になり、前段階に較べて器形が大 きくなる。天丼部は痛平になり、前段

階にみられたようなかえりはなくなる。代わって日縁端部に鈍い稜をもち、それより短 く屈

曲するつまみだ しがみられるようになる。その端部は尖 り気味である。天丼部外面には肩部

付近まで、ほぼ 2分の 1前後に回転ヘラ削 り調整が施されている。

杯身 (第87図 62・ 63)

平底の ものはあまりみられない。高台の付 くものは直立気味な高台を伴 う。その貼 り付け

する位置は前段階のものより底部端になり、接地面はほぼ平 らであり、凹面をなすもの もみ

られる。体・底部外面には回転ヘラ削 り調整が施されているものが多い。 〔宮内〕

61
60

0        5       1ocm

(S=1:3)

2

′
∝

60・ 61 ・ 63  見雪ヨ言田丁

62    道後今市H次

第87図 道後城北遺跡の須恵器IV期

3。 遺構 と遺物

道後城北遺跡内でこれまでに検出された古墳時代の遺構 と遺物について、出土資料の評価

をその出土状況より、①遺構、②包合層、③遺構十包含層の 3種類に分けた (表 9)。

①遺構――住居址 。滞・土羨等の集落に関連するものと古墳である。

②包合層―明確な遺構に伴わず、包含層から出上したものである。他に表採資料、出土地

点不明のものも含む。

③遺構十包合層―同じ時期の資料が遺構からも包合層からも出上している場合ぜある。

このようにして、道後城北地区の古墳時代の遺構 。遺物の分布状況から集落の立地や様相

を考えてみることにする。

(1)地区割 り (第89図 )

谷若倫郎氏の地区割に準じ、遺跡群内を城北 。道後・祝谷の 3地区に区分した。そのうち

主要な遺跡は次のとおりである。

城北地区 扇状地には文京遺跡、松山大学構内遺跡、松山北高遺跡、道後樋又遺跡、若草
町遺跡が、丘陵地には東雲神社遺跡がある。

道後地区 扇状地には道後今市遺跡が、丘陵地には道後姫塚遺跡がある。
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祝谷地区 丘陵地には祝谷アイツ遺跡、祝谷六丁目遺跡、祝谷六丁場遺跡、祝谷本村遺跡

等があり、古墳は祝谷古墳群、桜谷古墳群がある。

(動 遺構・遺物の分布 (第89図、表 9)

I期 城北地区―若草町遺跡、東雲神社遺跡がある。若車町遺跡では竪穴式住居址や周溝

(S D12)他 と遺物が検出されている。丘陵地には東雲神社遺跡があり遺物が包含層中より

出上している。道後地区―扇状地では道後今市遺跡 I次調査があり、包含層中より遺物が出

土している。丘陵地では道後姫塚遺跡の竪穴式住居址 (SBl)よ り遺物が出上している。

祝谷地区一祝谷六丁目遺跡、祝谷山田遺跡において包含層中より遺物が数点出上している。

この時期は祝谷地区においては明確な遺構は確認されておらず、丘陵地では、わずかに道

後姫塚遺跡に集落関連遺構が検出されているのみである。扇状地では若車町遺跡周辺の地域

に集落が営まれていたものと考えられる。

H期 前半 城北地区一松山北高 2次調査地点、文京遺跡 2、 6、 10次調査地点、若車町

遺跡がある。松山北高遺跡 2次調査地点からは土器溜 りよりこの時期以降Ⅳ期までの遺物が

混在 して出土している。文京遺跡 2、 6次調査地点では包合層中より遺物が出上しており、

若草町遺跡からは竪穴式住居址や溝 と遺物が出上している。道後地区―道後今市遺跡 I～Ⅳ

次調査地点ぜは遺構 と遺物が検出されている。道後今市遺跡 1次調査地点では、H期前半の

遺物が包含層より出上しており、日縁端部に刻目が施されている部蓋が数点出土している。

同Ⅱ・Ⅲ次調査地点ぜは土羨及び包含層からの出上である。同Ⅳ次調査地点からは竪穴式住

居址、掘立柱建物址 と遺物が検出されている。祝谷地区―祝谷六丁目遺跡、祝谷六丁場遺跡、

祝谷山田遺跡があり、古墳では祝谷古墳群、桜谷古墳群がある。古墳以外はすべて包合層か

らの出上である。

この時期は祝谷丘陵にID‐いて古墳の造営がみられる。そして扇状地では道後今市遺跡及び

若革町遺跡周辺地域に集落が経営されていたものと考えられる。

H期 後半 城北地区一松山北高 2次調査地点、文京遺跡 8、 10次調査地点、若車町遺跡

がある。文京遺跡 8次調査地ぞは自然流路より遺物が出上している。同10次調査地点では包

含層中からの出上である。若草町遺跡からは、竪穴式住居址、瀧の他、包含層より遺物が出

上している。道後地区一道後今市遺跡 I～Ⅳ、Ⅵ次調査地点で、遺構、遺物が検出されてい

る。道後今市遺跡 I、 Ⅳ次調査地点では包含層中よりの出上であり、同H次調査地点では土

羨 (S K13)、 同Ⅲ次調査地点では土竣 (S K25)よ り遺物が出上している。同Ⅳ次調査地点

では竪穴式住居址 (S102)よ り遺物が検出されている。祝谷地区一祝谷アイツ遺跡、祝谷

六丁場遺跡がある。祝谷アイノ遺跡ぜは竪穴式住居址 (SB2)と 遺物が検出されている。

他に祝谷六丁場遺跡からは包合層中より遺物が出上している。

この時期は、祝谷地区において明確な集落関連遺構が検出されたのは初例であり、扇状地

では道後今市及び若草町遺跡周辺において集落が継続 して営まれていたことがうかがわれ

る。
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表9 道後城北遺跡群の概要一覧

番号 遺 跡 名 上

(標高

地

　

ｍ，

種  類

式型

備 考I

一副 後 ロリ 後

A

B

C

D

E

F

G

H

i

」

K

L

M

N

O

P

Q

R

S

T

U

V

W

X

Y

祝谷アイノ

祝谷本村

祝谷六丁目

祝谷六丁場 (市 )

祝谷六丁場 (県 )

祝谷山田

祝谷丸山

松山北高 2次

文京 2次

文京 6次

文京 8次

文京 9次

文京10次

松山大学 2次

道後樋又H

東雲神社

若車町

道後姫塚

道後今市 I次

道後今市H次

道後今市Ⅲ次

道後今市Ⅳ次

道後今市Ⅵ次

祝谷古墳群

桜谷古墳群

丘 陵 (65,0)

〃 (45.0)

〃 (90.0)

〃 (63.3)

〃 (60.0)

〃 (80.0)

〃 (55.0)

扇状地 (24.0)

〃 (27.9)

〃   (29.0)

〃   (30.5)

〃   (27.5)

〃   (29,0)

〃   (25.5)

〃   (29,3)

丘 陵 (65.0)

扇状地 (23.5)

丘 陵 (49.0)

扇状地 (31.0)

丘 陵 (90.0)

〃 (218)

包・集

包・集

包・集

包・集

包・集

包含層

包含層

包・集

包・集

包含層

包・集

包・集

包・集

包・集

包・集

包含層

包・集・墓

包・集

包・集

包・集・墓

包・集

包・集

包・集

古 墳

古 墳

○

○

○

0

◎

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

0

○

●

◎

●

◎

　

◎

0

○

　

○

○

◎

○

●

○

●

◎

0

○

○
　
○
　
○

○

○

○

◎

◎

0

０
　
０
　
０

○

○

　

○

○

○

○

住居址

住居址

濤

住・溝

住居址

土 羨

住居址

住居址

藤

墳
　
墳

古
　
古

※ ◎遺構 ○包含層 0遺構十包含層

道後城北遺跡群の須恵器
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Ш期 城北地区―松山北高 2次調査地点、文京遺跡 9、 10次調査地点、松山大学構内遺跡
2次調査地点若車町遺跡がある。文京遺跡 9、 10次調査地点では包含層からの遺物の出上で

ある。松山大学構内遺跡 2次調査地点からは竪穴式住居址よりこの時期の遺物が出上してい

る。この他、若車町遺跡では竪穴式住居址の他、包含層中からの遺物の出上がある。i道後地

区―道後今市遺跡 I、 皿次調査地点があるが、すべて包含層からの出上である。祝谷地区一

祝谷六丁目遺跡、祝谷本村遺跡があるが包含層からの出上であり、その量は少ない。

この時期になると集落関連遺構の検出が各地区とも少なくなり、わずかに若車町遺跡周辺

において集落が継続して営まれていたものと考えられる。

Ⅳ期 城北地区一道後樋又Ⅱ遺跡、若革町遺跡がある。道後樋又■遺跡では自然流路内よ

り遺物が検出されている。若車町遺跡ぞは包合層からの出上である。道後地区―道後今市遺

跡 I、 Ш次調査地点があるが、これらもすべて包含層中からの出土である。祝谷地区一祝谷

六丁目遺跡、祝谷本村遺跡がある。包含層からの出上であるが、その量はごくわずかである。

この時期になると扇状地においても集落関連遺構の検出はわずかになり、遺物の出土量も

減少化している。  す                           〔宮内〕

第88図 道後城北地区の主要遺跡の分布図
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道後城北遺跡群の須恵器

地 区 割 り

Ⅱ 期 前 半 Ⅱ 期 後 半

0 遺構  ▲ 包含層

第89図 道後城北遺跡の遺構・遺物分布図
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4.小 結
本論ぞは道後城北遺跡群の古墳時代における集落の立地や動態を須恵器の分布等をもとに

考えてみた。それによると、道後城北地区全体 としての須恵器の出現は、それを I期 に求め

ることができる。それに対して衰退はШ期後半のはじまりにあると考えられる。遺物の出土

量が減少し、その出土範囲も限られてくる。第90図は各時期における郭蓋、堺身、高郭、そ

の他の器種の編年試案である。同一遺構内から各器種が共伴 している例が少なく、同一時期

で多遺構の資料を採用したため、多少問題点はあるが、各器種のおおまかな形態変化はつか

むことができた。次に、集落の形成については、丘隆地 と扇状地ではその性格に多少の差異

が認められる。祝谷丘陵では出土資料の多くがH期に集中しており、古墳 もまたH期前半の

時期に限られていることから生活と墓が近接 した位置に営まれていたことがわかる。道後・

城北両地区の丘陵では、道後姫塚遺跡、東雲神社遺跡において I期の資料が出上しているに

すぎず様相については不明である。扇状地における初現は城北地区の若草町遺跡である。 I

期からⅢ期にかけ長期にわたり集落を形成していたものと考えられる。次の段階に集落関連

遺構が集中して検出されるのは道後地区の道後今市遺跡周辺である。Ⅱ期からHI期前半にか

けてその最盤期をなし、Ⅲ期後半でほぼ終末期を迎える。

これらのことから判断すると丘陵地においては、H期 を中心 とした短期間での集落の営み

がうかがわれる。それに対して扇状地では、若車町遺跡を別にするならばH期前半からHI期

前半を中心としながらも長期間にわたり、繁栄 。衰退を繰 り返していたものと思われる。そ

の他、特筆すべき資料 として「 3.遺構 と遺物」の分布でもふれたが、道後今市遺跡 I次調査地

点ぜ出上した日縁端部に刻み目が施されたH期前半の郭蓋をあげることがぜきよう。この資

料は当該地域は勿論のこと、松山平野内ぞも類例がみられず、他地域 との交流を物語る資料

として注目されるものである。以上のように、本論では集落の立地・動態や変遷を、須恵器

の分布をもとに考えてみたわけぞあるが充分に追求されたものとはいえず、概観するにとど

まった。今後は本論を新しい資料で補強しつつ、遺構の面からも丘陵地や扇状地における集

落の様相や動態を明らかにし、古墳時代における当地域の集落の変遷を考えていかねばなや

ないぜあろう。

また、今回は、論考の範囲を道後城北遺跡群に限つたわけぜあるが、今後は桑原地域、福

音寺、来住廃寺など他地域 との関連性を求め、松山平野における古墳時代の集落の変遷を論

をしていかなければならないであろう。資料調査にあたり、愛媛県教育委員会、働愛緩県埋

蔵文化財調査センターの皆様方には多大の協力をいただいた。記して感謝申し上げます。

〔宮内・山之内〕
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道後城北遺跡群の須恵器 (試案) (S=1:6)

士不  蓋         杯  身                  高  郭 そ  の  他

Ｉ

　

　

期

期
　
（前
）

Ｈ
　
期
　
（後
）

13

14

‐５

　

　

　

６

Ⅲ
　

　

期

峯  20 21

Ⅳ
　
　
期

25

〔遺跡。遺構〕 若草町遺跡 S D12 ①②③、 SD2 ⑥、 S D26 ⑦、 S B18 0、 SD8 0、 包含層出土 O①⑪④④⑮⑮ 道後姫塚遺跡 SBl ④
東雲神社遺跡 ⑤ 文京遺跡2次調査地 ③ 道後今市遺跡 I次調査地 ①⑩④ 道後今市遺跡Ⅱ次調査地 S K32 ⑩ 道後今市遺跡Ⅲ次
調査地 SB3 ③ 道後今市遺跡Ⅳ次調査地 S1020 桜合 1号墳 ⑫ 祝谷アイリ遺跡 SB2 0 SBl O 松山大学構内遺跡2次調査 SB9 ②

〔参 考文献〕 古代学協会四国支部 1988「道後城北遺跡をめぐって」シンポジューム資料  松山市教育委員会「松山市埋蔵文化財調査年報H・ Ш」。「松山市埋蔵文イし財調査報告書 松山大学構内遺跡」1991
松山市「松山市史料集―考古編 I」 1980  愛媛県教育委員会「道後姫塚遺跡埋蔵文化財調査報告書」1977 「愛嬢県立松山北高等学校遺跡埋蔵文化財調査報告書」1981
愛媛県「愛媛県史 資料編 考古」1986  愛媛県埋蔵文化財調査センター「道後今市松山市埋蔵文化財調査」1985 『一般県道「菅沢一松山線」埋蔵文化財調査報告書 I』 1980
愛媛大学法文学部考古学研究室・愛媛大学「文京遺跡8・ 9。 11次調査」1990 「文京遺跡10次調査」1991

第90図 道後城北遺跡群の須恵器

主要遺跡

若草町遺跡

道後姫塚遺跡

東雲神社遺跡

道後今市遺跡 I次調査

祝合六丁目遺跡

松山北高遺跡

文京遺跡 2・ 6・ 10次調査

祝合六丁場遺跡

若草町遺跡

道後今市 I～Ⅳ次調査

祝合古墳群・桜合古墳群

文京遣跡 8・ 10次調査

若草町遺跡

祝合アイリ遺跡

祝合六丁場遺跡

松山大学構内遺跡 2次

若草町遺跡

祝合六丁目遺跡

道後樋又遺跡

祝谷六丁目遺跡

祝合本村遺跡
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Ⅵ 机谷アイリ遺跡の調査成果と課題
祝谷アイツ遺跡調査は、道後城北遺跡群祝谷地区の弥生時代の集落構造解明を主目的とし

て実施した。調査・研究の結果、(1)祝谷地区の弥生～古墳時代の集落様相、修)道後城北遺跡

群の集落様相、●)祝谷地区の自然環境を追究するものとなった。

(1)祝谷地区では、祝谷六丁場遺跡・祝谷六丁目遺跡等の調査より弥生時代中～後期と古

墳時代の遺構 。遺物が確認され丸山川右岸の集落様相が明らかとなっていた。一方、本調査

地のある丸山川左岸の様相は、本格的な調査に恵まれなかったことから、その様相は不鮮明

であった。今回の調査では祝谷六丁場遺跡 と同時代同時期 (弥生時代中期中葉、同後期前半)

の遺物、遺構を確認した。よって、当該期に祝谷地区では丸山川両岸に居住地が存在していた

ことを確認するものとなった。また、弥生時代に限らず、古墳時代においても傾斜地を居住

地 として利用していたことを確認したことは、祝谷地区に限らず平野内の同地形立地の遺跡

研究や埋蔵文化財調査に対 して大きな課題を提示するものとなった。

次に、本調査では、祝谷地区遺跡の出現期について一つの資料を提示するに至った。祝谷

地区ぜは、以前より表採及び包合層遺物 として縄文時代後期の遺物が確認されていた。本調

査においても縄文時代晩期の土器片一点が出土しており、加えて丸山遺跡出上の石器を分析

(考察V-1 多田仁)す ることぞ、縄文時代以前の祝谷地区における集落存在の可能性が
より高いものとなった。また、多田氏の考察は祝谷地区に限らず松山平野の縄文時代以前の

石器文化及び石器研究に大いに寄与するものぞあると考える。今後の継続的な調査 と研究に

期待するものである。

(動 道後城北遺跡群内では、平形銅剣22日 、石夷 1点、イモ貝製縦型貝輪 2点、青銅鏡 (「 日
光鏡」)1面が出上しており、弥生時代集落として西日本においても注目される遺跡地帯ぜあ

ることが近年明かとなってきた 〔下條信行 1991)。

本調査では、調査地より出土した分銅形土製品を含め、道後城北遺跡群内出上の同資料を

施文形態を中心に分類 し、道後城北遺跡群の地域性の分析を試みた〔V-2 山之内志郎〕。
分銅形土製品の新たな分析視点を提示し、道後城北群内出土品の施文様相について詳細に分

析 したことは評価されよう。今後は、平野内外の資料を分析 し、分銅形土製品の施文レベ 7L/

における技術論及び文様論を展開し、地域性を追究することが課題であろう。 くわえて、本
調査出上の分銅形土製品に付着した赤色顔料分析は〔第Ⅳ-4 本田光子〕、顔料分析にとど
まらず、着色時が明らかになったことで分銅形土製品のひとつの分析方法 となりえることを

提示できたことは大きい。
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祝谷アイツ遺跡調査の成果と課題

次に、本調査では道後城北遺跡群内出上の須恵器とその分布による集落構造分析を試みた

〔第V-3 宮内慎一、山之内志郎〕。遺跡群内の須恵器については論をが少なく、また同遺

跡群の古墳時代集落研究も低迷している。論考ぞは、追跡群内出土品(既調査出土品を主に)

を資料化し、時間軸を設定した後、各時期における分布 と集落の様相を概観 した。須恵器の

時間軸設定については、これまで部分的に試みられたが、在地品による編年案の提示は皆無

に等しい。論をは、道後城北遺跡群 という狭い範囲に対する編年案であったが、松山平野の

古墳時代研究にとってはその意義は大きいと考える。今後、今回の方法を用い、対象地域を

平野全域に広げ、松山平野の須恵器研究を進めなければならないだろう。

0)本調査ぜは、土器胎土及び遺構内 。土器内埋上、建築部材の分析により弥生時代後期

前半における祝谷地区の植生復元を試みた。これは、道後城北遺跡群の集落構造や文化を自

然環境より解明しようとする試みの一つである。

S K15、 SB2出土資料を珪酸体 と樹種に着日し分析を実施 した 〔第Ⅳ-1・ 2 杉山真

二〕。分析の結果、調査地の植生 と土器胎上の採集地に違いがあることなどが判明し、ひとつ

の成果が得られた。また、比較資料 として、同時期 (弥生時代後期前半)の平野部遺跡であ

る釜ノロ遺跡 7次調査の竪穴式住居址資料を分析 した。検出品種や検出値に違いが認められ

た点は興味深いものぜあつた。今後は、分析を重ね、かつ分析対象や方法を改善し、自然環

境の復元を多方面から進めなければならないと考える。

以上、祝谷アイツ遺跡調査より祝谷地区及び道後城北遺跡群の集落様相を追究した。また、

新しい視点や分析を提示 した。祝谷地区では、平形銅剣や貝輪が出土するなど注目される遺

跡が多い。本調査は今後の視谷地区の調査及び研究の一つの指針 となるものであり、調査の

意義は大きい。さらに、幾つかの資料分析は各々の研究者が継続し調査、研究していこうと

するものであり、今後の成果に期待するものである。

【文 献】
下 條 信 行 「松山平野と道後城北の弥生文化」『松山大学繕内遺跡』

松山市文化財調査報告書20
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遺 構 一 覧

遺構 。遺物一覧

(1)以下の表は、本調査検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

(動 遺構の一覧表中の出土遺物欄の略号について。
例)縄文→縄文土器、弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器。

●)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値
形態・施文欄 土器の各部位名称を略記。例)日→日縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、

裾→裾部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密
→精製度。( )中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。例)砂 。長 (1

～4)多→「 1～ 4 11ull大の砂粒・長石を多く含む」である。焼成欄の略

記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表10 竪穴式住居址一覧
穴

め

竪

岱 時  期 平面形
規 模

長さ×幅×深さ(m)

穴

，

柱

本

王ヽ

′く

内 部 施 設
周壁溝 考傭

高床 上境 炉 カマド

5 弥生中期中葉 円  形 860X690X170 ○

2 弥生後期 円   形 950× 4 00Xl 10 ○ ○

7 古 墳 方   形 293X021× 006 ○ S B7→ S Bl 改築

I 占墳後期 方   形 514× 200× 015 ○

3 古墳後期 方  形 530× 530× 020 ○

表11 竪穴式住居址の炉・ カマ ドー覧
穴

耐

翌

ｔＳ
時  期 炉 カマ ド 仕 置 平面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
備 考

5 弥生中期 ○ 遺構中英やや南寄 り 橋 円 形 115× 79X031

2 弥生後期 ○ 西雑中央やや北寄 り 楕 円 形 293× 30X028

I 占墳後期 C 北壁中央 馬 蹄 形 17X022

3 占墳後期 〇 北壁中央 馬 蹄 形 113× 23× 023

表12 掘立柱建物址一覧

雄
⑪

桁 行 梁 行 床面積

(ド )
時期 備  考

番
=

実長 (cln) 柱間寸法 (尺 ) 実長 (cm) 柱間寸法(尺 )

I 2× 4 700 0 6・ 59,4・ 43 5・ 5 27 3 占墳後期

表13 溝一覧
溝

ＳＤ
地   区 断 面 形

規 模

長さX幅 ×深さ(m)
埋  土
(シ )レ ト)

出 土 遺 物 備 考 時   期

I D8～ D9 舟底状 530× 030× 005 灰褐色 須恵器小片 占墳後期
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表14 土墳一覧

上り

(SKI
地 区 平 面 形 断面形

規      模

長さ×幅×深さ(m)
埋  土 出土遺物 備 考 時 期

I 不 整 楕 円 形 皿   】大 00× 190X007 灰 褐 色 弥 生 弥 生 後 期

2 D6～ D7 橋  円  形 逆台形状 15× 090X068 灰 禍 色 S B5を 切る 弥 生

3 D6 情  円  形 精 円 形 35X107X059 灰 禍 色 S B5を 切る 弥 生 後 期

4 不 整 11形 lul  状 72X096X022 黒灰褐色 弥 生 S K4→ S X010 弥 生 後 期

5 精  円  形 皿   状 58× 115× 025 黒 褐 色 L 占 墳

6 D8 楕  円  形 レンズ状 050× 030X040 灰茶禍色 弥 生 S K6→ S X02 弥 生 中 期

7 D6 不 整 椿 円 形 レンガ状 229× 174X064 灰茶色砂 弥 生 S B5の 炉址 弥生後期以前

8 D6 情  円  形 逆台形状 05× 090× 050 灰 褐 色 S B5を 切る 芳 生 後 期

9 橋  円  形 II l    】大 83X148X024 黒 禍 色 弥生、 taF 占 墳 以 降

隅 丸 長 方 形 皿   状 97X140× 019 灰 褐 色 弥生、 と師 占 墳 以 降

II C8～ D8 不 整 楕 円 形 IL  状 95× 125X014 灰 褐 色 弥生、 L師 占 墳 以 降

楕  円  形 レンズ状 300× 200× 050 荼 褐 色 弥 生 弥生中期以降

C8～ C9 不 整 構 円 形 II  状 096× 090X015 灰   色

D9 浩  円  形 レンズ状 350× 280× 100 黒灰tB色 弥生、石器 弥生後期以降

遺 構 一 覧

表15 SX(不 明遺構)一覧

地 区 平 面 形 断面形
規 模

長さ×幅 X深 さ(m)
埋  土 出土遺物 備 考 時 期

D7年 D8 海 状 レンズ状 1020× 230× 032 暗 青灰色 掘 り方不明 古墳後期以降

D9、 E9 不 整 キ骨 1司 問   み 400× 300× 032 B  婚 弥生、石斧 掘 り方不明 弥 生 中 期

不 整 構 円 IWl  み 130X035 B  層 弥 生 肥 り方不明 弥 生 後 期

楕 円 形 状 IWl  み 380× 315× 037 暗青灰色 弥生、石器 掘 り方不明 弥 生 後 期

B8。 C9 不整橋円形状 レンズ状 820× 620× 120 暗青灰色 弥 生 S K4と層 弥 生 後 期
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表16 SB5出 土遺物観察表 土製品

表10 SB5出 土遣物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

I 甕 日径 (212)
折 り曲げの旧縁部。頸部

内面にゆるやかな稜をも
つ。日縁端は丸い。

磨減の為不明 磨減の為不明
石・長 (1～ 5)

◎

2 疑 日径 (224)
折 り曲げの H縁部。頸部
内面に稜をもつ。日縁端

部ナデ問み。

ケヽ→ナデ
ヘラミガキ

(ヨ ヨ方向)
石・長 (1～ 4)

○
黒  斑

3 蓑 日径 (250)

貼 り付けの日縁部。日縁

尉
`下

に断面三角形のrL帯

1条。

①ヨヨナデ
延レ ケヽ→ナデ

Θ ヨヨナデ

⑩ 磨減の為不明

(ミ ガキの可能性あ り)

石・長(1～ 3)

○

4 甕 口径 (309)

折 り曲げの日縁部。頸部

の凸帯文は指頭押尾を施

す。

Θ ヨヨナデ

⑩ ナデ
Θ ヨヨナデ

⑩ ミガキ(ヨ ヨ方向)

石・長 (1～ 2)

金

③

5 褻 日径 (314)
折 り曲げの日縁部。頸部

の凸帯文はヘラ L具 によ
る刻 |]。 11緑端面に亥」日。

〇 ヨヨナデ

⑩ 磨減の為不明
〇 ヨヨナデ

⑮ 磨減の為不明
石・長 (1～ 5)

③

6 重
日径 (178)
底径 (74)

頌部内面去,か く直立する。

頸部の凸帯は、す旨頭押圧

を施す。

① ヨヨナデ

⑩ ヘラミガキ鶴 滅)

〇 ナデ

Θ ヨヨナデ

⑮ ヘラミガキ (磨減)

⑮ ナデ

石・長 (1～ 4)

◎

7 一霊 底径 (86) ▼底(わ ずかにとがる〉。 磨減の為不明 磨滅の為不明
密

◎

甕 底径 (52)
くびれの とげ底。充壊。

底部外面かき取 り。
藩滅の為不明 磨滅の為不明

石・長 (1～ 3)

◎

甕 底径 73 上げ底。底部外面指頭圧

痕。
磨減の為不明 磨減の為不明

石・長 (1～ 8)

◎
黒 斑

ミニチェア
径

高

底

残
子捏ね。 とげ底。器壁薄
く仕 Lげ
「
寧。

ナ デ ナ デ
石・長 (1～ 3)

③

表17 SB5出 土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
長 さ (cm) 幅 (cm) 月吾さ(cm) 重さ(g)

II 石 斧 ほぼ完成 緑 泥 片 岩 115

男茎状 完   形 75 2 75

番号 器種 法量 (cm) 形 静 施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

子堕 残高 60 前期前半。大型と。肩部
にヘラ描 き文2条。

ナ デ ナ デ
石・長 (1～ 4)

O

衰
日径 (135)

残高 66

折 り曲げの日縁部。日縁

下に指頭痕。日縁端部丸
〇ヨヨナデ
⑮ナデ

チ デ
石・長(1-5)

◎
黒  斑
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番号 器種 法量 (txn) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

壷
日径 (165)
残高 50

日縁端部貼 り付けによる

拡張。頸部指頭,こ痕 を施

す凸帯文1条。

〇ヨヨナデ
⑩磨減の為不明

磨滅の為不明
石・長(1-3)

①

壷 残高 50 頸部に断面三角形の貼 り

付け山帯文1条。
磨減の為不明 磨減の為不明

石・長(1-4)

◎

17 高イ
底径 122
残高 110

充壊技法。脚端面ナデに

よる拡張。面をもつ。
ナ ブ 磨滅の為不明

石・長(1-4)

◎

不明
径

高

底

残
磨滅著 しい。 上げ底の底

部になる可能性が高い。
磨減の為不FB 磨減の為不明

石。長 (1～ 4)

○

SB5出 土遺物観察表 土製品

表19 SB2出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器 種 法量 (cln) 形 静 施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

甕 日径 (216)
折 り曲げの日縁部。日縁

端ナデによる拡張。
ヨヨナデ ヨヨナデ

石・長(1～ 3)

○

甕 日径 (182)
折 り曲げの日縁部。 H縁
端面ナデ凹み。

ヨヨナデ ヨヨナデ
石・長(1～ 3)

◎
黒  斑

褒 底径 (78) くびれのとげ底。 ヨヨナデ 磨滅の為不明
石 '長 (1～ 4)

○

壷 日径 (240)
日縁端部貼 り付けによる

拡張。端面に凹線文4条。

日縁端 L部面取 り。
磨滅の為不明 磨減の為不明

石。長 (1～ 4)

◎

壷 回径(138)
短頸五。口縁端面ナデ阻

ツネ。

ヨヨナデ ヨヨナデ
石・長(1～ 3)

○

一軍 日径 (98)
長頸直 H壺。 H縁瑞面九

ナ デ 磨減の為不明
石・長 (1～ 4)

◎

壷
径

高

日

残
細長頸こ。日縁端面は面

取 り。

磨減の為不明

(ミ ガキの可能性あ り)
ナ デ

石・長(1～ 2)

◎

士霊 残高 56
頸部片。6条以 上の問線

文。
ナデ→施文 ナ デ

石。長 (1～ 3)

金

◎

鉢
日径 (142)
残高 42

折 り曲げ日縁。日縁端部

丸い。頸部内面にゆるや

かな稜。

〇 ヨヨナデ

⑩ 磨滅の為不明
〇 ヨヨナデ

⑩ 磨減の為不明

石・長 (1～ 3)

◎

高杯
口径 (132)
残高 33

直日日縁。日縁端部面取

り。日縁端外面に指頭痕。
ナ デ ナデ

石・長 (1～ 3)

◎

一電
底径 (63)
残高 22

平底 (わ ずかに とる)。 ケヽ→ナデ ナデ
石・長(1-4)

◎
黒 廃

壷
径

高

底

残
丸みのある平底。 ケヽ (縦 方向) ヘラケズリ

石・長 (1～ 3)

金

◎
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 上

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

高林
日径 (86)
残高 32

内傾する日縁部。日縁外

面に細lt線文4条。日縁端
丸い。

磨滅の為不明 ヨヨナデ
石。長 (1～ 2)

○

高イ 残高 58
ンポ ヅ痕。柱 L部 に大 t

沈線文を2条以 上。
ヘラミガキ (縦方向)

ンボリ痕顕著
ヨヨナデ

石・長 (1～ 2)

◎

高lTN 底径 (115)
組み合せ技法。脚端面は

九みのある「ヨ」字状。
磨滅の為不明 磨減の為不明

石・長 (1-5)

雲母

③

支脚

径

高

径

部受

器

底
中実。受部が IWlむ。 ナデ

石・長 (1～ 4)

◎

郭 蓋
日径 144
器高 47 1電転ヘラ削 り

〇ヨヨナデ
C誘/3ヘラケズリ

ヨヨナデ
石。長 (1～ 5)

③

杯蓋
日径 (156)

器高 41 lHE転ヘラ削り Θヨヨナデ
C誘/8ヘ ラケズリ

Θヨヨナデ

〇ヨヨナデ→ナデ
密

◎

郭 身
径

高

日

器

LB4転ヘラ削り。%以 上。
とらとり内傾し、端面丸
くとか'る 。

〇ヨヨナデ
C剪/3ヘラケズリ

Θ ヨヨナデ

⑮ ヨヨナデ→ナデ
石・長 (1～ 4)

◎

SB2出 上遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表20 SB2出 土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 材 質
法 量

備 考 図 版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cln) 重さ(g)

石庖 丁 完   形 0 75

石庖丁 % 63 10 78 65

石庖丁 % 結 晶 片 岩 未製品

石  斧 % 安 山 岩 453 2 19

表21 SB,出 土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
長 さ (cln) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重さ(g)

石庖
「

完   形 結 晶 片 岩 50 15

石庖
「

完   形 結 晶 片 岩 11 7 41
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表24 SB3出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表22 SBl 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態。施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

褒
日径 (198)

残高 56

内湾 して立ちとがる日縁

部。日縁部上面にナデ凹

みある。

〇 磨減の為不明

⑩ ハケ6本 /1cm(横方向)
〇 ヨヨナデ

⑩ ナデ

石・長 (1～ 2)

金

◎

甕
日径 (184)

残高 46

内湾 して立ちとがる日縁

部。

日縁端丸い。

ヨヨナデ ヨヨナデ
石。長(1～ 3)

○

高郭

日径 (191)
器高 172
底径 (129)

中実の柱部。脚端部が と

方にとる。
磨滅の為不明 磨減の為不明

砂粒

◎

高不
日径 (130)

残高 45
邦底部外面 tと雑旧縁。

日縁端は内傾 し外反。

Θヨヨナデ
〇 %ヘラケズリ

〇ヨヨナデ
〇ナデ

密

△

表23 SBl 出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石  鎌 ほば完形 赤 色 夏 岩 27 0 23 11

番号 器種 法量 (cln) 形 態。施 文
調 整 土

成
胎
焼 備 考 図 版

外 面 内 面

杯蓋
日径 (142)
器高 40

回転ヘラ削 り。日縁端部

丸い。

〇ヨヨナデ
⑮ %ヘラケバリ

〇ヨヨナデ
⑮ %ヨ ヨナデ→ナデ

石。長(1～ 3)

◎

郭 身 残高 33 日縁端部を欠 ( ョヨナデ ヨヨナデ
密

Ｃ

褻
日径 (180)
残高 90

日縁部は外傾内湾。日縁

端の部ナデによりわずか

に肥厚。

〇ヨヨナデ
⑩ハケ(7～ 8本 /1cm)

Θ ヨヨナデ

⑩ ナデ
砂ltV

◎

士霊
口径 (119)
残高 115

日縁端部、上方に貼 り付

けによる拡張。端面に擬

凹線文4条。

〇 ヨヨナデ→施文

〇 ハケ(6本/1cn縦方向)

〇ヨヨナデ
⑩ナデ
ハケ(8本/1cm)

石・長 (1～ 3)

金

⑤

高rT
底径 (12

残高 11

充壊技法。柱上部に7条、

据部に6条のtt線 文。
縦ハケ (8～ 9本/1cm) ナデ

石・長 (1～ 3)

◎

高杯 残高 51 器形、胎上 とも異質。

差し込み式。
磨減の為不明 ナ デ

長(1～ 3)

ウンモ

◎

高不
底径 (79)
残高

充壊技法。柱部 L部に6～
7条の流線文。脚端面に、

回線文2条。。

磨減の為不明
①ケズリ
⑭ヨヨナデ

石・長(1～ 4)

◎
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表25 S K15最 下部他出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cln) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

士霊

日径 120
器高 262
底径 72

完形。 1同部中位に焼成後

穿孔。頸部に本田による

「ノ」
′
昇】大文。

Θ ヨヨナデ

⑩ ヘラミガキ(磨滅)
ナデ

石・長 (1～ 5)

多含

◎
累  斑

〓霊

日径 (114)
器高 266
底径 54

IJ頸部を3分の2欠 く。胴

部 下割1に焼成後穿了しの ,「

能性が一部で看取された。

〇 縦ハケ→ヨヨナデ

⑩ 縦ハケ
〇 ナデ

⑩ 強くナデ Jiげ
石・長 (1～ 2)

◎
黒 斑

一霊

日径 ■ 2

器高 300
底径 58

口頸部を一部欠 く。肩 H`

とlΠ tt F位に焼成後穿了L
2ケ あ り。頸部に凸帯文。

〇 維ハケ(6本/1cm)

⑩ 縦ハケ

〇 横ハケ(6本/1eln)

⑮ ナデ

⑮ ナデ

石・長 (1～ 2)

金

◎
黒  斑

遠

径

高

径

日

器

底

完形。IR部 Fイとに焼成後

穿fし1ケ あり。日縁部、肩

部に「ノ」字文2投。

① ヨヨナデ

⑮ 縦ハケ

⑩ 縦ハケ(5本/1cm)

〇ヨヨナデ
⑭ナデ
⑩ナデ

石。長(1～ 4)

◎
黒  斑

壷
径

高

底

残

日頸部を欠 く。頌部にrtt

線 文 3条 と木 日 に よ る

「ノ」字状文。

】Πに 横ハケ

ll・lド 縦ハケ

胴
「
板カキ→ナデ

И同ドナデ

石・長 (1～ 4)

多含

◎
黒 斑

士霊

日径 141
器高 300
底径 82

Θ ヨヨナデ

⑩ 板ナデ

〇 ヨヨナデ

躙 Lナデ

“

同111ケ ズツ

石・長 (1～ 6)

多行

⑥
黒  斑

壷

径

高

径

日

器

底

H頸 部を約2分の 1欠 く。
腐部小さい平底。頸部 t
ヘラ状 L果 による押lL文

①ヨヨナデ
廼レヽ ケ→ナデ消し

〇 ヨヨナデ

⑩ ハケ
イf・長(1～ 7)
③

黒 斑

一霊
日径 205
残高 165

口頸部完存。日縁部 :横

Ft線 と波状文 (櫛 2本 )。 頸

部 :木日押lt

〇 ハケ→施文

⑩ 縦ハケ

⑩ 縦ハケ→ヘラミガキ

Θハケ→ヨヨナデ
⑩横ハケ(8本/1cm)
⑩ナデ liげ

イi。 長 (1-5)

金

◎

表26 S K15 HI層 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器 種 法量 (cn) 形 態。施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

褒
日径 (247)

残高 188
11縁端部 「ヨ」 工】た。
端面ナデWIみ。

〇ヨヨナデ
⑩ハケ

〇 ヨヨナデ

⑩ ハケ

石。長 (1～ 4)

金

○

褒
日径 (244)

残高 249

H縁端部丸みのある「ヨ」
′
″】大。

頸部下ヘラと果による押
「こ文。

Θヨヨナデ
⑩ハケ(8本/1cln)

〇 ヨヨナデ

⑩ 磨減の為明確でな t

がハケ・一部ケズリ

石・長(1-2)
○

媒

褒
口径 (226)
残高 76

肩部の張 り強い。

日縁端副
`ナ

デ十Ⅶみ。

〇ヨヨナデ
⑮ナデ

〇 ヨヨナデ

⑩ ナデ
Fi・長(1～ 5)
③

寮
日径 (252)

残高 90
11縁端部ナデ,1み。

頸部 F外 面「ノ」 状́文。
〇ヨヨナデ
⑩ナデ

Θヨヨナデ
⑩磨減の為不明

石・長 (1～ 4)

◎

褒
日径 (148)

残高 90

肩部の張 り弱い。日縁 Vil

部は九みのある「ヨ」字

1大。

磨減の為不明 磨滅の為不明
石。長(1-5)

◎

甕
日径 166
残高 45

H縁端部丸みのある「ヨ」
,】大。

ヨヨナデ 〇ヨコナデ
⑩ケズリ→ナデ

石・長(1-4)
◎

黒 斑

甕

日径 (170)
器高 286
底徒 42

小さい とげ底。‖縁部や

や厚い。

H縁端部丸みのある「ヨ」
,】大。

Θ ヨヨナデ

⑩ ハケ(縦方向)

⑮ ナデ

〇 ヨヨナデ

⑩ ハケ

石・長 (1～ 3)

多合

◎
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出土遺物観察表

SK15 Ⅲ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cn) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

蓑
日径 (192)
残高 75

日縁端部 下方に拡張。日

縁端面擬凹線文2条。頸部

ヽ「′」字状文。

〇ヨヨナデ

⑩ナデ
〇ヨヨナデ
⑩ケズリ→ナデ

石・長 (1～ 3)

金

○

甕
口径 (183)
残高 64

H縁部内湾する。日縁部
ゃや厚い。端面ナデ凹み。

Θヨヨナデ
⑩ハケ

〇 ナデ

⑩ ナデ(1部ケズリ)

石。長(1～ 6)

◎

嚢
日径 (193)
残高 59

頌部強 いナデ による凹

ツタ。

〇 ヨヨナデ
⑮ハケ

〇 磨減の為不明

⑩ ハケ

石・長 (1～ 3)

金

◎

甕
口径 (172)
残高 60

旧縁端部ナデにより面を

もつ。

Oヨ ヨナデ
⑩ 磨減の為不明

〇 ヨヨナデ

⑩ ナデ

石・長 (1～ 7)

金

◎

甕
日径 (143)
残高 85

肩部が強 く張る。肩部以

下をケズる。

Θヨヨナデ
⑩ハケ

Θヨヨナデ
⑩ハケ・ケズリ

石・長(1-5)

○
黒  斑

褒

径

高

径

日

器

底

H縁部やや内湾。
日縁端部、下方にやや突

出。

わずかにとげ底。

〇ヨヨナデ
⑩ハケ→ナデ

Θヨヨナデ
4同 i板ナデ
RI・Iド ナデ

石・長 (1～ 4)

金

◎

黒 斑
煤

蓑
日径 (178)
残高 130

肩部はヨヨ方向の刷毛 H
調整。日縁部やや短かい。

日縁端部丸みのある「ヨ」

字】た。

〇ヨヨナデ
⑩ハケ(5～ 6本 /1cm)

Θ ヨヨナデ

⑩ ケズリ

石・長 (1～ 3)

金

◎
黒 斑

褻
底径 57
残高 162

器壁薄い。平底(わずかに
とる)。

⑩ ハケ(8～ 9本 /1c n)

〇 ナデ

胴 1=ヶ ズッ→ナデ
阿ドケズリ
⑮ナデ

石。長 (1～ 6)

金

◎

黒 斑
媒

蓑
径

高

底

残
くびれのとげ底。

⑩ 板ナデ

〇 ナデ
⑩ 板ナデ

〇 ナデ
石・長 (1～ 5)

③
黒 斑

甕

日径 128
器高 176
底径 53

Lげ底。日縁瑞部やや 下
端ぜ突 !出 し、丸い。

〇 ヨヨナデ

⑩ ハケ→ナデ

⑮ 磨減の為不明

〇ヨヨナデ
⑩ケズリ→ナデ
⑮ナデ

石。長 (1～ 2)

◎
黒  斑

褻
日径 (123)
残高 35

肩部が強 く張る。日縁端

部丸い。

〇ヨヨナデ
⑩ナデ

Θヨヨナデ
⑮ケズリ

密 (石・長1)

◎

養
径

高

底

残
くびれの Lげ底。器壁が
やや薄い。

⑩ ハケ

〇 ナデ
ナデLげ

石・長(1-5)

○
黒  既

登
日径 220
残高 163

頸部 :擬凹線文8条、ヘラ

による「ノ」字文。

H縁部 :櫛 4条の山形文、
横沈5条。

〇 ヨヨナデ

⑭ ハケ(5本/1cm)

〇 ハケ

Θ ヨヨナデ

⑩ ハケ

〇 ハケ

石・長(1～ 3)

◎

壷
日径 (166)
残高 48

日縁外面 1こ擬凹線文6条。

日縁端面に撓凹線文2条。

Θヨヨナデ
⑮ヨヨナデ

磨滅の為不明
石。長 (1～ 5)

○

士霊 残高 97
頸部に断面三角形のよL帯

文1本。頸部下に「ノ」字

状文。

磨滅の為不明 磨減の為不明

石・長 (1～ 5)

往

○

一霊 残高 200
複合 H縁査胴部片。頸部
に円線文7条 と木口によ

る「ノ」字状文。

⑩ハケ(4本/1cln)
〇ハケ
⑩ハケ→ミガキ

ナデ Lげ顕警 石・長(1～ 6)

◎
黒 斑

士霊
口径 (127)
残高 135

H縁端部強いヨヨナデ。
瑞面ナデ凹み。

〇ヨコナデ
⑩ハケ(5本 /1cm)

〇ヨヨナデ
⑩ナデ(ケ ズリか)

石。長(1-5)

O
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出上遺物観察表

SK15 Ⅲ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cln) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

一霊
日径 (164)
残高 105

H縁端司
`は

ナデにより

やや 端ヽ部が突乱する
〇 ヨヨナデ

⑪ ナデ
〇 ヨヨナデ

⑩ ナデ
石・長(1-3)

C

壺
日径 (162)
残高 34

H縁端部強いヨヨナデ。
1瞭端面ナデllqみ。

ヨヨナデ ヨヨナデ
石・長(1-4)

○

士霊
径

高

日

残

日縁端部はマメツしてい

るが、わずかにナデIW4み

する。

ケヽ→ナデ ナ デ
石・受(1-5)

◎

手霊

日径 (98)
器高 230
底径 (55)

小 さい平底。 H縁端 部
「コ」字状。2分の1残存。

Θヨヨナデ
⑩ハケ(8本/1cm縦方向)

ナ デ

石・長 (1～ 4)

金

◎

一霊
底径 50
残高 225

H縁 部 と胴部 2分 の1欠
損。

頸部の山帯文にはヘラに

よる亥lI]。

⑩ ナデ

⑩ ハケ‐ナデ

〇 ナデ

⑩ ナデ

⑩ ′サ →ナデ

〇 ナデ

石・長 (1～ 9)

多合

◎

士霊
底径 58
残高 272 丸みのある平底。 磨滅の為不明 ケヽ (磨減 )

石・長 (1～ 9)

多合

○
24

よ霊 残高 131
やや細い長頸五。

其の押ナ正による

状文。

⑩ 縦ハケ→ナデ

⑩ 縦ハケ→ ミガキ
⑮ナデ
⑩ナデ

石・長 (1～ 5)

全

◎

重
径

高

底

残 突出ざみぜ、丸い平底。
⑩ヘラミガキ
〇ナデ

ナ デ

石・長 (1～ 4)

金

◎
黒 斑

壷
径

高

底

残 丸みのある平底。 磨滅の為不明 ケバリ●籐滅 )

石。長 (1～ 7)

多合

○

一霊
底径 77
残高 114

Lげ底。
⑩ ハケ(縦方向)

〇 ナデ
ナ デ

石。長(1～ 3)

①

一霊
底径 (52)
残高 87 Lげ底。 ケヽ(5本/1cm、 縦方向 ) 暦滅の為不明

石・長 (1～ 5)

○
果  斑

高ナ不
日径 (250)

残高 40 口縁端部丸 t ケヽ→ナデ ミガキ (縦方向 )
石。長(1-5)

◎

高杯 残高 62 充壊技法が ?

器壁lllい。
ハケ(7本 /1cm、 縦方向 )

イf。 長 (1～ 3)

金

○

高郭
径

高

底

残

充壊技法。シボ リ。

脚端面擬凹線文2条。

焼成前穿孔4ケ。

縫ハケ(8本/1cm) ① ナデ

① ハケ(横方向)
石。長 (1～ 4)

○

高年
底径 (128)

残高 150
充壊技法。脚端面丸みの

ある「ヨ〕字状。

磨減の為不明

(ミ ガキの可能性あ り)

①ナデ
⑭ヨヨナデ

石・長(1～ 5)

C

高杯 残高 118 充壊技法。 ヘラミガキ (縦方向 ) ナ デ
イf・長(1～ 4)

高郭
底径 (119)
残高 94

充壊技法。脚端面は拡張

し、擬 IЩ線文2条施す。
ハケ(6本 /1cal、 縦ハケ)

⑮ ナデ

⑭ ヨヨナデ
石・長(1～ 4)

C
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出土遺物観察表

SK15 Ⅲ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

高杯
底径 (110)
残高 65

柱 上部に凝凹線文2条 以

上。

裾部にlt線 文3条。

脚端面に擬凹線文2条。

磨減の為不明 磨滅の為不明

石・長 (1-3)

令

◎
27

高郭
径

高

底

残

充填技法。

脚端面ナデによる面取 り

ハケ(5～ 7本 /1cln、 縦方
向)

ケヽ(5本/1cm)
石。長 (1～ 5)

◎

高杯
径

高

底

残
小型∴∴。器壁やや薄 t

脚端面丸い。
磨滅の為不明 ヨヨナデ

石・長 (1～ 4)

○

鉢

径

高

径

日

器

底

やや突出ぎみの子底。

日縁端 I面ナデ問み。

Oヨ ヨナデ
⑩ハケ(5本 /1cm)
BF・lド ハケ→ヘラミガキ

〇 ハケ→ナデ

⑩ 磨減の為不明

ri・長(1-3)
◎

果  jl

台付鉢
底径 79
残高 50 Lげ底。組み合せ式。 磨減の為不明 ナ デ

砂粒 (イ f・ 長ll

金

◎
黒 斑

台付鉢
底径 76
残高 40 器壁厚い。平底。

ナデ

(指頭圧痕顕者)

石・長 (1～ 4)

◎

ミユチェア
底径 24
残高 20

簑形と器か。 (びれのと
げ底。

ナデ ナ デ
石・長 (1～ 2)

◎

表27 S K15 HI層 出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
F誌 さ(cm) 幅 (cm) サ享さ(cm) 重さ(g)

石 斧 刃部欠損 結 品 ,1岩 21 234 3

石  錘 完  形 安 山 狩 47

磨 き石
2/3 安 山 ″

`

74 55

表20 S K15 11層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (txn) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

甕
口径 (174)

残高 24

「]縁部は、わずかに内湾

して立ちとる。 H縁端面
は面取 り。

ヨヨナデ ヨヨナデ
砂粒 (イ f・長1〉

金

○

蓑
日径 (210)

残高 30
器壁やや薄い。 1職瑞部
は「ヨ」字状。

磨滅の為不明 磨減の為不明
石。長 (1～ 3)

◎

H7 嚢
底径 60
残高 28 くびれの平底。やや厚t 磨減の為不明 磨減の為不明

石・長 (1～ 2)

金

◎

蓑
径

高

底

残
高台状の とげ底。 ナデ ナ デ

密

◎

重
日径 (248)
残高 68

剥離指しい。 11縁端面 に

ヘラによる山形文か。指

頭押圧によるrlj帯文1本。

〇 ヨヨナデ

⑮ 磨減の為不明
ケヽ→ヨヨナデ

石・長(1-3)

○
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出土遺物観察表

S K15 11層出土遣物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cln) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

重
日径 (127)

残高 106
日縁端部ナデにより、や

や下方に突出をする。

〇ヨヨナデ
⑩ハケ

〇ヨヨナデ
⑮ハケ

密 (石・長1)

金

○

重
日径 (108)
残高 96

日縁端部わずかに拡張 し

擬凹線文2条。

頸 部 は本 回押に による

「ノ」字状文

〇ヨヨナデ
⑩′ヽケ(4本/1ca縦方向)

Θ ヨヨナデ

⑩ ナデ
石。長(1～ 2〉
◎

一軍
径

高

口

残
日縁端部強いヨヨナデ。

〇ヨヨナデ
鯉ン ケヽ→ナデ

ナ デ
密 (長 D
◎

〓霊
回径 (184)
残高 84

頸部ヘ ラ描 lt線 文 4～ 5

条。

刺突文。

磨減の為不明 磨減の為不明
石・長 (1～ 3)

○

〓笠
日径 180
残高 140

H縁端面 と肩部に竹管文。
日縁端部 L下 にやや拡張。

〇 ハケ→施文
頸・月阿ハケ (6本 /1cal縦

方向)

〇ハケ→ヨヨナデ
頸・月阿ハケ (6本 /1cal)

石・長 (1～ 4)

③

壷
口径 (190)
残高 18

日縁端 面 にヘ ラ描 山形

文。
ヨヨナデ 磨滅の為不明

石・長(1～ 2)

○

壷 残高 100
頸部に lL帯文1本。木日に

よる「ノ」字1大文。
ケヽ (6本/1cnl縦方向) ハケーナデ

石・長 (1～ 3)

金

◎
黒 斑

壷
径

高

底

残
丸みのある平底 (わ ず

"に上る)。
磨滅の為不明 磨減の為不明

石・長 (1～ 5)

多含

◎
黒 斑

高琢
日径 (193)

残高 25
外反日縁。屈接部の擬口

縁看取。
磨減の為不明 磨減の為不明

石・長 (1～ 3)

③

高 Ith
日径 (208)
残高 25 属接部の擬日縁看取。 ハ ケ 磨減の為不明

石 '長 (1～ 5)

◎

高杯
日径 (256)
残高 37 大きく外反する日縁部。 磨滅の為不明

石。長 (1～ 6)

◎

高郭
日径 (160)

残高 52
屈接部に弱い稜あ り

口縁端部丸い。
磨滅の為不明 ケヽ→ナデ

石・長 (1～ 4)

金

◎

高郭
口径 (200)
残高 45 日縁端部丸 t 磨滅の為不明 磨減の為不明

石。長 (1～ 2)

金

○

高」lT
底径 150
残高 150

充壊技法。脚端部ナデ凹

′芥。

脚端部内面強いヨヨナデ。

磨減の為明確でないが縦

方向のハケかヘラミガキ

の可能性あ り。

ナ デ

石・長 (1～ 7)

多含

◎
黒 斑

高郭 残高 104 充壊技法。ンボ リ痕。 ケヽ (10本 /1cm縦方向) 磨滅の為不明
石・長 (1～ 3)

◎

高年 残高 83
充壊技法。組み合せ式。

接合部の擬日縁看取。円

fし 1ケ以 上。

ケヽ (縦方向) ナ デ

石・長 (1～ 2)

金

◎

高杯
底径 115
残高 126

焼成前円化 (直 1 4cm)2
ケ。柱部中実だが、イ部

底部は充壊技法か。

磨滅の為不明 ナデ

石。長 (1～ 6)

金

◎
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出土遺物観察表

SK15 H層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

一烏
底径 147
残高  80

焼成前円孔 (直径 1 4cal)6

ケ。

充壊技法の可能性あ り。

ケヽ(5本 /1cm、 縦方向 ) ケヽ(5～ 6本 /1cln)
密 (石・長1)

金

◎

高郭
底径 (106)
残高 70

器壁が厚い。脚端部内面

わずかに突出する。端部

拡張。

磨減の為不明 磨滅の為不明
石。長(1-4)

○

高林
径

高

底

残 脚端部ナデ凹み。 ケヽ (6本/1cm) ケヽ→ナデ
石。長 (1～ 2)

金

◎

高FT
径

高

底

残

柱上部門丁し4ケ 、裾部円fし

3ケ 。娩成前穿了Lぜ直径5

du前 後。

ハケ(6本/1cm、 縦方向)
芥底 ハケ

① ハケ→ヨヨナデ
石・長 (1～ 4)

③

高郭 残高 38
小型品。細沈様文12条。

矢羽根状文 と思われるタ

テ沈線文2条以 上。

ヘラミガキ→施文 ナ デ
密

③

鉢
径

高

底

残
くびれの上げ底。 磨減の為不明 磨滅の為不明

石・長 (1～ 6)

◎

鉢
底径 (63)
残高 59 くびれの上げ底。 ナデ ナ デ

石・長 (1～ 2)

◎

器台 口径 (297)

器台ないしはこ と考えら

れる。

日縁端面に疑円線文2条。

ハケ(8本/1cm) ナ デ
石・長 (1～ 3)

◎

器台 日径 (212)
櫛 による(4本 歯)細 か t

渡状文。
磨滅の為不明 磨減の為不明

石・長 (1-4)

金

◎
27

支脚
底径 76
器高 71

器壁厚い。中空。受部2分

の1欠損。受部傾斜する。
ナデ ナ デ

石,長 (1～ 3)

○

ミニチェア
底径 35
残高 25

嚢形と器力'。 (びれのと
げ底。

ナ デ 磨滅の為不明
石・長 (1～ 2)

金

◎

不明
径

高

底

器
器種器形不明。6～ 7条の

刻みを2組 もつ。

石・長(1～ 2)

◎

表29 SK4出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cln) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

甕 回径 (185)
日縁端部はナデによりF
方にわずかに拡張する。

〇ヨヨナデ
⑩ナデ

〇ヨヨナデ
⑩ナデ

石・長

金 (1～ 4)

◎

甕 日径 (165)
日緑端面はナデにより下

方にわずかに拡張する。

〇ヨヨナデ
⑮ヨヨナデ

〇 ヨヨナデ

⑪ ナデ

石・長

金 (1～ 3)

◎

褒 日径 (243)
上方に拡張された日縁端

面には、4条の擬 凹線文が

施される。

〇 ヨヨナデ→施文

⑮ ナデ
〇 ナデ

長・金(1-2)
①

黒 斑
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番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

甕 底径 (57) わずかにとがるとげ底。
⑩ ハケ

】同ド指頭l■痕

〇 ナデ

(胴 ド)ヨ ヨナデ 長 (1～ 2)

○

一霊

径

高

径

日

器

底

わずかに拡張された日縁

端面には、2条の擬凹線文
が施される。

② ヨヨナデ→施文

⑩ ヨヨナデ

電労 ケヽ

〇ヨヨナデ
⑩ナデ
〇ヘラケズリ

石。長

金 (1～ 6)

◎

壷 日径 (100)
外反する日縁部は端部が

先IfHり する。

〇ヨヨナデ
⑩ツヽケ→ナデ

〇ヨヨナデ
⑩ヘラケズツ

石・長

金 (1～ 4)

◎

士霊 日径 (105)
H縁拡張部は弓状にそ
る。 11齢吉Πは「コ」′デ
状を増する。

磨減のため不明
Θヨヨナデ
⑮ナデ

石・長

金 (1～ 3)

◎

盛 日径 (167)
外反する日縁部をもつ。

日縁端面はナデによる凹

みをもつ。

〇ナデ 〇ナデ
石・長

金 (1～ 4)

③

壺

日径 82
器高 85
底径 37

日縁端部はナデにより凹

みをもつ。頸部には円孔

2ケ 2組を看取する。

〇 ナデ

⑮ ナデ

⑩ 磨減のため調整不明

Θ ヨヨナデ

胴 ドナデ
】同ヽ指頭圧痕

石・長 (1～ 4)

金

③

高FTN

径

高

径

日

器

底

郭部はゆるやかに立ち上

り、日縁端部は九い。

〇ミガキ
廻パガキ

〇 ミガキ
⑩ナデ

石・長(1～ 8〉

金

◎

SK4出 土遺物観察表 土製品

表30 S X810出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 上

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

寮

日径 118
器高 137
底径 50

くびれの とげ底。稜をも
つて折れ曲がる口緑部。

〇 ヨヨナデ

電労 ケヽ

(月同ド)指顕圧疾→ナデ

〇ヨヨナデ
⑩ヘラケズリ

石,長 (1～ 5)

○
黒  斑

襲 底径 40 小さいくびれのとげ底。
月阿ド磨滅のため不明

〇 ヨヨナデ

胴 ドハケ

〇 ナデ
石。長 (1～ 4)

◎

甕 底径 64 小さいくびれの上げ底。

内面はIⅦ凸が苦しい。

】阿ドタヽケ
〇ナデ

(胴 ド)ハ ケ

指頭圧痕
石・長 (1～ 5)

○

壷

日径 54
器高 265
底径 25

H縁端面は上方にわずか
に拡張 し、ナデIJむ。

Oヨ ヨナデ
胴 Lハケ
(4FIド )ヘラミガキ

〇 ヨヨナデ

Btt Lハ ケ

月阿ドケズリ

石・長

金・多 (1～ 6)

①
黒 斑

士霊 口径 (304)
日縁端面やや拡張。端面

に3条の擬凹線文。
Θヨヨナデ、ハケ 〇 アヽケ

砂 (石・長)

(1～ 3)

◎

士霊 日径 (130)
口縁端部は「ヨ」字状を

皇する。
⑪ ヨヨナデ 磨滅のため不明

石・長 (1～ 5)

○

蓑 日径 (112)
口縁端面はナデにようわ

ずかに拡張される。
〇ヨヨナデ Θ ハケ

石・長

金 (1～ 4)

○

一霊 残高 34
日縁部外面は櫛 (4本歯 )

による斜格子旧文を施す。
〇 ナデ Oナデ

石・長

金 (1-4)
○
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番号 器種 法量 (cln) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 画 内 面

重 残高 48 胴下半に最大径がある。
】Π liミ ガキ
月阿ドハケ

ナ デ

石・長

金 (1～ 5)

③

壷 感径 51 扁平の体部にわずかに安

出する平底をもつ。
⑩ハケ→ナデ ⑩ナデ

石・長(1～ 5)

◎
黒 斑

重 残高 220
頸部 下半にlt線文セ5条

施す。
⑭ ナデ ⑩ ナデ

石・長 (1～ 5)

◎

重 底径 58
肩部に沈線文1条 とヘ ラ

状二具による「 ノ」字状

文セ施す。

⑩ ハケ
n・lLハケ
BI・Iド ハケ→ナデ

石・長(1～ 4)

○

学霊 底径 (54)
丸みがあ り、突鶴する平

底をもつ。
胴 ドタヽケ

胴 ドハケ

〇 ナデ

石・長

金 (1～ 4)

○
黒 斑

鉢

径

高

径

日

器

底
くびれの上げ底。

〇 ヨヨナデ

⑮ ハケ

〇 ヨヨナデ

Θヨヨナデ
⑩ナデ

石・長

金 (1-3)
○

鉢 底径 42 くびれのとげ底。 〇ヨヨナデ
Bl・Iド ハケ

〇 ナデ
石・長 (1～ 6)

①
黒  斑

高郭

口径 (83)
器高 112
底径 42

邦部はゆるやかに立ちと

り、日縁端部は丸い。

FTN Lナ デ
郭底 ナデ
⑩ヨヨナデ

〇ナデ
脚聴 ヨヨナデ

石・長(1～ 6)

○
黒 斑

高杯 底径 (142)
脚端 面 はナデ による凹

ツ共。

⑩ ハケ

⑭ ヨヨナデ
⑩ハケ
①ヨヨナデ

石・長 (1～ 5)

○

高郭 底径 8ユ
据下部に7ケ の円孔 (4mm

大)を擬凹線文4条。

⑩ヘラミガキ
〇ナデ

Θナデ
密

③ 黒 斑

177 ジョッキ五 底径 (122) わずかなとげ底。
jIEド ハケ→ミガキ
〇ナデ

(月阿ド)ミ ガキ
〇ナデ

石 '長 (1～ 3)

◎
黒  斑

ミニチェア

径

高

径

日

器

底

厚い とげ底。やや拡張さ

れた日縁端部は水平。

〇ヨヨナデ

⑩ナデ
〇ナデ

〇ヨヨナデ
⑩ナデ

石。長(1～ 3)

◎
黒  斑

S X010出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表31 SK4関 連品出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cln) 形 態。施 文
調 整 生

成
胎
焼 備 考 図 版

外 面 内 面

褒

径

高

径

口

器

底

日縁端部はナデにより内

面に小さく突出する。

〇 ヨヨナデ

胴 Lタ テハケ 〇 ヨヨナデ
石・長

金 (1～ 4)

○
煤

鉢 回径 (193)

やや内湾するH縁部。日
緑端面はナデにより凹み

をもつ。

〇 ヨヨナデ 〇 ヨヨナデ
長 (1-2)
○

黒 斑

鉢 日径 (68)
先細 りし、直とする日縁

部をもつ。

Θナデ→ヨヨナデ
⑩ハケ

ナ デ

T〒・受

金 (1～ 4)

○
黒 斑
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表33 S K13出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表32 S X010出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

ほぼ完形 安 山石 7 35 58 831 2

番号 器種 法登 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

甕
日径 (250)

残高 50

土
縁

稜

仕

日
な

「
寧。折 り曲げの

頸部内面ゆるやか
〇ヨヨナデ
⑩ハケ→ミガキ

〇ヨヨナデ
⑩ヘラミガキ

石・長 (1～ 4)

金

◎

甕
口径 (230)

残高 30
折 り曲げの日縁部。頸部

内面にゆるやかな稜。
磨滅の為不明 磨滅の為不明

密 (イ}長 1)
○

簑
日径 (194)

残高 40
折 り曲げの日縁部。頸部

1勺面に稜。
磨滅の為不明 磨減の為不明

Fゴ・長(1～ 2)
O

褒
日径(220)

残高 21

H縁端 ド部を貼 り付けに
より拡張。 日縁端面に擬

llJ線文2条。

ヨヨナデ ヨヨナデ 密 (石・長1)

◎

褒
底径 65
残高 145

わずかに くびれる とげ

底。
ヘラミガキ (縦方向 ) ヘラケパリ 石・長 (1～ 4)

◎
果  斑

喪
底径 64
残高 132

くびれの上げ底。底部外
画はナデ。

磨滅の為不明 磨滅の為不明

石。長 (1～ 5)

多含

◎

壷

日径 (121)

器高 263
底径 55

丸みのある平底。

〇 ヨヨナデ

⑩ ハケ

〇 ナデ

Θ ヨヨナデ

⑩ ナデ

If。長 (1～ 5)

金

◎

壺
日径 (197)

残高 19
H縁端 部ナデ による拡
張。

ヨヨナデ 磨減の為不明

石。長 (1～ 3)

金

◎

高イ
日径 (91)
残高 37

内湾するI】縁部。日縁端

部は欠損するが、拡張は

しないもの と思われる。

ナ デ ナ デ
石・受(1-2)

◎

鉢
日径 (138)

残高 60

折 り曲げの旧縁部。ヘラ

こ具による「ノ」翔大文。

日縁端面ナデ。

〇ヨヨナデ
⑩ナデ

〇ヨヨナデ
⑩ナデ

石。長 (1～ 3)

◎

鉢
日径 (146)

残高 39

折 り曲げの日縁。端面ナ

デによる拡張。頸部内面

稜。

〇ヨヨナデ
⑩ナデ

〇ヨヨナデ
⑩ケズリ

石・長 (1～ 3)

○

ジョッキ形
日径 (138)
残高 55

直口H縁。|]縁端面「ヨ」
字状。日縁外面、ナデに

よる円み。

〇ヨヨナデ
延レ ケヽ→ヘラミガキ

〇ヨヨナデ
⑩ハケ→ナデ

密 (石・長1)

金

◎

195 不 明
底径 (63)
残高 60

とげ底。底部外面ナデ。 ナヂ 磨滅の為不明 (ケ ズリか )
石・長 (1～ 5)

◎

不明
底径 42
残高 30

小型品の底 H`。  くびれの
とげ底。

ミガキか? 板状の と具痕あ り
石。長 (1～ 2)

◎
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表35 SKl 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表34 S K13出 土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cln) 重 さ (g)

石 鏃 ほぼ完形 安 I白 オi 13 0 48

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

礎
径

高

底

残
くびれの平底。

⑩ ハケ(6本/1cm、 縦 方

向)

〇 ナデ

ナ デ
イf・ 長(1～ 5)
◎

一霊
底径 (64)
残高 21 厚めの 'r底。 磨減の為不明 磨滅の為不明

イf・ 長(1～ 3)

令

◎

200 壷
底径 (84)
残高 20 平底。 磨滅の為不明 磨減の為不叫〕

石・長 (1～ 3)

◎

高」K 残高 102 柱部中化がわずかにム く

らむ。充瞑技法か。
磨滅の為不明 ナ デ

イ■長(1～ 5)
○

表36 SK3出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cn) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

鉢
口径 (330)

残高 54

析 り曲げの日縁。日縁端

IαナデμIむ。頸司
`内

面に

ゆるやかな稜。

ナ デ 磨減の為不明

イf・ 長(1～ 4)

令

◎

交
日径 (100)
残高 44

ナデによる日縁端部拡張。

端面に擬 Щ線文1朱以 |:。
磨減の為不明 暦滅の/J不りI

イi・長(1～ 4)
◎

表37 SK6出 上遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

204 甕
口径 (214)
残高 85

折 りl拍げの日縁。 H縁端
部丸い。 11縁 L両強いナ

デ (や やWIむ )。

〇 ヨヨナデ

⑩ ハケ(11本 /1cm、 縦方
向)

〇 ヨヨナデ

⑩ ナデ
If・長(1-3)
◎

嚢
日径 (216)
残高 47

折 り曲げの日縁。 H縁端
面九みのある「ヨ」字状。

Oヨ ヨナデ
⑩ 磨滅の為不明

〇 ヨヨナデ

⑩ 磨滅の為不明
石・長(1～ 2)

◎

士霊
回径 (230)

残高 75

H縁 は貼 り付けによる藍
ド。頸都 P七帯文2本以 た。

円形浮文2ケ 1組で 2組以

I:。

ナ デ
〇ヘラミガキ→ナガ
⑭ヘラミガキ

イ予長(1～ 5)

◎

甕
底径 (74)
残高 60

',い

liげ底。 ナ デ 磨滅の為不り1
石・長(1-3)

○

襲
径

高

底

残
I げ底。 磨滅の/3不明 磨滅の為不明

イi・ 長(1～ 4)
◎
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表38 S X07出 上遺物観察表 上製品

表30 S X07出 土遺物観察表 石製品

出上遺物観察表

番号 器種 法量 (cn) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

簑
口径 (136)

残高 30
貼 り付け日縁。 H縁端面
にヘラ r共 による亥lH。

〇 ヨヨナデ

⑩ ナデ
ナ ヂ

石・長 (1-4)

多合

C

寮
日径 (217)

残高 32

折 り曲げの出縁。日縁の

折 り曲げ強い。端画は九

みのある「コ」字状。

〇 ヨヨナデ

⑩ ハケ

〇 ヨヨナデ

⑩ ナ ガ か ミガ キ (横 方

向 )

密 (イ i・ 長1)

令

C

餐
日径 (217)

残高 55

lhり 付けによる I

能性あ り。頸部 1

'=に

よる山帯文 1

1縁の H丁

■旨頭押

朱。

磨減の為不け〕 磨減の為不明
密 (イ「。長1)

③

褒
日径 (240)

残高 34

貼 り付 1,に よる ,

能性あ り。頸部 1

,Eに よる山帯文ユ

I縁の可

:指頭押

条。

磨減の為不明 磨滅の/D不明
。長 (1～ 4)

甕
日径 (312)
残高 53

折 り出 1デによる|

能性あり。頸部 1

圧によるド七帯文1

の

頭

聴

端

純
磨減の為不明 磨減の為不りI

イ‐
Ｃ

・長 (1～ 3)

甑
底径 (64)
残高 35 簑形 に器焼成後の穿了し。 IF滅の為不llH 磨減の為不り1

イf・ lt(1～ 3)
⑤

〓霊
日径 (132)
残高 42

貼 り付けによる日縁瑞部

拡張。

ヨヨナデ
(一 tlハ ケあり)

ミガキ (横方向 )
イf・ Jt(1～ 3)
◎

216 壺
H径 (138)
残高 30

H縁 ド端淵
`拡
張。 磨減の為不明

磨滅の/J不 り1

(ミ ガキの ,「能性あ り)

イi・ Ic(1～ 2)

〓霊
日径 (170)

残高 55

H縁端 ド方に貼 り付けに
よる拡 91t。 頸部

'七

1袢文1本

以 L。

磨滅の為不明 磨減の為不け1
石・長(1～ 4)

◎

〓霊 口径 (350)
H縁端 ド方に貼 り付け 1:
よる拡張。端面にヘラ I

ケとによる山形文。

ヨヨナデ ヨヨナデ
イf。 長 (1-5)

金

●

士霊
底径 (95)
残高 52 liげ底。 ヘラミガキ (横方向 ) ナ デ

イト長(1～ 5)
◎

220 一霊
底径 (100)

残高 68 わずかににげ底か。 ヘラミガキ (縦 方向 ) ナ デ
イi・ 長 (1～ 4)

③

一霊
底径 (73)
残高 75

丸みのある.F底。器怪呼 ⑩ ハケ
〇 磨滅の為不明

磨滅の為不り1
イi・ 長(1～ 5)

C

鉢
H径 (145)
残高 40

折 り曲げH縁。頌部内面
の稜弱い。

〇 ヨヨナデ

⑩ ナデ (一部ハケあり)
〇 ヨヨナデ

⑩ ナデ
Ff・ 長(1～ 3)
◎

223 高郭
日径 (229)

残高 26
‖縁端部拡張。端面に円

形浮文の欠落痕あ り。
磨減の為不明 磨滅の為不り〕

石・長 (1～ 4)

③

不明
底径 (179)

残高 23

ジヨツキ形 L器の底副
`片か。

三角形の箕通fL3ケ 以 L。

ヨヨナデ ナ デ
イi・ 長(1～ 2)
◎

黒 rkl

番号 器種 残  存 質材
法 霊

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) )享 さ(cm) 重さ(g)

石  斧 % 氏″:性砂岩 18
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表40 S X00出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図 版
外 面 内 面

226 甕
口径 (228)

残高 80

折 り曲げ口縁。 と方に湾
由ぎみ。端画丸みのある

「ヨ」・舞】大。

磨滅の為不明 磨減の為不明
石。長 (1～ 7)

◎

甕
日径 (230)
残高 70

折り曲げH縁。端面は丸
みのある「ヨ」字状。

〇 ヨヨナデ  、
⑩ ヘラミガキ(縦方向)

Θヨヨナデ
⑩ナデ

石・長(1～ 5)

①

甕
底径 (70)
残高 52 くびれの 上げ底。

⑩ 磨減の為不明

〇 ヨヨナデ
磨減の為不明

密 (イ f・ 長1)

◎

護
径

高

底

残
くびれの [:げ底。 磨減の為不明 ナデ

石・長(1-4)

◎

壷
底径 (72)
残高 57 上げ底。 ナ デ 磨減の為不明

石・長(1～ 4)

◎

甕
日径 (196)
残高 155

内湾するH縁部。類部内
面に明瞭な稜。

〇ヨヨナデ
⑮磨減の為不明

〇ヨコナデ
⑩ナデ

石・長(1～ 3)

◎

築
口径 (219)
残高 44

折 り曲げI]縁。 日縁端部

擬凹線文2条。

Θヨヨナデ
⑩ハケ

〇 ヨヨナデ

⑩ カキ取 り
密 (石・長1)

◎

嚢
底径 (60)
残高 38

鉢形 と器の可能性 もあ

る。 とげ底。 磨滅の為不明 磨滅の為不明
石・長 (1～ 4)

◎

表41 S X09出 土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器 種 法量 (txn) 形 態。施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

褒
H径 (230)
残高 45

折り曲げ日縁。端面小さ

なナデIⅦみ。
Θヨヨナガ
⑩ナデ

〇ヨヨナデ
⑩板ナデ

イ1・ 長(2～ 3)

○

235 襲
日径 (146)

残高 35
日縁部わずかに拡角 端

面ナデ問み
ヨヨナデ 〇ヨヨナデ

⑩ケズリ

石・長 (1～ 4)

往

O

重
日径 (165)
残高 25

日縁端面に疑凹線文 1条
以 上。

磨減の為不明 磨減の為不明
石・長(1～ 3)

O

237 士霊
日径 (242)
残高 40

日縁端面拡張 し、端面に
ヘラ状 と具による 1条の
波状文。

磨減の為不明 磨減の為不明
石。長 (1～ 7)

③

238 壷
日径 (147)

残高 20

日縁端面ナデ円み。2ケ 1

組の円形浮文は、 i子文 ヒ

を竹管にて押 lt。

磨滅の為不明 磨滅の為不明
石・長 (1～ 6)

◎

蓋 口径 (320)

日縁端 面は擬 凹線文 3

条。円形浮文 2ケ 1組。
浮文 とに刺突文を施す。

ヨヨナデ ヨヨナデ 石・長 (1～ 2)

◎

色

料

赤

顔

壷
口径 (135)
残高 51

H縁外面に5-6条の沈線
文。 2条の山形文。

ヨヨナデ 磨滅の為不明
イf・長(1～ 4)
◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態。施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

壷 残高 60

頸部に「ヨ」字状の凸帯

文。凸帯 とに刻 日。凸帯

貼 り付 け後、凸帯下 に

「ノ」字剪大文。

ハケ(5本/1cm)

(一部ナデ )
ナ デ

石・長 (1～ 5)

○

鉢
日径 (183)

残高 42

折 り曲げ日縁。日縁端画

はナデ !Ⅶみ。頸部内面は

ゆるやかな稜。

〇ハケ→ヨヨナデ
⑮ハケ(11本 /1c a)

磨滅の為不明
石。長 (1～ 4)

③

243 鉢
日径 (118)
残高 50

折 り曲げH縁。頸部内面
に稜。

〇 ヨヨナデ

⑩ 磨滅の為不明
〇ヨヨナデ
⑩ナデ

石・長 (1～ 3)

○

244 ジョッキ
口径 (88)
残高

日縁端部九み。差 し込み

式

〇 ヨヨナデ

⑩ ナデ

(ミ ガキの可能性あり)

〇ヨヨナデ
⑩ナデ

石。長 (1～ 3)

◎

高郭
日径 (185)

残高 41
鋤先状 H縁。日縁部上面
にやや刹雛。

磨滅の為不明 ヨヨナデ 石。長 (1～ 5)

◎

甑
底径 (64)
残高 30

簑形 と器。焼成後穿了し。

円孔直径7Ш。
ナ デ 〇 板カキ

の ナデ
石。長 (1～ 3)

○

S X09出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表42 S X09出 土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 初 質
法 量

備 考 図版
長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石庖 丁 結 晶 片 岩 42 55 2
区

６

石庖
「

ほば完形 結 晶 片 岩 07
区

６

表43 第Ш層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 威 備 考 図版
外 面 内 画

壷
日径 (238)

残高 48

日縁端部は貼 り付けによ

り上方に拡張。日縁外面

沈線文な条。

磨滅の為不明 藩滅の為不明
石・長 (1～ 3)

○

壷
径

高

底

残 突出する丸みのある平底。 制離の為不明 ナ デ
石・長(1～ 4)

◎

高杯 残高 25 H縁端部拡張。 ナ デ ナデ
石。長 (1～ 4)

◎

252 郭
底径 (59)
残高 15

itF器辱。高台「

状。

」

'
磨滅の為不明 磨減の為不明

密

◎

椀
底径 (70)
残高 13

須恵器の椀ないし邦。高

台付 き。
ヨヨナデ ヨナデ

密

◎
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表44 第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態。施 文
調 整 生

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

褒
日径 (210)

残高 30
折 り曲げ H縁。頌吉い内画
ゆるや力'な稜。

ヨヨナデ ヨヨナデ
石・長(1～ 4)

○

255 甕
底径 (84)
残高 42

くびれの Lげ底。脚Ma・画
は面Hkり 。

ナ デ ナ デ

石・長 (1～ 3)

全

◎

256 甕
底径 60
残高 36

くびれのとげ底。 磨滅の為不明 ナ デ
密

○

ヒ1)

高郭
径

高

底

残

小型品。組み合せ式。

脚端面を面取 り
ミガキ (縦方向・アメッ) ヨヨナデ

イf・ 長(1～ 4)
○

台付鉢
径

高

底

残
器廷
'7い
。脚端面はわず

かに面取 り。
磨滅の為不明 磨減の為不明

石・長(1～ 4)

○
黒 斑

259 高郭 残高 50 須恵器。脚柱 上酎に 沈線

文1条。
ヨヨナデ ヨヨナデ

密

◎

260 琢身
日径 (99)
残高 22

須恵器。内傾外反するた

ちあが り。端部は細 く丸 ヨヨナデ ヨヨナデ
奮

○

出土遺物観察表

表45 第V層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

一霊 口径 (212)
睡 ドH縁。日Ft L面 と端
面に櫛描き文 (4本歯)。

ョヨナデ ヨヨナデ
石・長 (1～ 3)

全

◎

一萱
底径 (31)
残高 20

凡みのある平底。 磨減の為不明 磨減の為不明
石。長(1～ 3)

③

表46 第Ⅵ A層出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 上

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

263 壺 口径 (250)
日縁端拡張。 H縁外面凹
線文2条以 上。

磨減の為不明 磨減の為不明
イf。 長(1～ 3)
①

高 trTN
日径 (232)

残高 35
日縁端部「ヨ」字状。 磨減の為不明 ヨヨナデ

石・長(1～ 3)

○

265 器台 残高 57
器台と考える。小円孔 (直

1 lcm)2ヶ 以 上。
磨減の為不明 ナ デ

Fi。 長(1～ 4)

③
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表47 第Ⅳ層出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 中冨(cm) )享 さ(cm) 重さ(g)

磨き石 完   形 安 山 岩 75

石 斧 % 安 山 岩 395 5

268 石 鏃 % 安 山 岩

表48 第Ⅵ層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

269 壷 H径 (168)
11縁詞
'拡

張。端面にlIB線

文2条 と棒状浮文 1ケ。 H
縁 L面 に凹線文3条以 と。

ヨヨナデ ヨヨナデ
石・長 (1～ 3)

◎
搬人品

力・

270
=
日径 (186)

11縁瑞 面 に擬 IⅦ線文2条

以 上。刺突文人 り円形浮

文4ケ 1組。

磨減の為不明 磨滅の為不明
石・長 (1～ 4)

○

一堕
I]径 (154)

残高 23
日縁端面に擬 IЩ線文2条。 ヨヨナデ 磨滅の為不明

石・長(1-3)

○

272 鉢
口径 (1311

残高 45
折り曲げH縁。器壁はき
わめて薄い。

Θ ヨヨナデ

⑩ 磨減の為不明
〇 磨減の為不明

⑩ ナデ

密 (石・長1)

金

◎

273 高lTN 残高 85 充壊技法。 ケヽ (5本/1cm縦ハケ) ナ デ
石・長 (1～ 4)

◎

台付鉢
底径 76
残高 40 I:げ底。 磨滅の為不明 藩減の為不明

石・長 (1～ 4)

◎

ミユチェア
径

高

底

残 察形 L器か。 Lげ底。 ヨ ヨ ナ ヂ 磨滅の為不明
石・長 (1～ 8)

◎

276 褒
径

高

底

残 小型品。 Lげ底。 磨減の為不明 磨滅の為不明
石・長 (1～ 3)

O

郭 身
日径 (115)

残高 28

須恵器。内傾やや内湾ざ

みのたちあが り。日縁端

部綱 く九い。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

◎

郭身
日径 (91)
残高 18

須恵器。内傾外反するた

ちあが り。1]縁端部丸い。
ヨヨナデ ヨ ヨナ デ

密

③

と霊
H径 (156)
残高 17

須恵器。短頸こか。

日縁端面は「ヨ」字状。
ヨヨナデ ヨヨナデ

密

◎

重
廃径 (130)

残高 46
長頸こか。「ハ」字状のIヽ ヘラズリ ヨヨナデ

密

③

壷 残高 50 受」R塩。 1日 部に円線文 2

朱。列点文。
ヨヨナデ タタキ→ヨヨナデ

密

③
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

282 郭身 底径 (106)
高台付郊身。「夕ヽ」の字状

高台。脚端面円む。
ョヨナデ ヨヨナデ

密

◎

椀
日径 (165)

残高 40 瓦器椀。日縁部外反。 ヨヨナデ ヘラミガキ
密

◎

第Ⅵ層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表49 第Ⅵ層出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 質材
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cln) 重さ(g)

暦 き石 完   形 緒 品 片 岩 30 271 1

表50 第Ⅷ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cln) 形 態・施 文
調 整 生

成
胎
焼 備考 図版

外 画 内 面

甕
日径 (228)

残高 31
口縁端部、わずかに拡張。

日縁端面に経凹線文2条。
ヨヨナデ ヨヨナデ

石・長 (1～ 9)

◎

褒
日径 (134)

残高 55 折 り曲げ口縁。 磨滅の為不明 ナ デ
石・長(1～ 6)

③

一霊 日径 (166)
口縁部貼 り付けによる蓬

下。日縁端面ナデ凹み。
磨減の為不明 磨減の為不明

石・長(1-3)

◎

子霊 残高 40
複合口縁壺。日緑外面に

4条の横沈線文 と、6条の

斜格 子H文を施す (櫛 )。
ヨヨナデ ケヽ→ナデ

石。長 (1-2)

全

③

高郭 日径 (200)
回縁外面に凹線文4条。

日縁端面はナデ凹み。
ヨヨナデ 〇 ヨヨナデ

〇 ナデ
石・長(1～ 4)

◎
黒斑

高郭
底径 (100)
残高 30

裾部凹線文 3条。矢羽根
透 し1ケ 以上。脚端面に凹

線文1条。

ケヽ→施文 ナ デ
密

◎

高杯 残高 66 興形。 磨減の為不明 ナ デ
石・長 (1～ 2)

③

292 高杯 残高 80
シボ ツ痕、柱 上部に 7条
の沈線文。

磨減の為不明 磨滅の為不明
石・長 (1～ 3)

◎

高郭
径

高

底

残
組み合せ式。柱 と部に沈

線文3条。
rヽ ラ ガキ ナデ

石。長 (1-4)

金

◎

294 不明 残高 45 器種器形不明。

焼成前円孔 (直 41m)1ケ 。
ナ デ ナ デ

石・長 (1-3)

金

◎

295 ミニチェア
径

高

底

残
簑形 と器か。 くびれのと
げ底。

ナ デ ナデ
石・長 (1～ 3)

○
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出土遺物観察表

表51 表採及び層不明出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cn) 形 態・施 文
調 整 土

成
胎
焼 備 考 図版

外 面 内 面

296 甕
日径 (276)

残高 52

貼 り付 t'日 縁の可能性あ

り。頌�j内 面わず力'に突
「1す る。貼 り付け凸帯文

1本。

(Dヨ ヨナデ
⑩ ハケ (縦方ド1)

磨減の為不り1
イi・ 受 (1-4)

然 ,レ ト

寝
日径 (186)

残高 42 I】縁 PII部わずかに拡張。 磨減の/j不叫〕 磨減の為不明
イf・ lc(1-2)

表採

壺
H径 (140)
残 I葛 30

Htt・lft部拡張。・ll面ナデ
世1み。

ヨヨナデ
石

Ｇ

・長 (1～ 3)
C-8

一■ 残高 75
項 Hlに 貼 り付け山朴文 1

朱。 l11許
「
にす岳扱押

'に

。
磨減の為不WI 磨減の/j不りI

イF・ 長 (1～ 4)

多合
C

C-4

300 賽 残高 80 敷剤jに 貼 り付け出帯文 3

本以
「
。 2本 は欠落。

ケ(7本 /1cm縦 方Fl)
ヨヨナデ (ミ ガキの

“
「能

性あり)
石・長 (1～ 3) 西壁 ト

喪
H径 (278)
残高 63

日縁瑞洵
`を

L方 に拡張。
HttII間 に擬μI線 文2条。
木Hに よる「 ノ」字文。

① ヨヨナデ

⑩ ハケ(縦方向)
CDヨ ヨナデ
CDハケ(縦方向)

イf・ 長(1～ 4)

令

C
C9

姿
日径 (196)

残高 60
H縁・Vhm`跳ね Iiげ状。 癖滅のイ,不り1 磨減の/J不りl

密 (Fi2) 大ベル

ト11

姿
径

一局

底

残
くびれのしげ底。 ミガキ ナ デ

炒粒 Ｘ

・８

‘霊 H径 (274)
+1縁 IIHj廷 ド。H縁 4PI面
に胆I線 文 4条。

ヨヨナデ

ー席∫ハ ケ
藩 lltの /5不明

。長 (2～ 5)
C-8

一亜
口径 (192)

残高 38
H縁拡媛。日縁常Lllttt
WJ線 文3条。

磨減のイ,不叫I ナデ
・受 (1-4)

B-9

琵
I!径 (194)

残高 45
H縁瑞

“

jを やや拡披。端

面にWI線 文2条以 li。
磨減のイ,不り1 磨減の/JttWI

イ「・長 (1-3)
表採

一呂
口径 (121)

残高 38
日縁端 mlttJlk。 磨滅の/j不け〕 磨lltの /3不叫1

石・受 (1～ 4)

雀 C-7

把 子 残高 67
ジョツキ形 に/.の 据 手

‖j。 濡
｀
rな 台形状を

11す
。
ナデ

イ〒・長 (1～ 3)

令
D-8
トレンチ

高よ不 残高 18 鋤先状H縁。焼成前 町了し
(llh 3 5mm)1ケ。

磨減の為不り1 磨減の為不り1
宿

Ｃ

・長 1) D-8
トレンチ

高郭
旧径 (312)

残高 28

鋤先状 H縁。内miは plぅ

付けによる宍出測jを も

つ。 |:hiは 円む。

磨減のイ,不叫j 磨減のイ,不明

石 (1～ 4)

令

C
D-8
トレンチ

ジョッキ
lA径 88
残高 16 底‖∫

'Io Lげ
llR。 磨減のイ,不り∫ 磨減の為不明

石・k(1～ 2)
C-6

ミニチェア
底径 (40)
残高 40

袈ないし外形 に器。

指頭疾杵しい。
ナ デ ナ デ

密 (イ i・ 長1)
表採
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出上遺物観察表

表採及び層不明出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 胎 土

焼 成 備 考 図版
外 面 内 面

rl・

底径 (37)
残高 60

1■ 1,日縁。 H縁端 miは 細
く丸い。(びれの Lげ底。

ケヽ (縦 方向 ) 磨減の為不りI
・長 (1-3) 区

・６

鉢
口径 (146)

残高 74
折 りI伯 げ H縁。 H縁端 ld
わずかに拡 Jli。

〇 ヨヨナデ

⑩ 料1い ハケ (6本/1cm縦

方向 )

〇 ヨヨナデ

⑩ ケズリ

石・長 (1～ 3)

令

C
C-9

壷
11径 (178)
残高 50

H縁端 miを わず か に l1/
吸。

癖減のX,不りl ヨヨナデ
イf・ 受(1-3) C6

痘
日径 (204)

残高 54

日縁 th剤∫を拡張。瑞 luに

推μl線 文5条。H縁端 li面
丸い。

磨減の/j不叫j 磨減の為不りI

イF・ lk(1～ 9)

令 C-5

を霊 残高 23 複合 H縁竜。日縁部外面
に 4条 (櫛 )の 山形文。

ヨ ヨ ナ デ ョヨナデ

イi・ 長(1-5)

令 炎採

範 残高 55 頌常
`に

指頭押〕正のllllり 付
け,hイト文 2本。

縦クヽケ 磨減の/j不けI
・長 (1～ 4)

トレンテ

高
'不

日径 (160)
残高 50

低 IHl付鉢か。 1,縁淵
`外

lu

にドH線 文 3条。
磨減の/J不り, ナ デ

密

金

こ

(イ ilil) 大バル ト

束トレ 31

高杯
口径 (205)

残高 36

H縁瑞面はナデWiみ。 日
縁部外面は擬 WI線文3条

以 Iを。

磨減のX,不 WI ヨヨナデ
石。長 (1～ 2)

金

C

高
'不

残高 82 充壊技法。ンボ リ皮。 磨減の/J不り1 磨減のrj不り!
イ〒・受 (1～ 6) C-6

高lTN 残高 102
充lll枝法。 i:RIは ややふ

くらむ。
ケヽ (3本/1cm縦ハケ) ナ デ

石

Ｃ

・長 (1～ 3)
及採

器台
径

高

廃

残

III靴

“
`ド
瑞をlllり 付けに

より拡恨。端 hiに 擬 WI線

3条。 ll鷺∫に,其 い挺μH線 2

条。

ヽケ ナ ヂ

宙

金

〓

(1～ 2)

え採

i栗鉢
日径 (342)

残高 60

紐文 上イト。外hiに 11形 文

状の文様。24条 の洗線。

肝〔体ケt投か。

施文 ナ デ
Fi・ 長 (1～ 6) C-8

イ 底径 (64) πt忠イ|・ IIx状 IⅢ台。 ヨヨナデ ヨヨナデ
竹

ε
C‐ 8

釜 11径 (172) を1恵 FF。 内

“

け るH縁‖
`。

ヨ ヨナ デ ヨヨナデ
常

ｇ

西壁
トレンチ

椀
H径 (204)
残高 35

占台付椀ないしFfNの H縁
‖∫片。日縁‖

`外
hiはナデ

Wiむ。

ヨヨナデ ヨヨナデ
密

Ｃ 表採
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表52 表採及び層不明出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残  存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 中昌(cm) 月吾さ(cm) 重さ(g)

石庖 丁 はtF完形 結 品
'1岩

表採

石 鏃 完   形 安 山 イ: 1 75 0 32
区

採

Ｂ

表

330 石 鉄 完   形 赤 色 貞 イ| とB 0 255 C-5

石 鉄 ほIF完形 安 山 イ: 2 05
D-7
表採

32

石  鏃 完   形 安 lII 14

333 石 鏃 ほぼ完形 安 111 ″| 2 55

石  斧 ほtF完形 紺 [111'1イ : 30 炭標

石 斧 ほぱ完形 翠i lit'I″ I

区

・９

Ｃ

Ｄ

(1脳夕ri 完   形 安 山 イ, 42 532 6 表採

出土遺物観察表
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4 図



図 版 例 言

1.遺構の撮影は、大西朋子 。梅木謙―・武正良治が行った。

使用機材 :

カ メ ラ アサヒペンタックス67  L/ン ズ ペンタックス67 55HunF 4 他
エコンニューFM2 他     ズームエッコー7L/28～ 85mm 他

フィルム ネオパンSS

2.遺物の撮影は、大西が行つた。

使用機材 :

カ メ ラ トヨ/ビュー45G    レンズ ジンマー S24041111F5.6 他
ストロボ コメット/CA-322灯 。CB2400 2灯 (バンク使用)
スタンド他 トヨ/無影撮影台・ウエイトスタンド101
フィブレム 白 黒 プラスXパン4x5

カラー… エクタクロームEPP4x5

3。 遺構写真の焼 き付け及び遺物写真のフイルム現像・焼き付けは、大西が行った。

(白黒に限る。)

使用機材 :

引 伸 機 ラッキー450MD    L/ン ズ エ7L/・ ニッコ~′レ13511ull F5.6A

ラッキー90MS              エブレ・ニッコーブレ50mun F2.8N

印 画 紙 イノレフォー ドマノレチグレー ドⅢRC

【参考】 『埋文写真研究』Vol.1 1990 Vol.21991
〔大西朋子〕
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2.西壁 上層 (北東より)
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1.遺構検出状況 〔全景〕(南東より)
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2.遺構検出状況 〔北部)(南 より)
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2.完掘状況 〔北西部〕(南東より)
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1.SB2炭 化材検出状況 (北西より)

2.SB2炭 化材検出状況 (南東より)
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2.SBlカ マド内遺物出土状況 〔遠景〕(南より)
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2.S K15断面 (東 より)
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1.S K15遺物出土状況① (東より)

2。 S K15遺物出土状況② (東より)
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1.S K15遺物出土状況③ (東より)
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1,SK4〔左下〕S X010〔 下〕SB4〔上〕(南東より)

2.SK4遺 物出土状況 (東より)
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1.S K13遺物出土状況 (北 より)
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2.S K13(南 より)
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1.掘立 1(北 より)

2.掘立 l SP12断 面 (北 より)
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2.SK2(南 より)
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1.SK3断 面 (南 より)
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1。 SB5出 土遺物

2.SB2出 土遺物
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1。 S K15最下部他出土遺物
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1.S K15 m層 出土遺物 ①
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1.S K15 Ⅲ層出土遺物 ②
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1。 S K15 Ⅲ層出土遺物 ③
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1,S K15 H層 出土遺物
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